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表
紙

大
府
横
根
藤
井
神
社
祭
礼「
子こ

供ど
も

三さ
ん

番ば

叟そ
う

」

（
愛
知
県
大
府
市
）

名
古
屋
市
の
南
部
に
隣
接
す
る
大
府
市
は
、
目
指
す

べ
き
都
市
像
を
「
み
ん
な
輝
き
　
幸
せ
感
じ
る
　
健
康

都
市
」
と
定
め
、
日
本
一
の
健
康
都
市
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
人
口
も
現
在
９
万
２
千
人
を
超
え
、
今
後
も
緩

や
か
な
人
口
の
増
加
を
見
込
ん
で
い
る
元
気
な
街
で

す
。毎

年
10
月
第
２
日
曜
日
（
今
年
は
10
月
14
日
）
に
行

わ
れ
る
横
根
藤
井
神
社
祭
礼
は
、
市
内
横
根
町
の
３
地

区
（
南
・
中
村
・
石
丸
）
か
ら
繰
り
出
さ
れ
る
山
車
の

曳
き
回
し
、
及
び
神
社
境
内
に
並
ん
だ
山
車
前
に
設
置

さ
れ
た
特
別
舞
台
で
奉
納
さ
れ
る
子
供
三
番
叟
が
見
所

で
す
。

絢
爛
豪
華
な
子
供
三
番
叟
は
、
能
を
起
源
と
し
た
郷

土
の
吉
例
の
舞
楽
（
天
、
地
、
人
の
三
拍
子
が
揃
っ
て

安
泰
で
あ
る
よ
う
祈
願
す
る
舞
楽
）
で
、
晴
れ
の
衣
装

を
ま
と
っ
た
子
供
た
ち
が
、
笛
や
太
鼓
の
お
囃
子
に
合

わ
せ
て
優
雅
に
舞
い
踊
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
＝
大
府
市
観
光
協
会

 

（
大
府
市
商
工
労
政
課
内
）

（
０
５
６
２
‐
４
５
‐
６
２
２
７
）

（
写
真
提
供
＝
大
府
市
商
工
労
政
課
）

大府横根藤井神社祭礼

̎̌̍ -̔

 1 巻頭エッセー／๺ւಓ໋໊ ��� ೥ͷɺͦͷઌ΁� 高橋はるみ（北海道知事）
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表3 手前みそですが… 【埼玉県川越市】
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22

地域づくりの現場から
ＮＰＯ法人夢空間松代のまちと心を育てる会
長野県長野市松代町
歴史的文化遺産を活かしたまちづくり
 香山篤美

ट௕のࢥい

「無限大の夢」を実現へ
松崎晃治（福井県小浜市長）

28

26

24

25

●北海道美深町 スキー・エアリアル競技を核に地域振興 前田研吾
●山形県村山市 ブルガリア新体操チームの事前キャンプを誘致 冨樫京太
●埼玉県さいたま市 世界的スポーツイベントの継続開催で総合的な政策効果を狙う 高橋伸一郎
●埼玉県加須市 「クライミングのまち」加須を全国に発信 渡辺岳也
●東京都 東京パラリンピックに向けあらゆる人にパラスポーツを 前田有香
●高知県 日本を代表する祭り「よさこい」を世界へ 池田晃久
●新潟県村上市 「むらかみ」をスケートボードの聖地に 中山　裕
●福岡県久留米市 世界に着物文化を発信する「ＫＩＭＯＮＯプロジェクト」 高倉慶応

【特集編では基調論文、全12事例を全て掲載～特集編のみに掲載される事例は以下の通り】

川越市

埼
玉
県

236

川越市は、荒川や入間川が取り巻く武蔵
野台地北東端に位置し、江戸時代は

川越藩の城下町として発展してきました。
川越藩では、江戸北部の要衝として歴代

の幕府老中が藩主となり、また江戸近郊と
いう地理的特性を活かして舟運が発達した
ことから、江戸との活発な商いや文化交流
が行われ、政治・経済の両面にわたり武蔵
国の重要な地位を占めていました。
現在も残る「川越城本丸御殿」「喜多院」や「三芳野神社」などの寺社、豪商たちが
築いた「蔵造りの町並み」、そして川越のシンボルともいえる「時の鐘」…。これらか
つての大江戸を偲ばせる川越の姿は「小

コ

江
エ

戸
ド

」と呼ばれ、今では連日多くの観光客を迎
え入れております。
その川越が１年で最も賑わうのは、10月の秋の大祭「川越まつり」です。慶安4年

（1651年）に行われた神幸祭を起源とし370年の歴史を誇り、絢爛豪華な山車が小江戸
の町中を練り歩きます。平成28年にはユネスコ無形文化遺産にも登録されました。
その特徴は、「江戸型山

ダ

車
シ

」の曳行と「曳
ヒ

っかわせ」にあります。「江戸型山車」とは、
江戸東京の天下祭（神田明神の神田祭・赤坂日枝神社の山王祭）で曳行された山車で、
明治以降、東京の天下祭が神輿主体の祭りに変容していったのに対して、川越ではかつ
ての天下祭の様相を色濃く残した江戸型山車が今でも曳行されています。「曳っかわせ」
は、辻で山車同士が出会ったとき、それぞれの囃子方による祭り囃子の競演のことです。
笛と太鼓の音が響き、舞が始まると祭りの盛り上がりは最高潮を迎えます。
今年の川越まつりは、10月20日（土）、21日（日）に開催されます。是非、小江戸
川越にお越しください。

█時の鐘
時の鐘は、藩主 酒井忠勝によって創建されました。現存は４代目で現在も小江戸に「時」
を告げる川越のシンボルです

「小江戸」川越

█川越まつりのみどころ
左上は川越まつり、左下は曳っかわせ、右は
江戸型山車（川越型）

█蔵造りの町並み
蔵造りは類焼を防ぐ耐火建築として
川越の豪商によって建てられました。
江戸町屋の面影を残し、重要伝統的
建造物群保存地区に選定、多くの観
光客が訪れます

█川越城本丸御殿
太田道真・道灌の親子が築城したの
が始まりで、江戸時代は徳川幕府の
要人が城主を務めました。現存する本
丸御殿は東日本唯一の御殿建築です

█喜多院
徳川家康側近であった天海僧正が住
職を務めました。家光誕生の間など
江戸城紅葉山御殿の移築建築が残り
ます。境内の五百羅漢像は笑ったり
泣いたり怒ったりと様々な表情を見
せてくれます
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２
０
１
８
年
は
、
こ
の
地
が
「
北
海
道
」
と
命
名
さ
れ
て
か
ら

１
５
０
年
目
と
な
る
節
目
の
年
で
す
。

本
道
で
は
、
雄
大
な
自
然
を
背
景
に
縄
文
文
化
や
ア
イ
ヌ
文
化

な
ど
独
自
の
歴
史
や
文
化
が
育
ま
れ
、
中
で
も
、
ア
イ
ヌ
の
人
た

ち
の
自
然
に
対
す
る
畏
敬
の
念
や
共
生
の
思
想
な
ど
は
今
日
ま
で

受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、地
域
の
た
め
に
尽
く
さ
れ
た
方
々

の
た
ゆ
ま
ぬ
ご
努
力
や
、
創
意
と
工
夫
に
よ
り
、
個
性
豊
か
で
魅

力
あ
ふ
れ
る
大
地
へ
と
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

道
で
は
、
経
済
団
体
な
ど
89
機
関
の
皆
様
と
と
も
に
実
行
委
員

会
を
組
織
し
、
本
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
を
実
施
期
間
と
し
て
、

本
道
の
歴
史
・
文
化
や
先
人
の
偉
業
を
振
り
返
り
、
感
謝
し
、
道

民
の
皆
様
と
お
祝
い
す
る
「
北
海
道
１
５
０
年
事
業
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

趣
旨
に
ご
賛
同
く
だ
さ
っ
た
企
業
、
団
体
、
道
民
の
皆
様
な
ど

多
く
の
方
々
が
こ
の
期
間
中
に
実
施
さ
れ
る
取
り
組
み
を
「
北
海

道
み
ら
い
事
業
」
と
し
て
登
録
し
て
お
り
、
そ
の
数
は
約
１
千
件

に
も
の
ぼ
り
ま
す
。
特
に
、「
北
海
道
１
５
０
年
ウ
ィ
ー
ク
」
と

位
置
づ
け
た
７
月
14
日
か
ら
８
月
26
日
の
間
に
は
、食
や
ア
ー
ト
、

歴
史
・
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
科
学
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
本
道
の
魅

力
を
発
信
す
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど�
が
道
内
各
地
で
集
中
的
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
１
６
５
社
・
団
体
の
パ
ー
ト
ナ
ー
の
皆
様
に

よ
り
、
１
５
０
年
を
記
念
す
る
商
品
開
発
・
販
売
な
ど
様
々
な
取

り
組
み
が
展
開
さ
れ
、
北
海
道
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

北
海
道
の
次
の
50
年
を
見
据
え
て
取
り
組
む
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一

つ
は
「
共
生
」
で
す
。
本
道
は
、
先
住
民
族
で
あ
る
ア
イ
ヌ
の
人

た
ち
を
は
じ
め
、江
戸
時
代
に
道
南
地
域
を
拠
点
と
し
た
松
前
藩
、

さ
ら
に
は
明
治
期
以
降
に
全
国
か
ら
移
住
さ
れ
て
き
た
方
や
海
外

か
ら
招
聘
さ
れ
本
道
に
様
々
な
技
術
等
を
も
た
ら
し
た
方
な
ど
、

多
様
な
方
々
が
力
を
合
わ
せ
て
発
展
し
て
き
た
地
域
で
す
。
私
は

こ
う
し
た
独
自
の
歴
史
・
経
過
を
踏
ま
え
、
互
い
を
尊
重
し
、
認

め
合
う
社
会
を
目
指
し
て
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
大

切
と
考
え
ま
す
。

天
皇
皇
后
両
陛
下
の
御
臨
席
の
下
、
８
月
５
日
に
開
催
し
た
記

念
式
典
で
は
、
口
承
文
芸
、
ト
ン
コ
リ
（
ア
イ
ヌ
の
弦
楽
器
）
と

ム
ッ
ク
リ
（
ア
イ
ヌ
の
口
琴
）
の
演
奏
や
踊
り
な
ど
、
ア
イ
ヌ
民

族
の
伝
統
芸
能
と
、
松
前
神
楽
や
江
差
追
分
な
ど
地
域
の
伝
承
芸

能
を
披
露
し
、
結
び
に
は
演
者
の
皆
様
を
は
じ
め
会
場
が
一
体
と

な
り
、
楽
曲
「
イ
ラ
ン
カ
ラ
プ
テ
～
君
に
逢
え
て
よ
か
っ
た
～

（
作
詞　

秋
辺
デ
ボ
・
新
井
満
、
作
曲　

新
井
満
）」
を
大
合
唱
し

ま
し
た
。
ア
イ
ヌ
語
で
「
こ
ん
に
ち
は
」
と
い
う
意
味
の
「
イ
ラ

ン
カ
ラ
プ
テ
」
と
い
う
言
葉
に
は
、「
あ
な
た
の
こ
こ
ろ
に
そ
っ

と
触
れ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
い
う
温
か
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
歌
詞
は
、
本
道
に
暮
ら
す
方
が
共
感
し
や

す
い
詩
情
だ
け
で
な
く
、
遠
い
国
や
ま
ち
か
ら
や
っ
て
き
た
旅
人

を
や
さ
し
く
温
か
く
迎
え
入
れ
、
そ
の
出
会
い
に
感
謝
す
る
も
の

と
な
っ
て
お
り
、
未
来
へ
の
共
生
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
託
し
ま
し

た
。ま

た
、
本
道
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
す
る
取
り

組
み
も
進
め
て
い
ま
す
。
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
は
、

道
内
全
市
町
村
と
連
携
し
、
本
年
、
道
内
で
誕
生
し
た
す
べ
て
の

赤
ち
ゃ
ん
に
、
大
谷
翔
平
選
手
（
当
時
）
の
サ
イ
ン
と
北
海
道

１
５
０
年
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
記
さ
れ
た
記
念
球
を
贈
呈
さ
れ
て
い
ま

す
。
小
中
学
生
向
け
に
地
域
の
偉
人
に
つ
い
て
学
ぶ
道
徳
教
科
の

副
読
本
を
制
作
し
ま
し
た
。
ま
た
、
道
内
の
小
学
生
が
、
北
海
道

の
名
付
け
親
と
し
て
知
ら
れ
る
松
浦
武
四
郎
の
出
身
地
・
三
重
県

松
阪
市
や
、
明
治
期
に
開
拓
判
官
と
し
て
札
幌
市
の
礎
を
築
い
た

島
義
勇
の
出
身
地
・
佐
賀
県
佐
賀
市
を
訪
問
し
、
本
道
の
歴
史
を

道
外
の
視
点
か
ら
捉
え
る
取
り
組
み
を
実
施
し
ま
し
た
。
大
学
の

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
活
用
し
て
、
子
ど
も
向
け
の
学
習
機
会

を
提
供
す
る
取
り
組
み
も
進
め
て
い
ま
す
。

北
海
道
命
名
１
５
０
年
の
節
目
を
契
機
と
し
て
、
私
た
ち
自
身

が
本
道
の
価
値
を
自
覚
し
、
誇
り
を
持
つ
と
と
も
に
、
先
人
か
ら

受
け
継
い
で
き
た
豊
か
な
ふ
る
さ
と
北
海
道
を
次
の
世
代
に
向
け

て
守
り
育
て
、
よ
り
輝
く
地
域
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

高橋　はるみ北海道知事

北海道命名 150 年の、その先へ
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特�集
は
じ
め
に

今
後
日
本
で
は
、「
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０

１
９
」「
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
競
技
大
会
」、
そ
し
て
「
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ

ー
ム
ズ
２
０
２
１
関
西
」
と
、
３
年
に
わ
た
っ
て
世
界
的

な
メ
ガ
・
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
が
続
く
。
こ
れ
は
、

わ
が
国
の
ス
ポ
ー
ツ
史
上
画
期
的
な
こ
と
で
あ
る
が
、
こ

の
チ
ャ
ン
ス
を
日
本
の
発
展
に
ど
う
活
か
す
か
に
つ
い
て

の
包
括
的
な
議
論
は
低
調
で
あ
る
。

注
目
す
べ
き
点
は
、
こ
れ
ら
の
世
界
的
な
大
規
模
ス
ポ

ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
、
街
や
地
域
に
も
た
ら
す
様
々
な
影
響

（
以
下
イ
ン
パ
ク
ト
と
す
る
）
で
あ
る
が
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

面
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
極
力
抑
え
、
プ
ラ
ス
面
の
イ
ン
パ
ク

ト
を
最
大
化
す
る
戦
略
的
な
議
論
が
必
要
と
さ
れ
る
。
日

本
で
開
催
さ
れ
る
３
つ
の
メ
ガ
・
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
は

そ
れ
ぞ
れ
性
格
が
異
な
り
、
地
域
に
与
え
る
影
響
も
三
者

三
様
で
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
３
つ
の
イ
ベ
ン
ト
の

特
徴
を
比
較
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
が
も
た
ら
す
地
域
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
に
つ
い
て
考
察

を
施
し
た
い
。

３
つ
の

メ
ガ
・
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
特
徴

（
１
）
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９

２
０
１
９
年
の
大
会
は
、
ラ
グ
ビ
ー
と
い
う
単
一
競
技

の
世
界
大
会
で
あ
り
、
開
催
地
が
全
国
に
分
散
し
て
い
る

の
が
特
徴
で
あ
る
。
北
は
札
幌
か
ら
南
は
熊
本
ま
で
、
全

国
で
12
の
開
催
地
が
決
ま
っ
て
お
り
、
全
48
試
合
、
合
計

１
８
０
万
人
の
来
場
者
を
見
込
ん
で
い
る
。
組
織
委
員
会

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
全
試
合
を
満
席
に
す
る
こ
と
で
あ
る

が
、
大
会
の
開
催
都
市
や
事
前
合
宿
を
誘
致
し
た
自
治
体

は
、
ラ
グ
ビ
ー
を
ま
ち
づ
く
り
の
起
爆
剤
に
し
た
い
と
目

論
ん
で
い
る
。

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
は
、
大
会
期
間
が
７
週
間

と
長
い
た
め
、
観
戦
の
た
め
に
世
界
か
ら
来
る
フ
ァ
ン
は
、

チ
ー
ム
と
と
も
に
開
催
地
を
周
遊
す
る
「
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー

リ
ス
ト
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
彼
ら
（
彼
女
ら
）
は
、

一
般
の
旅
行
客
に
比
べ
滞
在
期
間
が
長
く
、
グ
ル
ー
プ
で
旅

行
し
、（
富
裕
層
が
多
い
た
め
）
観
光
に
絡
む
消
費
活
動
も

旺
盛
で
あ
る
。例
え
ば
２
０
１
５
年
の
ロ
ン
ド
ン
大
会
で
は
、

海
外
か
ら
来
た
観
客
１
人
当
た
り
の
支
出
は
一
般
の
外
国

人
観
光
客
の
４
倍
の
約
２
４
０
０
ポ
ン
ド（
約
34
万
円
）で
、

滞
在
期
間
は
平
均
14
日
で
あ
っ
た
。
海
外
フ
ァ
ン
の
消
費

総
額
は
、
最
終
的
に
約
９
億
５
８
０
０
万
ポ
ン
ド
（
１
㍀

１
４
３
円
と
し
て
約
１
３
７
０
億
円
）
で
、
全
国
的
な
経

済
効
果
を
生
み
出
し
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
（
注
１
）。

ラ
グ
ビ
ー
は
、
試
合
後
の
「
ア
フ
タ
ー
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ

ン
」
と
呼
ば
れ
る
選
手
同
士
の
交
流
が
重
視
さ
れ
る
が
、

そ
れ
は
試
合
後
の
フ
ァ
ン
同
士
の
交
流
に
も
反
映
さ
れ

る
。
日
本
で
も
、
世
界
か
ら
来
る
ラ
グ
ビ
ー
フ
ァ
ン
と
、

日
本
の
ラ
グ
ビ
ー
フ
ァ
ン
、
そ
し
て
地
域
住
民
の
間
で
の

多
彩
な
交
流
が
期
待
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
ス
タ
ジ
ア
ム

世
界
的
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と
地
域
づ
く
り

メ
ガ
・
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と
地
域
づ
く
り

―
社
会
資
本
を
蓄
積
、
地
域
の
連
帯
性
を
高
め
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
が
向
上
―原

田
　
宗
彦

早
稲
田
大
学
ス
ポ
ー
ツ
科
学
学
術
院
教
授
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の
外
に
設
置
さ
れ
る
フ
ァ
ン
ゾ
ー
ン
に
お
け
る
パ
ブ
リ
ッ

ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
な
ど
、
フ
ァ
ン
と
地
域
住
民
の
交
流
が

促
進
さ
れ
る
祝
祭
空
間
の
整
備
が
不
可
欠
と
な
る
。

（
２
）‌‌
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会

２
０
２
０
年
の
大
会
は
、
ラ
グ
ビ
ー
と
異
な
り
東
京
の

１
都
市
開
催
原
則
で
あ
る
た
め
、
経
済
効
果
の
大
半
が
関

東
圏
で
起
き
る
。
実
際
２
０
１
２
年
に
招
致
委
員
会
が
行

っ
た
試
算
で
は
、
２
０
１
３
年
か
ら
２
０
２
０
年
に
か
け

て
、
全
国
で
約
３
兆
円
の
経
済
効
果
が
あ
り
、
そ
の
７
割

が
東
京
を
含
む
関
東
圏
で
起
き
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
期
間
を
10
年
延
ば
し
て
行
っ
た
２
０
１
７
年
の
試

算
（
２
０
１
３
―
２
０
３
０
）
で
は
、
数
字
が
大
き
く

伸
び
、
東
京
都
で
約
20
兆
円
、
全
国
総
計
で
32
兆
円
の
経

済
波
及
効
果
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
大
会
後
に
残
さ

れ
る
競
技
施
設
や
選
手
村
と
い
っ
た
施
設
を
活
用
す
る
こ

と
で
発
生
す
る
「
レ
ガ
シ
ー
効
果
」
に
よ
る
需
要
増
加
が

加
わ
っ
た
た
め
で
、
イ
ベ
ン
ト
振
興
や
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
拠

点
の
形
成
な
ど
、
ポ
ス
ト
五
輪
の
レ
ガ
シ
ー
活
用
戦
略
へ

の
期
待
が
反
映
さ
れ
て
い
る
（
注
２
）。

前
述
の
通
り
、
地
方
で
は
大
き
な
経
済
効
果
を
期
待
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
事
前
合
宿
の
誘
致
や
ホ
ス
ト
タ
ウ

ン
な
ど
を
通
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
、
そ

し
て
ア
ス
リ
ー
ト
を
応
援
す
る
社
会
的
な
機
運
の
醸
成
な

ど
、
多
く
の
副
産
物
が
生
ま
れ
る
可
能
性
が
高
い
。

筆
者
が
考
え
る
東
京
五
輪
の
最
大
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
、

「
２
０
２
０
年
」
と
い
う
明
確
な
目
標
が
掲
げ
ら
れ
た
こ

と
で
、
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
、

２
０
２
０
年
に
向
か
っ
て
一
斉
に
動
き
出
し
た
こ
と
で
あ

る
。
例
え
ば
、「
２
０
２
０
年
ま
で
に
訪
日
外
国
人
（
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
）
４
０
０
０
万
人
を
実
現
す
る
」
と
い
っ
た

数
値
目
標
（
国
土
交
通
省
）
や
、
２
０
２
０
年
を
契
機
と

し
た
低
炭
素
社
会
や
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
等
の
「
環

境
配
慮
の
推
進
に
つ
い
て
」（
環
境
省
）、
そ
し
て
「
ま
ち

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
」（
東
京
都
）
な
ど
が
例
と
し
て
挙

げ
ら
れ
る
。

（
３
）
２
０
２
１
年
関
西
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

大
会
が
世
界
最
大
の
「
競
技
ス
ポ
ー
ツ
」
の
大
会
と
す
れ

ば
、
本
大
会
は
世
界
最
大
の
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
」
の
大
会

で
あ
り
、
原
則
30
歳
以
上
な
ら
だ
れ
で
も
出
場
で
き
る
、

ス
ポ
ー
ツ
愛
好
家
の
た
め
の
大
会
で
あ
る
。
競
技
会
場
は

関
西
一
円
に
広
が
り
、
出
場
者
の
年
齢
層
は
高
く
、
友
人

や
家
族
と
旅
行
す
る
ケ
ー
ス
も
多
く
、（
選
手
村
が
な
い

た
め
）
宿
泊
を
と
も
な
っ
た
観
光
消
費
が
期
待
さ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
予
選
が
な
く
、
誰
で
も
参
加
で
き
る
と

い
う
利
点
は
、
大
会
参
加
者
の
正
確
な
数
が
読
め
な
い
と

い
う
盲
点
に
も
な
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
地
域

が
享
受
す
る
経
済
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
は
、
参

加
者
数
の
数
と
消
費
活
動
に
準
拠
す
る
こ
と

に
な
る
。

組
織
委
員
会
に
よ
れ
ば
、大
会
期
間
中
（
２

０
２
１
年
５
月
14
日
か
ら
30
日
ま
で
）
に
、

出
場
者
と
そ
の
家
族
ら
を
あ
わ
せ
て
国
内
外

か
ら
計
16
万
人
が
開
催
地
に
来
る
と
予
測
し

て
い
る
。
試
算
さ
れ
た
経
済
効
果
に
つ
い
て

は
、
地
域
的
な
内
訳
で
言
う
と
、
開
催
地
と

な
る
近
畿
２
府
４
県
と
鳥
取
、
徳
島
県
で
計

９
１
３
億
円
、
そ
の
他
で
計
５
４
８
億
円
、

合
計
１
４
６
１
億
円
で
あ
る
。
ま
た
開
催
後

８
年
半
に
お
よ
ぶ
経
済
効
果
を
加
え
る
と
、

こ
の
数
字
が
１
兆
２
３
２
９
億
円
に
膨
ら
む

と
試
算
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
は
、
開
催
地
の
知
名
度
向

上
に
伴
う
観
光
客
の
増
加
や
、
各
地
で
行
わ
れ
る
記
念
ス

ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
に
と
も
な
う
経
済
効
果
が
含
ま
れ
て

お
り
、
あ
く
ま
で
「
仮
に
そ
う
な
れ
ば
」
と
い
う
推
測
の

上
に
築
か
れ
た
数
字
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

ス
ポ
ー
ツ
が
地
域
活
性
化
に
果
た
す
機
能

メ
ガ
・
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
地
に
も
た
ら
す
イ

ン
パ
ク
ト
を
考
え
た
場
合
、
以
下
に
述
べ
る
４
つ
の
機
能

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
注
３
）。

・
社
会
資
本
を
蓄
積
す
る
機
能

こ
れ
は
、
社
会
資
本
と
し
て
の
道
路
や
公
園
、
そ
し
て

ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
緑
豊
か
な
生
活
環
境
を
ス
ト
ッ
ク
す
る

機
能
の
こ
と
を
意
味
す
る
。
す
な
わ
ち
自
治
体
が
、
様
々

な
方
法
に
よ
っ
て
生
活
に
必
要
な
道
路
や
上
水
道
シ
ス
テ

筆者プロフィール

原田�宗彦氏
（はらだ・むねひこ）

1954 年大阪生まれ。ペンシルバニア州立大学
博士課程修了。鹿屋体育大学助手を経て大阪体育
大学教授。フルブライト上級研究員（テキサス
A&M大学）を経て現在は早稲田大学スポーツ科
学学術院教授。役職として日本スポーツマネジメ
ント学会会長、（一社）日本スポーツツーリズム推
進機構代表理事、（公社）日本スポーツ健康産業
団体連合副会長、日本トライアスロン連合顧問、
Ｊリーグ参与等を務める。
主な著書は「スポーツ産業論第6版」（編著）「ス

ポーツマーケティング改訂版」（共著）「スポーツ・
ヘルスツーリズム」（編著）「スポーツ都市戦略」
（2016年度不動産協会賞受賞）など多数。

特�集
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ム
、
そ
し
て
公
園
や
緑
地
を
含
む
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
建
設

し
、
そ
れ
ら
を
住
民
の
生
活
の
質
的
向
上
に
用
い
る
た
め

に
社
会
資
本
と
し
て
蓄
積
す
る
こ
と
で
あ
る
。
今
の
日
本

に
必
要
と
さ
れ
る
の
は
、
生
活
を
豊
か
に
し
、
健
康
で
ア

ク
テ
ィ
ブ
な
生
活
の
実
現
を
可
能
に
す
る
、
社
会
資
本
と

し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
施
設

や
空
間
で
あ
る
。

・
消
費
を
誘
導
す
る
機
能

ス
ポ
ー
ツ
に
は
、
市
民
に
対
し
て
健
全
な
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
や
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
の
機
会
を
提
供
し
、

活
発
な
消
費
活
動
を
誘
導
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
経
済
を
活

性
化
す
る
機
能
が
あ
る
。
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム

ズ
の
よ
う
な
「
す
る
ス
ポ
ー
ツ
」
の
場
合
、
ス
ポ
ー
ツ
に

参
加
す
る
人
々
を
増
や
し
、
観
光
消
費
を
増
や
す
こ
と
に

よ
っ
て
地
域
に
経
済
的
な
恩
恵
を
も
た
ら
す
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。

・
地
域
の
連
帯
性
を
向
上
す
る
機
能

メ
ガ
・
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
参

加
や
観
戦
に
よ
っ
て
地
域
が
一
体
化
し
、
共
通
の
話
題
が

人
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
、
社
会
的
抑
鬱
の

解
放
と
社
会
的
交
流
が
活
発
に
な
る
と
い
う
利
点
が
あ

る
。
特
に
地
域
に
密
着
し
た
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
の
場
合
、
話

題
が
日
常
生
活
の
会
話
の
中
に
頻
繁
に
登
場
し
、
社
会
階

級
や
年
齢
、
そ
し
て
所
属
集
団
に
関
係
な
く
会
話
を
交
す

こ
と
の
で
き
る
、
時
と
場
所
を
選
ば
な
い
「
リ
ス
ク
・
フ

リ
ー
」
な
ト
ピ
ッ
ク
に
も
な
る
。
そ
れ
は
日
常
生
活
の
潤

滑
油
と
な
り
、
地
域
の
連
帯
感
の
高
揚
や
社
会
的
交
流
に

役
立
つ
。

・
都
市
の
イ
メ
ー
ジ
を
向
上
す
る
機
能

イ
メ
ー
ジ
と
は
、人
が
心
の
中
に
つ
く
る
心
象
で
あ
り
、

信
念
や
考
え
、
そ
し
て
印
象
が
す
べ
て
合
体
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
生
ま
れ
る
。
メ
ガ
・
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
場
合
、

開
催
都
市
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
単
な
る
地
理
的
な
場
所
の
イ

メ
ー
ジ
で
は
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
が
生
み
出
し
た
感
動
や
興

奮
、
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
な
祝
祭
経
験
と
と
も
に
人
々
の
心
の

中
に
定
着
す
る
。
世
界
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
が
集
う
ま
ち
の

様
子
は
、
友
好
的
な
地
元
の
人
々
の
笑
顔
と
と
も
に
、
ニ

ュ
ー
ス
番
組
と
し
て
世
界
に
発
信
さ
れ
る
。

メ
ガ
・
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
活
用
し
た

地
域
づ
く
り
：
東
大
阪
市
の
ケ
ー
ス

高
校
ラ
グ
ビ
ー
の
メ
ッ
カ「
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
」

が
あ
る
東
大
阪
市
で
は
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
２
０
１
９
に
向
け
て
地
域
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
同
市
で
は
、
今
回
の
大
会
開
催
を
契

機
に
、
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
推
進
す
る
東
大

阪
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
設
置
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
て
動
き
出
し
た
。
東
大
阪
市
に
よ

れ
ば
、
同
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
、「
地
域
事
業
者
や
地
元
関

係
団
体
と
一
緒
に
な
っ
て
地
域
経
済
の
活
性
化
と

地
域
へ
の
誇
り
や
愛
着
を
醸
成
す
る
『
住
ん
で
よ

し
、
訪
れ
て
よ
し
、
稼
い
で
よ
し
』
の
観
光
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
視
点
を
持
っ
た
観
光
地
域
づ
く
り
を

推
進
す
る
」こ
と
を
目
的
と
す
る
。
具
体
的
に
は
、

①
ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち
を
生
か
し
た「
ラ
グ
ビ
ー（
ス

ポ
ー
ツ
）」
観
光
の
推
進
②
モ
ノ
づ
く
り
の
ま
ち

を
生
か
し
た
「
体
験
型
」
観
光
の
推
進
③
文
化
資

源
や
商
店
街
等
を
生
か
し
た
「
文
化
・
下
町
」
観

光
の
推
進
、
の
３
つ
を
実
施
し
、
特
に
①
に
つ
い

て
は
、
ラ
グ
ビ
ー
文
化
（
ア
フ
タ
ー
マ
ッ
チ
フ
ァ

ン
ク
シ
ョ
ン
）
を
ま
ち
ぐ
る
み
で
推
進
す
る
こ
と

を
目
指
し
、
市
内
飲
食
事
業
者
店
舗
に
誘
導
す
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
行
っ
て
い
る
。

東
大
阪
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
展
開
す
る
ス
ポ
ー
ツ
ま
ち
づ
く
り
の

戦
略
は
、
図
１
に
示
す
通
り
で
、
戦
略
的
展
開
、
付
加
価

値
の
創
出
、
そ
し
て
収
益
の
拡
大
が
３
つ
の
柱
に
な
っ
て

い
る
。
ラ
グ
ビ
ー
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
化
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
の

誘
致
、
そ
し
て
大
学
ス
ポ
ー
ツ
と
の
連
携
が
視
野
に
入
っ

て
い
る
。
付
加
価
値
創
出
で
は
、
モ
ノ
づ
く
り
で
知
ら
れ

る
東
大
阪
市
の
競
争
優
位
性
を
活
用
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
づ
く
り
や
、
車
椅

図１　スポーツまちづくりの戦略と付加価値創造と収益化の構造

（清水洋一郎「東大阪版 DMO 東大阪ツーリズム振興機構」発表資料、スポーツツーリズムカンファレンス、
2017 年 11 月 10 日、日本財団ビルより引用）
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子
ス
ポ
ー
ツ
産
業
の
育
成
に
取
り
組
む
予
定
で
あ
る
。
さ

ら
に
収
益
化
に
つ
い
て
は
、
花
園
公
園
全
体
を
視
野
に
入

れ
た
パ
ー
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
鉄
道
沿
線
全
体
の
賑
わ
い

づ
く
り
、
そ
し
て
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
に
よ
る
集

客
効
果
を
狙
う
な
ど
、
長
期
的
な
視
点
を
持
っ
た
取
り
組

み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

メ
ガ
・
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が

地
域
に
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
に
つ
い
て

メ
ガ
・
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
地
域
に
も
た
ら
す
イ
ン

パ
ク
ト
を
可
視
的
に
把
握
す
る
方
法
が
経
済
効
果
で
あ
り
、

数
字
で
示
さ
れ
る
だ
け
に
わ
か
り
易
く
説
得
力
が
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
参
加
者
１
人
あ
た
り
の
消
費
額
は
推
計

で
あ
り
、
多
分
に
期
待
を
込
め
た
額
に
落
ち
着
く
こ
と
が

多
い
。
ま
た
産
業
連
関
分
析
に
よ
っ
て
測
定
さ
れ
る
「
施

設
建
設
か
ら
生
じ
る
経
済
効
果
」
は
継
続
期
間
が
数
年
程

度
の
短
期
的
な
現
象
で
、
そ
の
範
囲
も
、
物
財
と
金
の
交

換
が
行
わ
れ
る
建
設
関
連
の
産
業
領
域
内
に
と
ど
ま
る
。

そ
の
一
方
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
都
市
に
も
た
ら
す

イ
ン
パ
ク
ト
は
複
合
的
で
あ
り
、
経
済
的
な
効
果
だ
け
で

な
く
、
社
会
的
、
心
理
的
、
文
化
的
、
政
治
的
と
い
っ
た

さ
ま
ざ
ま
な
側
面
か
ら
の
プ
ラ
ス
の
波
及
効
果
が
期
待
さ

れ
る
。
た
だ
物
事
に
は
両
面
が
あ
り
、
プ
ラ
ス
の
光

の
部
分
に
は
、
マ
イ
ナ
ス
面
の
影
が
寄
り
添
う
こ
と

も
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。

表
１
に
示
し
た
の
は
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
都

市
に
与
え
る
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
の
イ
ン
パ
ク
ト

を
、「
経
済
的
」「
観
光
・
商
業
的
」「
物
理
的
・
環

境
的
」「
社
会
的
・
文
化
的
」「
心
理
的
」「
政
治
的
・

行
政
的
」
と
い
っ
た
６
つ
の
視
点
か
ら
指
摘
し
た
も

の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
経
済
的
側
面
で
は
、
消
費
活

動
の
活
発
化
や
雇
用
創
出
と
い
っ
た
プ
ラ
ス
面
が
あ

る
半
面
、
不
動
産
投
機
の
発
生
や
、
入
場
者
不
足
に

よ
る
赤
字
計
上
と
い
っ
た
マ
イ
ナ
ス
面
の
影
響
が
あ

る
。
例
え
ば
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１

９
の
よ
う
に
、
収
入
が
チ
ケ
ッ
ト
売
り
上
げ
に
限
定

さ
れ
て
い
る
場
合
、
入
場
者
数
の
不
足
が
そ
の
ま
ま

赤
字
に
直
結
す
る
危
険
性
を
孕
ん
で
い
る
。
さ
ら
に

心
理
的
側
面
に
お
い
て
は
、
地
域
の
誇
り
や
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
の
高
ま
り
、
そ
し
て
偏
狭
な
地
域
意
識

の
解
放
と
い
っ
た
プ
ラ
ス
面
が
期
待
さ
れ
る
と
と
も

に
、
地
元
の
態
度
の
保
守
化
や
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ

ク
、
そ
し
て
地
元
住
民
と
観
光
客
の
間
に
生
じ
る
誤
解
と

対
立
と
い
っ
た
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
面
が
存
在
す
る
。

表
１
に
整
理
さ
れ
た
項
目
は
、
都
市
が
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
を
誘
致
す
る
際
、
そ
の
是
非
を
問
う
上
で
の
判
断
基

準
や
評
価
基
準
を
与
え
て
く
れ
る
。
地
域
と
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
の
関
わ
り
を
考
え
て
い
く
上
で
重
要
な
こ
と
は
、

イ
ベ
ン
ト
が
（
一
過
性
の
）
経
済
効
果
を
ど
の
程
度
地
域

に
も
た
ら
し
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
イ
ベ
ン
ト
が
残

し
た
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ガ
シ
ー
（
遺
産
）
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

影
響
に
転
化
す
る
試
み
で
あ
り
、
そ
れ
を
有
用
な
財
産
と

し
て
蓄
積
し
有
効
活
用
す
る
と
い
う
、
イ
ベ
ン
ト
後
に
か

か
わ
る
戦
略
で
あ
る
。
特
に
メ
ガ
・
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

で
は
、
短
期
集
中
的
な
経
済
効
果
に
目
が
行
き
が
ち
で
あ

る
が
、
長
期
に
わ
た
る
地
域
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
い
う

視
点
に
立
て
ば
、イ
ベ
ン
ト
の
遺
産
活
用
が
重
要
と
な
る
。

す
な
わ
ち
、
イ
ベ
ン
ト
が
地
域
を
去
っ
た
後
も
イ
ベ
ン
ト

の
「
余
熱
」
を
維
持
し
、
イ
ベ
ン
ト
の
レ
ガ
シ
ー
を
地
域

の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
生
か
す
と
い
う
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ

ン
が
不
可
欠
で
あ
る
。

注
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b324614cefa4/R
ugby_W

orld_Cup_-_Post_event_Final_
R
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）
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京
都
オ
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ッ
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ラ
リ
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ピ
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準
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ツ
イ
ベ
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新
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０
０
２
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表１　メガ・スポーツイベントが地域に与えるインパクト

（原田宗彦、2002 年、p.₆₄ に加筆修正）
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特�集
釜
石
と
大
漁
旗

釜
石
市
は
、
岩
手
県
の
南
東
部
、
三
陸
復
興
国
立
公
園

の
中
心
に
位
置
し
、
88
％
が
山
地
の
北
太
平
洋
を
の
ぞ
む

リ
ア
ス
式
海
岸
の
港
町
、
自
然
に
恵
ま
れ
た
魚
の
街
、
近

代
製
鉄
発
祥
の
鉄
の
街
、
そ
し
て
ラ
グ
ビ
ー
の
街
で
す
。

１
９
６
０
年
代
の
10
万
人
近
い
人
口
が
、
産
業
構
造
の

転
換
な
ど
に
よ
り
減
少
。
さ
ら
に
、
東
日
本
大
震
災
の
影

響
な
ど
も
あ
り
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。
２
０
１
８

年
４
月
現
在
で
、
人
口
３
万
４
２
０
２
人
で
４
割
は
65
歳

以
上
で
す
。
面
積
４
４
１
・
４
平
方
㌔
は
横
浜
市
と
ほ
ぼ

同
じ
で
人
口
は
１
０
０
分
の
１
で
す
が
、
そ
れ
で
も
釜
石

市
は
、横
浜
市
と
一
緒
に
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ（
Ｒ

Ｗ
Ｃ
）
２
０
１
９
の
開
催
地
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
釜

石
が
ラ
グ
ビ
ー
の
街
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

ラ
グ
ビ
ー
の
街
と
し
て
広
く
知
ら
れ
た
の
は
、
１
９
８
０

年
代
に
新
日
鐵
釜
石
ラ
グ
ビ
ー
部
が
前
人
未
踏
の
７
連
覇

◆◆◆

を
遂
げ
た
か
ら
で
す
。
そ
の
圧
倒
的
な
強
さ
か
ら
、
チ
ー

ム
は
「
北
の
鉄
人
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の

選
手
は
東
北
・
北
海
道
の
高
卒
無
名
選
手
で
、
鍛
え
上
げ

て
都
会
の
エ
リ
ー
ト
チ
ー
ム
を
撃
破
し
て
い
き
ま
し
た
。

連
覇
当
時
、日
本
選
手
権
が
行
わ
れ
る
国
立
競
技
場
は
、

大
漁
旗
が
何
十
本
も
振
ら
れ
ま
す
。
富
来
旗（
フ
ラ
イ
キ
）

と
も
称
さ
れ
る
大
漁
旗
応
援
は
、
今
で
も
釜
石
ラ
グ
ビ
ー

名
物
の
応
援
ス
タ
イ
ル
で
す
。

ラ
グ
ビ
ー
カ
フ
ェ
を
旗
頭
に

全
盛
を
極
め
た
釜
石
ラ
グ
ビ
ー
で
し
た
が
、
連
覇
後
の

戦
績
は
低
迷
し
、
２
０
０
１
年
、
地
域
ク
ラ
ブ
の
釜
石
シ

ー
ウ
ェ
イ
ブ
ス
Ｒ
Ｆ
Ｃ
と
し
て
再
出
発
し
ま
し
た
。
上
位

リ
ー
グ
へ
の
昇
格
を
目
指
し
設
立
10
周
年
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
た
矢
先
の
２
０
１
１
年
３
月
11
日
、
東
日
本
大
震

災
に
よ
る
津
波
が
釜
石
市
を
襲
い
ま
し
た
。

死
者
行
方
不
明
者
は
１
０
０
０
人
を
超
え
、
30
％
の
家

◆◆◆

屋
が
倒
壊
。
そ
ん
な
と
き
人
々
に
希
望
を
与
え
た
の
は
ラ

グ
ビ
ー
で
し
た
。
外
国
人
を
含
め
た
ラ
グ
ビ
ー
選
手
た
ち

が
復
旧
活
動
に
励
み
、
周
り
を
明
る
く
し
た
た
め
、
多
く

の
市
民
が
、
釜
石
は
ラ
グ
ビ
ー
の
街
だ
と
思
い
出
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
国
内
外
の
ラ
グ
ビ
ー
関
係
者
が
支
援
の
手
を

差
し
伸
べ
、
Ｒ
Ｗ
Ｃ
２
０
１
９
釜
石
誘
致
を
後
押
し
し
て

く
れ
ま
し
た
。

市
民
の
中
で
、
地
元
チ
ー
ム
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
、
震
災

後
に
釜
石
で
生
活
を
始
め
た
若
者
ら
が
大
会
誘
致
に
乗
り

出
し
ま
し
た
。誘
致
ロ
ゴ
や
旗
を
つ
く
っ
て
道
路
に
掲
げ
、

パ
ン
フ
や
Ｐ
Ｖ
を
つ
く
り
、
さ
ら
に
ス
タ
ジ
ア
ム
予
定
地

近
く
の
プ
レ
ハ
ブ
「
絆
ハ
ウ
ス
鵜
住
居
」
の
一
室
で
情
報

発
信
基
地
「
ラ
グ
ビ
ー
カ
フ
ェ
鵜
住
居
」
を
始
め
ま
し
た
。

や
が
て
、
Ｒ
Ｗ
Ｃ
２
０
１
９
釜
石
誘
致
の
拠
点
が
で
き

た
こ
と
を
聞
い
た
全
国
の
ラ
グ
ビ
ー
フ
ァ
ン
が
、
レ
ア
ジ

岩
手
県
釜
石
市

―
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９

�

開
催
を
通
じ
て
復
興
を
―

釜
石
は
ラ
グ
ビ
ー
の
街

富来旗

世
界
的
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と

地
域
づ
く
り

増
田
　
久
士

釜
石
市
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
推
進
本
部
事
務
局
主
幹

釜
石
鵜
住
居
復
興
ス
タ
ジ
ア
ム
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
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ャ
ー
ジ
や
グ
ッ
ズ
を
送
り
、
海
外
代
表
選
手
な
ど
著
名
人

も
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

２
０
１
５
年
３
月
に
、
Ｒ
Ｗ
Ｃ
２
０
１
９
釜
石
開
催
が

決
定
し
た
と
き
、
プ
レ
ハ
ブ
は
取
り
壊
さ
れ
て
宝
来
館
と

い
う
復
興
の
象
徴
的
な
旅
館
に
一
時
展
示
さ
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
年
の
10
月
に
釜
石
駅
近
く
の
商
業
施
設
シ
ー
プ

ラ
ザ
釜
石
に
移
設
さ
れ
、
市
の
機
運
醸
成
事
業
の
一
環
と

し
て
官
民
連
携
で
運
営
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ラ
グ
ビ
ー
カ
フ
ェ
は
、
２
０
１
４
年
の
プ
レ
ハ
ブ
時
代

は
地
域
の
小
学
生
、
町
内
会
の
方
々
を
招
い
て
の
ミ
ニ
イ

ベ
ン
ト
、
屋
外
映
画
会
な
ど
を
開
催
し
て
延
べ
２
０
０
人

の
来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。

シ
ー
プ
ラ
ザ
釜
石
に
移
転
後
、
ミ
ニ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
な
が
ら
、
出
張
ラ
グ
ビ
ー
カ
フ
ェ
と
い
う
形
式
で
展
示

物
を
持
参
し
て
よ
り
広
い
会
場
で
Ｒ
Ｗ
Ｃ
２
０
１
９
開
催

機
運
を
高
め
て
き
ま
し
た
。

２
０
１
６
年
は
Ｒ
Ｗ
Ｃ
２
０
１
５
優
勝
メ
ン
バ
ー
の
元

オ
ー
ル
ブ
ラ
ッ
ク
ス
（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
代
表
）
の
ダ

ン
・
カ
ー
タ
ー
選
手
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
ス
タ
ジ

ア
ム
建
設
予
定
地
で
開
催
す
る
な
ど
、
計
15
回
の
イ
ベ
ン

ト
で
延
べ
１
２
０
０
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

２
０
１
７
年
に
は
同
じ
く
元
オ
ー
ル
ブ
ラ
ッ
ク
ス
の
主

将
と
し
て
Ｒ
Ｗ
Ｃ
２
０
１
１
、
２
０
１
５
と
連
続
優
勝
を

経
験
し
た
リ
ッ
チ
ー
・
マ
コ
ウ
選
手
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
は
じ
め
、
元
釜
石
シ
ー
ウ
ェ
イ
ブ
ス
に
在
籍
し
た
選

手
を
招
い
た
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
年
間
通
じ
て
計
35
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
延
べ
４

５
０
０
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
初
歩
的
な
英
会
話
教
室
の
定
期
的
開
催
や
、
２

０
１
６
年
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通
訳
リ
ー
ダ
ー
ズ
研
修
を
実

施
し
、
そ
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
と
と
も
に
飲
食
店
、
ホ
テ
ル
、

郵
便
局
、
ス
ー
パ
ー
、
コ
ン
ビ
ニ
、
酒
蔵
を
対
象
に
、
お

も
て
な
し
英
会
話
教
室
を
展
開
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
市

民
は
延
べ
４
０
０
人
に
な
り
ま
す
。

ま
ず
は
外
国
人
に
慣
れ
る
た
め
の
文
化
交
流
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
習
字
や
三
味
線
、
団
子
づ
く
り
を
外
国
人
と
一

緒
に
や
る
講
座
を
３
回
開
催
。
延
べ
１
５
０
人
の
地
域
の

年
配
者
が
参
加
し
ま
し
た
。
相
手
の
願
い
が
わ
か
れ
ば
な

ん
と
か
な
る
も
の
と
、
気
負
わ
ず
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

Ｒ
Ｗ
Ｃ
２
０
１
９
に
向
か
っ
て

オ
ー
プ
ン
シ
テ
ィ
へ

震
災
後
、
釜
石
市
は
将
来
の
希
望
を
つ
く
る
た
め
Ｒ
Ｗ

Ｃ
２
０
１
９
誘
致
を
行
い
ま
し
た
。
た
だ
し
、
人
口
減
は
将

来
ま
で
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
釜
石
で

活
動
す
る
市
民
と
市
外
か
ら
釜
石
を
応
援
す
る
サ
ポ
ー
タ

ー
を
つ
な
ぎ
、
相
互
交
流
し
て
情
報
発
信
を
行
い
、
新
た

な
市
民
活
動
や
事
業
を
育

ん
で
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
人
数

増
を
目
指
す
取
り
組
み
、

オ
ー
プ
ン
シ
テ
ィ
戦
略
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

そ
の
中
の
Ｍｅ
ｅ
ｔｕｐ�

Ｋａ
ｍ
ａ
ｉｓ
ｈ
ｉ
と
い
う

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ラ
グ
ビ

ー
イ
ベ
ン
ト
と
同
時
開
催

で
、
来
訪
者
が
釜
石
の
魅

力
を
体
験
で
き
ま
す
。
ホ

ス
ト
役
の
市
民
が
、
釜
石

の
人
や
歴
史
、
文
化
、
食

を
体
験
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ

◆◆◆

ム
を
提
供
し
ま
す
。

２
０
１
６
年
は�

20
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
２
６
０
人
参
加
、
２

０
１
７
年
は
、
春
と
秋
に
２
回
開
催
。
そ
れ
ぞ
れ
21
～
28

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
各
３
０
０
人
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
２
０

１
８
年
は
、
い
よ
い
よ
Ｒ
Ｗ
Ｃ
２
０
１
９
開
催
会
場
と
な

る
釜
石
鵜
住
居
復
興
ス
タ
ジ
ア
ム
が
完
成
し
、
そ
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
に
併
せ
て
８
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
開
催
さ

れ
89
人
が
参
加
。
牡
蠣
の
殻
む
き
、
ト
ロ
ッ
コ
で
鉱
山
探

索
、
製
鉄
工
場
見
学
、
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
、
レ
ス
キ
ュ
ー
ボ

ー
ト
、
キ
ャ
ン
ド
ル
づ
く
り
、
ス
タ
ジ
ア
ム
体
験
な
ど
、

地
元
の
人
々
が
創
意
工
夫
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
ゲ
ス
ト
の

皆
さ
ん
は
満
足
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

釜
石
市
は
、
オ
ー
プ
ン
シ
テ
ィ
戦
略
で
未
来
の
希
望
を

創
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
Ｒ
Ｗ
Ｃ
２
０
１
９
開
催
を

通
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
の
力
に
よ
る
地
域
の
創
生
に
挑
み
、
復

興
を
達
成
し
、
世
界
中
の
支
援
に
感
謝
を
表
明
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

釜石鵜住居復興スタジアム

2011 年、2015 年のラグビーワールドカップ連続優勝のオールブラッ
クス（NZ 代表）SO 司令塔のダン・カーター（左）と、2 大会キャプ
テンのリッチー・マコウ（右）がチャリティーイベントで釜石を訪れる
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特�集
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク�

教
育
実
施
方
針
」

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
大
会
で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
３
競
技
（
レ
ス
リ
ン
グ
、
フ

ェ
ン
シ
ン
グ
、
テ
コ
ン
ド
ー
）、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
４
競

技
（
車
い
す
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
、
テ
コ
ン
ド
ー
、
ゴ
ー
ル
ボ

ー
ル
、
シ
ッ
テ
ィ
ン
グ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）
が
千
葉
市
の
幕

張
メ
ッ
セ
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
千
葉
市
の
子
ど
も

た
ち
の
人
生
に
と
っ
て
ま
た
と
な
い
重
要
な
機
会
と
捉

え
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
教
育
（「
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
学

び
」「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
通
じ
た
学

び
」）
を
強
力
に
進
め
る
こ
と
と
し
、
具
体
的
な
事
業
計

画
を
示
し
た
「
千
葉
市
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
教
育
実
施
方
針
」（
千
葉
市
オ
リ
パ
ラ
教
育
実
施
方
針
）

◆◆◆

を
策
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
特
に
千
葉
市
は
、
車
い
す
ス
ポ
ー
ツ
を
は
じ
め

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
大
会
が
頻
繁
に
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
パ

ラ
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
パ
ラ
ス

ポ
ー
ツ
に
関
す
る
事
業
を
重
点
的
に
展
開
す
る
中
で
オ
リ

パ
ラ
教
育
の
狙
い
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

以
下
の
３
点
が
千
葉
市
オ
リ
パ
ラ
教
育
を
通
じ
て
目
指

す
べ
き
人
間
像
で
す
。

・
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
知
・
徳
・
体
の
調
和
が
と
れ
た
人

・
多
様
性
を
尊
重
し
、
共
生
社
会
実
現
に
貢
献
で
き
る
人

・
自
ら
学
び
行
動
で
き
る
国
際
感
覚
を
備
え
た
人

体
育
・
保
健
体
育
の
授
業
で�

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
を
実
施

子
ど
も
た
ち
が
よ
り
ス
ポ
ー
ツ
を
好
き
に
な
り
、
生
涯

に
わ
た
っ
て
運
動
に
親
し
む
資
質
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も

◆◆◆

に
、
ス
ポ
ー
ツ
の
多
様
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
東
京

２
０
２
０
大
会
へ
の
関
心
を
高
め
る
た
め
、
パ
ラ
ス
ポ
ー

ツ
を
小
・
中
学
校
の
体
育
・
保
健
体
育
の
授
業
で
実
施
し

て
い
ま
す
。

平
成
29
年
度
、
モ
デ
ル
校
（
小
学
校
７
校
、
中
学
校
７

校
）
に
お
い
て
体
育
・
保
健
体
育
の
授
業
で
、
パ
ラ
ス
ポ

ー
ツ
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
実
践
を
通
し
て
、
運
動

が
苦
手
な
子
も
楽
し
み
な
が
ら
活
動
す
る
姿
が
多
く
見
ら

れ
、
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
意
欲
も
高
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
モ
デ
ル
校
の
実
践
を
報
告
集
に
ま
と
め
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
そ
の
報
告
集
な
ど
の
内
容
を
も
と
に
、
市

立
全
小
中
学
校
（
全
小
学
校
１
１
１
校
、全
中
学
校
55
校
）

に
お
い
て
、
体
育
・
保
健
体
育
の
授
業
で
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ

を
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
小
学
校
で
は
、
ゴ
ー
ル

ボ
ー
ル
ま
た
は
シ
ッ
テ
ィ
ン
グ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
、
中
学

校
で
は
、
シ
ッ
テ
ィ
ン
グ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
及
び
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関
す
る
内
容
の
体
育
理
論
を

行
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
先
生
方
が
や
っ
て
み
よ
う
！

平
成
29
年
度
は
、
日
本
ゴ
ー
ル
ボ
ー
ル
協
会
、
日
本
パ

ラ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
の
方
々
を
講
師
に
招
き
、
実
際
の

競
技
に
つ
い
て
体
験
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。今
年
度
は
、

昨
年
度
モ
デ
ル
校
で
授
業
を
実
践
し
た
先
生
方
が
、
授
業

に
生
か
せ
る
実
技
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
し
た
先
生

方
か
ら
は
、「
ル
ー
ル
を
工
夫
す
る
こ
と
で
楽
し
め
た
」「
障

害
を
も
っ
た
方
も
含
め
い
ろ
い
ろ
な
方
と
楽
し
め
る
ス
ポ

ー
ツ
と
感
じ
た
」「
子
ど
も
た
ち
に
も
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の

楽
し
さ
を
伝
え
た
い
」
と
い
う
前
向
き
な
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

◆◆◆

千
葉
県
千
葉
市

―
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
機
に

�
多
様
性
に
対
応
し
た
共
生
社
会
を
目
指
し
て
―

奈
良
　
容
平

千
葉
市
教
育
委
員
会
保
健
体
育
課　

指
導
主
事

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た

�

「
ひ
と
づ
く
り
」「
ま
ち
づ
く
り
」

世
界
的
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と

地
域
づ
く
り
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特�集

活
動
の
実
際

○
シ
ッ
テ
ィ
ン
グ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

シ
ッ
テ
ィ
ン
グ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
、
小
学
校
高
学
年
、

中
学
校
で
行
っ
て
い
ま
す
。
実
際
に
座
っ
て
活
動
し
て
み

る
と
、
初
め
は
体
が
思
う
よ
う
に
動
か
せ
ず
ラ
リ
ー
が
な

か
な
か
続
き
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
体
験
が
終
わ
っ
て
し
ま
っ

て
は
、
シ
ッ
テ
ィ
ン
グ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
「
難
し
い
ス
ポ

ー
ツ
」「
健
常
者
の
自
分
た
ち
に
は
関
係
の
な
い
ス
ポ
ー

ツ
」
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
、
今
も
っ
て

い
る
力
で
楽
し
め
る
よ
う
に
子
ど
も
た
ち
と
考
え
て
ル
ー

ル
を
工
夫
し
ま
す
。
コ
ー
ト
を
も
っ
と
狭
く
し
た
り
、
ボ

ー
ル
を
軽
く
し
た
り
、
途
中
で
キ
ャ
ッ
チ
を
あ
り
に
し
た

り
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
ル
ー
ル
を
工
夫
す
る
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
は
ラ
リ
ー
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

運
動
の
苦
手
な
子
ど
も
も
、
自
分
の
目
の
前
に
来
た
ボ
ー

ル
を
上
に
は
じ
い
た
り
、
キ
ャ
ッ
チ
し
た
り
す
る
こ
と
で

◆◆◆

ラ
リ
ー
に
参
加
し
、
積
極
的
に
活
動
す
る
姿
に
変
わ
っ
て

い
き
ま
し
た
。
３
時
間
程
の
実
践
を
通
し
て
、
子
ど
も
た

ち
は
、「
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
は
障
害
者
の
ス
ポ
ー
ツ
だ
と
思

っ
て
い
た
け
ど
、
障
害
が
あ
っ
て
も
な
く
て
も
楽
し
め
る

ス
ポ
ー
ツ
だ
と
思
い
ま
し
た
」「
座
っ
て
い
る
と
ボ
ー
ル

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
出
場
し
て
い
た
選
手
が
手
を
使
っ
て
素
早
く
移
動
し

て
い
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

シ
ッ
テ
ィ
ン
グ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
見
て
み
た
い
と
思
い
ま

し
た
」
な
ど
の
感
想
を
持
ち
、パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
興
味
・

関
心
を
高
め
ま
し
た
。

○
ゴ
ー
ル
ボ
ー
ル

ゴ
ー
ル
ボ
ー
ル
は
、
小
学
校
の
低
学
年
、
中
学
年
で
実

践
し
て
い
ま
す
。
普
段
と
は
違
う
「
目
隠
し
を
し
て
の
活

動
」
で
、
全
身
の
感
覚
を
研
ぎ
澄
ま
し
、
転
が
っ
て
く
る

鈴
入
り
の
ボ
ー
ル
に
と
び
つ
い
て
い
ま
し
た
。
目
隠
し
を

す
る
の
で
、
自
分
が
転
が
し
た
ボ
ー
ル
が
ゴ
ー
ル
に
入
っ

た
か
ど
う
か
、
今
何
対
何
な
の
か
な
ど
、
審
判
や
サ
ポ
ー

タ
ー
の
役
割
が
と
て
も
大
切
に
な
り
ま
す
。
パ
ラ
ス
ポ
ー

ツ
な
ら
で
は
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
い
う
役
割
の
必
要
性
や
重

要
性
を
感
じ
な
が
ら
学
習
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
人
を

支
え
る
楽
し
さ
、
支
え
て
も
ら
っ
た
時
の
安
心
感
や
感
謝

の
気
持
ち
に
気
付
き
、「
す
る
、
み
る
、
支
え
る
、
知
る
」

の
ス
ポ
ー
ツ
と
の
多
様
な
関
わ
り
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
盛
ん
な
ま
ち
へ

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
実
践
を
行
っ
た
学
校
で
は
、
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
中
に
は
、
休
み
時
間
に

気
軽
に
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
よ
う
に
な
っ
た
学
校
も

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
ス
ポ
ー
ツ

の
多
様
性
を
知
り
、
共
に
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
の
大
切
さ

や
楽
し
さ
を
実
感
し
た
か
ら
で
す
。
こ
の
よ
う
な
学
習
を

２
０
２
０
年
以
降
も
継
続
す
る
こ
と
で
、
多
様
性
を
尊
重

し
、
共
生
社
会
実
現
に
貢
献
で
き
る
人
が
育
ま
れ
て
い
く

と
感
じ
て
い
ま
す
。

千
葉
市
で
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
契
機
と
し
た
「
ま
ち
づ
く
り
」「
ひ

と
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
の
魅
力
を
感
じ
る
機
会
や
「
お
も
て
な
し

力
」、
都
市
の
魅
力
な
ど
の
充
実
と
と
も
に
車

い
す
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
な
土
壌
を
活
か
し
、
障

害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
共
に
交
流
で
き
、
誰

も
が
積
極
的
に
社
会
参
加
・
貢
献
で
き
る
共
生

社
会
の
形
成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
、
こ

の
機
会
に
創
出
し
た
様
々
な
都
市
の
財
産
と
し

て
の
「
レ
ガ
シ
ー
」
を
未
来
に
引
き
継
い
で
い

き
ま
す
。

◆◆◆
教員対象実技研修（ゴールボール）

小学校：ゴールボール

中学校：シッティングバレーボール
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特�集
関
西
大
会
の
概
要

ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
（
以
下
「
Ｗ
Ｍ
Ｇ
」）

を
御
存
知
で
し
ょ
う
か
？
Ｗ
Ｍ
Ｇ
は
ス
イ
ス
に
本
部
を
置

く
国
際
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
協
会
（
Ｉ
Ｍ
Ｇ
Ａ
）
が
主

宰
し
、
30
歳
以
上
で
あ
れ
ば
誰
で
も
参
加
で
き
る
世
界
最

大
級
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
国
際
総
合
競
技
大
会
で
す
。
１

９
８
５
年
に
カ
ナ
ダ
・
ト
ロ
ン
ト
で
第
１
回
大
会
が
開
催

さ
れ
、
そ
の
後
４
年
ご
と
に
デ
ン
マ
ー
ク
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
都
市
で
開
催
、
延
べ
17
万
人
の

ス
ポ
ー
ツ
愛
好
家
が
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

２
０
２
１
年
、
こ
の
大
会
が
初
め
て
日
本
に
や
っ
て
き

ま
す
。
第
10
回
の
記
念
大
会
と
な
る
「
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ

ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
２
０
２
１
関
西
」（
以
下
「
大
会
」）
は
、

５
月
14
日
（
金
）
～
30
日
（
日
）
の
17
日
間
、
関
西
広
域

◆◆◆

連
合
を
構
成
す
る
２
府
６
県
４
政
令
市
（
滋
賀
県
、
京
都

府
、
大
阪
府
、
兵
庫
県
、
奈
良
県
、
和
歌
山
県
、
鳥
取
県
、

徳
島
県
、
京
都
市
、
大
阪
市
、
堺
市
、
神
戸
市
）
と
同
連

合
と
連
携
す
る
福
井
県
を
加
え
た
地
域
を
舞
台
に
、
35
競

技
・
59
種
目
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
参
加
者
は
国
内
各

地
か
ら
の
３
万
人
に
加
え
、
世
界
１
５
０
の
国
と
地
域
か

ら
２
万
人
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
総
勢
５
万
人
の

参
加
者
数
は
、
Ｗ
Ｍ
Ｇ
史
上
最
大
規
模
で
あ
り
、
特
に
、

海
外
か
ら
の
参
加
者
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
だ
け
で
な

く
、
日
本
各
地
の
観
光
も
大
き
な
参
加
動
機
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
家
族
や
友
人
を
帯
同
す
る
こ
と
が
多
く
、
規
模
は

さ
ら
に
大
き
く
な
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

昨
年
８
月
、
大
会
開
催
に
か
か
る
経
済
波
及
効
果
は
１

４
６
１
億
円
と
算
出
し
公
表
し
ま
し
た
。
こ
の
額
は
５
万

人
を
超
え
る
参
加
者
の
移
動
、
宿
泊
、
飲
食
、
観
光
、
買

物
な
ど
で
も
た
ら
さ
れ
る
と
見
込
ん
で
お
り
、
地
域
経
済

の
活
性
化
に
も
寄
与
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
、
２
０
１
９
年
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
、
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
、
そ
し
て
２
０
２
１
年
の
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ

ー
ム
ズ
２
０
２
１
関
西
と
、
３
年
連
続
し
て
ス
ポ
ー
ツ
の

ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
先
の
２
大
会
が
世

界
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
に
よ
る
競
技
大
会
な
ら
、
Ｗ
Ｍ

Ｇ
は
30
歳
以
上
の
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
家
が
出
場
す
る
オ
ー
プ

ン
な
大
会
で
す
。
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
競
技
を
「
み
る
」
こ

と
で
高
ま
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
熱
を
Ｗ
Ｍ
Ｇ
の
自
ら
「
す
る
」

ス
ポ
ー
ツ
へ
と
繋
い
で
、
国
が
目
標
と
す
る
「
ス
ポ
ー
ツ

で
元
気
な
社
会
の
実
現
」
を
関
西
か
ら
全
国
へ
と
後
押
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

レ
ガ
シ
ー
創
出
に
向
け
た
取
り
組
み

組
織
委
員
会
で
は
、
大
会
を
一
過
性
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会

に
留
め
る
こ
と
な
く
、
大
会
を
通
じ
て
次
世
代
に
様
々
な

成
果
を
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
遺
す
た
め
、
昨
年
４
月
に
「
レ

ガ
シ
ー
基
本
構
想
」を
策
定
し
ま
し
た
。
基
本
構
想
で
は
、

テ
ー
マ
を
「
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
・
生
き
が
い
」「
地
域
・

環
境
・
社
会
」「
観
光
・
産
業
・
文
化
」「
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ
・

ア
ジ
ア
・
世
界
観
」「
教
育
・
科
学
・
次
世
代
」
と
５
つ

に
分
け
、
大
会
が
色
々
な
可
能
性
を
持
つ
こ
と
を
謳
っ
て

い
ま
す
。

（https://w
w
w
.w
m
g2021.jp/upload_file/2018032�

0113352471759876.pdf

）

競
技
開
催
地
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
企
業
や
団
体
、
個

人
に
至
る
あ
ら
ゆ
る
人
達
が
大
会
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、
全
国
各
地
域
に
根
差
し
た
ロ
ー
カ
ル
レ
ガ
シ
ー

の
創
出
、
中
で
も
大
会
を
通
じ
て
地
域
が
活
性
化
す
る
こ

◆◆◆

関
西
広
域

―
関
西
で
日
本
初
の

�
「
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
大
会
」
―

誰
で
も
参
加
で
き
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の

�

世
界
大
会
で
地
域
を
活
性
化

世
界
的
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と

地
域
づ
く
り

河
谷
　
秀
子

（
公
財
）
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
２
０
２
１

関
西
組
織
委
員
会
企
画
調
整
部
部
長
補
佐
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特�集

と
を
大
き
な
目
標
の
一
つ
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
基
本
構
想
の
具
現
化
と
大
会
機
運
を
盛
り
上
げ
る

た
め
に
、
大
会
３
年
前
と
な
る
今
年
５
月
に
は
、
地
域
の

様
々
な
組
織
や
団
体
の
大
会
参
画
を
募
る
「
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ａ

Ｇ
Ｕ（
つ
な
ぐ
）プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
各
地
の
色
々
な
取
り
組
み
や
活
動

を
登
録
し
て
も
ら
い
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
ロ
ゴ
マ
ー
ク
や

大
会
マ
ス
コ
ッ
ト
「
ス
フ
ラ
」
の
イ
ラ
ス
ト
を
大
い
に
使

っ
て
も
ら
っ
て
一
緒
に
大
会
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
こ
う
と

い
う
も
の
で
す
。（https://w

w
w
.w
m
g2021.jp/tng/

）

登
録
第
１
号
は
、「
車
椅
子
ル
ー
ト
マ
ッ
プ
活
動
チ
ー
ム
」

が
取
り
組
む
、
神
戸
市
営
地
下
鉄
26
駅
を
中
心
に
半
径
５

０
０
㍍
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
車
椅
子
や
ベ
ビ
ー
カ
ー
利

用
者
に
優
し
い
、
目
的
地
ま
で
の
推
奨
ル
ー
ト
を
探
す
活

動
で
す
。
こ
の
活
動
結
果
は
、
駅
ご
と
に
製
作
さ
れ
る
オ

リ
ジ
ナ
ル
マ
ッ
プ
上
に
、
わ
か
り
易
い
写
真
や
コ
メ
ン
ト

付
き
で
Ｗ
Ｅ
Ｂ
表
示
が

さ
れ
る
も
の
で
、
今
後

は
、
競
技
会
場
に
お
い

て
も
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
と
期
待
し
て

い
ま
す
。

Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｕ
プ
ロ
グ
ラ
ム
推
進
事
業
で

地
域
を
活
性
化

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
始
め
る
に
あ
た
り
、
組
織
委
員
会

で
は
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
事
業
と
し
て
、
今
年
３
月
、
兵
庫

県
洲
本
市
に
お
い
て
、
神
戸
市
や
徳
島
県
な
ど
近
隣
府
県

と
も
連
携
し
て
「
Ｒ
ｏ
ａ
ｄ�

ｔ
ｏ�

ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー

ズ
ゲ
ー
ム
ズ
２
０
２
１
関
西�

Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｕ�

in�

す
も

と
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
朝
原
宣
治
さ
ん
（
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上

４
×
１
０
０
㍍
リ
レ
ー
銅
メ
ダ
リ
ス
ト
）
や
荒
川
大
輔
さ

ん（
２
０
０
７
・
２
０
０
９
世
界
陸
上�

走
幅
跳
日
本
代
表
）

を
コ
ー
チ
に
迎
え
た
陸
上
教
室
を
中
心
に
、
親
子
ふ
れ
あ

い
事
業
、
淡
路
島
の
食
や
歴
史
文
化
、
音
楽
な
ど
地
域
の

魅
力
を
発
信
し
、
会
場
は
５
０
０
０
人
を
超
え
る
来
場
者

で
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。
こ
の
事
業
を
き
っ
か
け
に
、

洲
本
市
で
は
地
元
の
若
者
が
企
画
か
ら
運
営
ま
で
全
て
を

手
掛
け
る
ス
ポ
ー
ツ
事
業
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
11
月
に
は

和
歌
山
県
で
「
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｕ�

in�

わ
か
や
ま
」
の
開

催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
大
会
開
催
を
契
機
に
日
本
全
国

で
ロ
ー
カ
ル
レ
ガ
シ
ー
が
創
出
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

◆◆◆

大
会
成
功
に
む
け
て

大
会
は
、
日
本
初
開
催
の
た
め
認
知
度
が
ま
だ
ま
だ
十

分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｕ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

ス
ポ
ー
ツ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
文
化
事
業
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
、
地
域
交
流
事
業
や
子
ど
も
会
の
活
動
、
さ
ら

に
は
大
学
等
で
の
授
業
な
ど
色
々
な
活
動
が
登
録
で
き
ま

す
。
皆
さ
ん
も
地
域
の
魅
力
を
再
発
見
し
、
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ａ

Ｇ
Ｕ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
日
本
初
開
催
と
な
る
大
会
を

一
緒
に
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
い
。

◆◆◆

TSUNAGU ロゴマーク

「車椅子ルートマップ活動チーム」の
活動の様子

兵庫県洲本市で開催された「Road to ワールドマスターズゲームズ2021関西TSUNAGU in すもと」

大会マスコット「スフラ」
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特�集
佐
賀
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

バ
ル
ー
ン
フ
ェ
ス
タ
の
魅
力

「
ボ
ー
ッ
！
ボ
ー
ッ
！
」
と
バ
ー
ナ
ー
の
力
強
い
音
が

会
場
内
に
響
き
渡
る
。
早
朝
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
市
西
部

を
流
れ
る
嘉
瀬
川
河
川
敷
を
大
観
衆
が
埋
め
尽
く
し
て
い

る
。
フ
ラ
イ
ト
解
禁
を
告
げ
る
グ
リ
ー
ン
フ
ラ
ッ
グ
が
揚

が
る
と
、
色
彩
豊
か
な
バ
ル
ー
ン
が
、
数
キ
ロ
先
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
目
掛
け
て
１
機
、
ま
た
１
機
と
大
空
に
向
か
っ

て
離
陸
を
始
め
る
。
バ
ル
ー
ン
の
一
斉
離
陸
は
、
訪
れ
た

人
々
を
最
も
魅
了
す
る
瞬
間
だ
。

期
間
中
は
、
動
物
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
巨
大
な
バ
ル
ー

ン
に
な
っ
て
登
場
す
る
「
バ
ル
ー
ン
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
」
を

は
じ
め
、
生
演
奏
に
合
わ
せ
て
バ
ー
ナ
ー
の
炎
で
照
ら
さ

れ
る
バ
ル
ー
ン
の
姿
が
幻
想
的
な
夜
間
係
留
「
ラ
・
モ
ン

ゴ
ル
フ
ィ
エ
・
ノ
ク
チ
ュ
ー
ン
」
な
ど
、
観
る
者
を
飽
き

◆◆◆

さ
せ
な
い
。
毎
年
１
０
０
機
を
超
え
る
バ
ル
ー
ン
が
参
加

し
、
80
万
人
以
上
の
観
客
を
集
め
、
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
バ
ル
ー
ン
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
集
結
す
る
、
ま
さ
に
ア
ジ
ア

最
大
級
の
国
際
熱
気
球
大
会
へ
と
成
長
を
遂
げ
た
。

佐
賀
市
と
バ
ル
ー
ン
の
出
会
い

１
９
７
８
年
、「
バ
ル
ー
ン
フ
ェ
ス
タ
・
イ
ン
九
州
」

と
し
て
福
岡
県
甘
木
市
（
現
・
朝
倉
市
）
で
始
ま
っ
た
大

会
は
、
１
９
８
０
年
に
は
会
場
を
現
在
の
佐
賀
市
嘉
瀬
川

河
川
敷
に
移
し
、
14
機
が
参
加
す
る
小
規
模
な
大
会
と
し

て
産
声
を
あ
げ
た
。
翌
１
９
８
１
年
に
は
「
バ
ル
ー
ン
フ

ェ
ス
タ
・
イ
ン
佐
賀
」
と
名
称
を
変
更
し
、
佐
賀
と
バ
ル

ー
ン
の
歴
史
が
ス
タ
ー
ト
。
当
初
は
熱
気
球
愛
好
家
に
よ

る
自
主
運
営
で
あ
っ
た
。
広
大
な
佐
賀
平
野
や
、
脊
振
山

系
と
有
明
海
に
囲
ま
れ
た
地
形
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
多
種

◆◆◆

多
様
な
佐
賀
の
風
に
、
競
技
会
場
と
し
て
の
将
来
性
を
見

出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

彼
ら
は
外
国
選
手
を
招
聘
す
る
国
際
大
会
へ
の
発
展
を

望
み
、
佐
賀
市
に
対
し
粘
り
強
く
支
援
を
要
請
し
た
。
当

時
の
宮
島
剛
市
長
（
故
人
）
は
、
そ
の
熱
意
と
人
々
を
笑

顔
に
す
る
バ
ル
ー
ン
の
魅
力
に
賛
同
し
、「
よ
か
や
っ
か

い
」
と
大
会
支
援
を
快
諾
。
こ
こ
か
ら
、「
バ
ル
ー
ン
」

を
活
用
し
た
街
お
こ
し
が
始
ま
る
こ
と
に
な
る
。

宮
島
市
長
は
、
ア
ジ
ア
初
と
な
る
熱
気
球
世
界
選
手
権

の
誘
致
活
動
を
開
始
。
１
９
８
４
年
に
は
国
際
大
会
に
格

上
げ
し
「
佐
賀
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
バ
ル
ー
ン
フ
ェ
ス

タ
」
に
名
称
を
変
更
す
る
な
ど
大
会
の
規
模
拡
大
を
図
っ

た
。
こ
の
年
か
ら
広
報
や
観
客
対
策
な
ど
の
大
会
運
営
に

つ
い
て
は
行
政
が
中
心
と
な
っ
て
全
面
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

大
会
を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

外
国
選
手
な
ど
の
受
け
入
れ
に
対
応
す
る
た
め
、
市
国

際
交
流
協
会
を
中
心
に
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
育
成
に
も

力
を
入
れ
た
。
こ
う
し
た
交
流
を
契
機
に
、
１
９
８
８
年

に
は
ア
メ
リ
カ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
グ
レ
ン
ズ
フ
ォ
ー

ル
ズ
市
と
姉
妹
都
市
連
携
を
締
結
。
年
々
バ
ル
ー
ン
に
関

わ
る
市
民
も
増
え
、
今
で
は
数
十
年
来
の
交
流
を
続
け
る

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
も
少
な
く
な
い
。

大
会
の
規
模
拡
大
に
伴
い
多
く
の
ス
タ
ッ
フ
が
必
要
に

な
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
大
き
な
役
割
を
担
う
よ
う
に
な

っ
た
。
今
で
は
競
技
運
営
、
イ
ベ
ン
ト
補
助
、
会
場
清
掃

な
ど
期
間
中
に
延
べ
２
０
０
０
人
程
度
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
活
躍
し
て
い
る
。

今
日
ま
で
順
調
に
開
催
回
数
を
重
ね
ら
れ
た
の
も
、
こ

◆◆◆

佐
賀
県
佐
賀
市

―
ア
ジ
ア
最
大
級
の
国
際
熱
気
球
大
会

�

「
佐
賀
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
バ
ル
ー
ン
フ
ェス
タ
」
―

富
永
　
誠
一

佐
賀
市
観
光
振
興
課
バ
ル
ー
ン
係
係
長

「
熱
気
球
の
街
」佐
賀
、「
バ
ル
ー
ン
文
化
」で

�

観
光
振
興
、経
済
効
果
も

世
界
的
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と

地
域
づ
く
り
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う
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
躍
や
地
元
の
競
技
人
口
の
増

加
に
よ
る
影
響
が
大
き
い
。
大
会
を
主
催
す
る
「
佐
賀
バ

ル
ー
ン
フ
ェ
ス
タ
組
織
委
員
会
」
の
構
成
メ
ン
バ
ー
は
も

ち
ろ
ん
、
佐
賀
空
域
で
の
飛
行
を
管
理
す
る
「
佐
賀
熱
気

球
パ
イ
ロ
ッ
ト
協
会
」
に
は
約
３
０
０
人
の
会
員
が
所
属

す
る
。
ま
た
、
地
元
の
佐
賀
大
学
に
は
「
熱
気
球
部
」
が

あ
り
、
優
秀
な
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
多
数
輩
出
す
る
名
門
ク
ラ

ブ
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
バ
ル
ー
ン
活
動
が
活
発

に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
佐
賀
の
特
徴
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

バ
ル
ー
ン
を
活
用
し
た
行
政
の
取
り
組
み

ア
ジ
ア
初
の
熱
気
球
世
界
選
手
権
の
誘
致
に
成
功
し
た

佐
賀
市
は
、
世
界
選
手
権
開
催
に
向
け
て
増
え
続
け
る
観

客
へ
の
対
策
や
交
通
渋
滞
に
苦
悩
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、

会
場
内
へ
の
臨
時
駅
設
置
に
つ
い
て
Ｊ
Ｒ
九
州
と
協
議
を

◆◆◆

重
ね
、
期
間
中
の
み
の
臨
時
駅
「
バ
ル
ー
ン
さ
が
駅
」
の

開
業
を
実
現
。
そ
の
効
果
も
あ
り
世
界
選
手
権
が
開
催
さ

れ
た
１
９
８
９
年
は
、
観
客
動
員
数
１
１
７
万
人
（
10
日

間
）
を
達
成
し
大
成
功
と
な
っ
た
。
佐
賀
市
は
国
内
外
か

ら
認
め
ら
れ
る
「
熱
気
球
の
街
」
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

２
０
０
２
年
、
佐
賀
市
は
観
光
セ
ク
シ
ョ
ン
内
に
バ
ル

ー
ン
の
専
門
部
署
と
な
る
「
バ
ル
ー
ン
係
」
を
設
置
し
、

観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
の
展
開
に
力
を
入
れ
た
。
バ
ル

ー
ン
フ
ェ
ス
タ
の
運
営
を
は
じ
め
、
イ
ベ
ン
ト
係
留
や
広

報
Ｐ
Ｒ
な
ど
バ
ル
ー
ン
を
活
用
で
き
る
体
制
を
整
え
た
。

２
０
０
３
年
か
ら
は
秋
冬
シ
ー
ズ
ン
の
観
光
客
誘
致
や
パ

イ
ロ
ッ
ト
の
競
技
力
向
上
な
ど
を
目
的
に
、
地
元
企
業
を

ス
ポ
ン
サ
ー
と
し
た
「
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
バ
ル
ー
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
リ
ー
ズ
」
と
い
う
競
技
会
を
創
設
し
、
毎
年
20
～
30
チ

ー
ム
が
参
戦
す
る
大
会
と
な
っ
て
い
る
。

近
年
は
、
着
実
に
地
元
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
競
技
力
も
向
上

し
て
お
り
、
昨
年
の
本
大
会
で
は
佐
賀
市
在
住
の
上
田
諭

選
手
が
見
事
総
合
優
勝
を
飾
る
な
ど
、
子
ど
も
達
の
憧
れ

の
対
象
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

地
域
に
根
付
い
た
バ
ル
ー
ン
の
魅
力

２
０
１
６
年
に
は
、
１
９
８
９
年
、
１
９
９
７
年
に
続

き
佐
賀
市
で
は
３
度
目
と
な
る
熱
気
球
世
界
選
手
権
を
開

催
。
33
カ
国
・
地
域
か
ら
１
８
６
機
が
参
加
し
、
過
去
最

高
の
１
３
１
万
人
（
10
日
間
）
が
会
場
を
訪
れ
た
。
経
済

波
及
効
果
は
、
算
出
開
始
以
来
最
高
額
で
あ
る
約
１
１
５

億
円
を
記
録
し
、
地
域
経
済
へ
の
好
影
響
も
現
れ
る
結
果

と
な
っ
た
。

ま
た
、
世
界
選
手
権
開
催
に
先
駆
け
て
、
同
年
10
月
に

は
気
球
を
テ
ー
マ
と
し
た
国
内
唯
一
の
常
設
展
示
館
「
佐

賀
バ
ル
ー
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
を
開
業
。
近
年
の
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
効
果
も
あ
り
、
世
代
や
国
籍
を
越
え
て
バ
ル
ー
ン

の
魅
力
を
世
界
に
発
信
し
、
バ
ル
ー
ン
フ
ァ
ン
の
拡
大
に

貢
献
し
て
い
る
。

「
佐
賀
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
バ
ル
ー
ン
フ
ェ
ス
タ
」

は
来
年
で
40
周
年
を
迎
え
る
。
市
民
を
は
じ
め
、
パ
イ
ロ

ッ
ト
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
関
係
団
体
、
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
、

そ
し
て
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、
大
会
や
バ
ル
ー
ン
活
動

を
支
え
合
っ
て
き
た
証
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
地
元
の
幼

い
子
ど
も
達
が
「
パ
パ
」「
マ
マ
」
の
次
に
覚
え
る
言
葉

の
ひ
と
つ
が
「
バ
ル
ー
ン
」
だ
と
よ
く
耳
に
す
る
。
そ
れ

ほ
ど
市
民
に
も
親
し
ま
れ
て
お
り
、
ひ
と
つ
の
文
化
と
し

て
根
付
い
て
い
る
。
バ
ル
ー
ン
に
は
全
て
の
人
々
を
「
笑

顔
」
に
す
る
魅
力
が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
世
界
中
の
人
々

を
惹
き
つ
け
、
笑
顔
に
な
っ
て
も
ら
え
る
大
会
に
な
る
よ

う
に
50
年
、
１
０
０
年
と
継
続
さ
せ
て
い
く
に
は
、
我
々

行
政
の
果
た
す
役
割
は
決
し
て
小
さ
く
は
な
い
。

◆◆◆

インターナショナルバルーンフェスタ期間中のみ開業される
「バルーンさが駅」

子どもたちを笑顔にするバルーンファンタジア

幻想的なバルーンの夜間係留
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根
レ
ベ
ル
の
交
流
を
行
い
、
２
０
２
０
年
を
越
え
た
末
永

い
関
係
を
築
き
上
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
本
年

８
月
末
の
第
九
次
登
録
を
経
て
、
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
は

２
４
６
件
、
自
治
体
数
と
し
て
は
全
都
道
府
県
に
３
３
４

団
体
、
相
手
国
／
地
域
数
は
、
１
０
３
に
ま
で
上
っ
て
い

る
。

（
２
）
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に
な
る
た
め
の
要
件

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
は
、
以
下
の
取
り
組
み
を
行
う
地
方

公
共
団
体
で
あ
っ
て
、
政
府
の
登
録
を
受
け
た
も
の
と
し

て
い
る
。

①
住
民
等
と
次
に
掲
げ
る
全
て
の
者
と
の
交
流

・
大
会
等
に
参
加
す
る
た
め
に
来
日
す
る
選
手
等

・
大
会
参
加
国
・
地
域
の
関
係
者

・
日
本
人
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン

②　

①
に
伴
い
行
わ
れ
る
取
り
組
み
で
あ
っ
て
、
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
、
教
育
文
化
の
向
上
及
び
共
生
社
会
の
実

現
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の

（
３
）
支
援
策

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に
な
っ
た
地
方
公
共
団
体
は
、
地
方
財

政
措
置
に
よ
る
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

具
体
的
に
は
、
東
京
大
会
に
向
け
、
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と

し
て
登
録
さ
れ
た
地
方
公
共
団
体
が
行
う
事
前
合
宿
の
受

け
入
れ
や
、
住
民
が
選
手
や
関
係
者
と
行
う
交
流
な
ど
に

要
す
る
経
費
の
半
分
に
つ
い
て
、
特
別
交
付
税
措
置
が
講

じ
ら
れ
る
。
ま
た
、
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
登
録
さ
れ
、

か
つ
、
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
を
策
定
し
て
い
る
地

方
公
共
団
体
が
、
東
京
大
会
の
事
前
合
宿
に
活
用
す
る
既

存
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
つ
い
て
、
各
競
技
の
国
際
競
技
連

盟
基
準
に
適
合
さ
せ
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
改
修
事
業

を
地
域
活
性
化
事
業
債
の
対
象
と
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

荒
井
　
陽
一

内
閣
官
房
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・ 

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
推
進
本
部
事
務
局
参
事
官

は
じ
め
に

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
大
会
（
以
下
「
東
京
大
会
」）
に
向
け
、政
府
は
「
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
推
進
本
部
」（
本

部
長
：
内
閣
総
理
大
臣
）
を
発
足
さ
せ
、
大
会
の
開
催
準

備
を
進
め
て
い
る
。

東
京
大
会
を
、「
東
京
だ
け
で
は
な
い
、
自
分
た
ち
も

関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
」と
思
っ
て
も
ら
え
る
大
会
に
し
、

地
域
の
活
性
化
に
資
す
る
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

こ
う
し
た
中
、
大
会
効
果
を
日
本
全
国
に
波
及
さ
せ
る

た
め
の
取
り
組
み
で
あ
る
「
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
」
に
つ
い
て

は
、
地
方
創
生
の
流
れ
と
相
ま
っ
て
各
地
の
地
方
公
共
団

体
の
関
心
を
呼
び
、
進
展
し
て
い
る
。

本
稿
は
、
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
の
取
り
組
み
事
例
を
交
え
つ

つ
、
復
興
「
あ
り
が
と
う
」
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
や
共
生
社
会

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
、
さ
ら
に
は
事
後
交
流
型
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン

な
ど
の
展
開
を
ご
紹
介
し
、
東
京
大
会
を
契
機
に
地
域
の

活
性
化
を
図
ろ
う
と
す
る
方
々
へ
の
一
助
に
な
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
の
概
要

（
１
）
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
は

東
京
大
会
は
、
東
京
だ
け
で
な
く
日
本
全
体
の
祭
典
と

な
り
、
大
会
の
開
催
効
果
を
全
国
津
々
浦
々
に
ま
で
波
及

さ
せ
、
地
域
が
力
強
く
継
続
的
に
発
展
し
て
い
く
た
め
の

き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
い
る
。

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
は
、
地
域
の
活
性
化
な
ど
を
推
進
す

る
た
め
、
大
会
参
加
国
・
地
域
と
の
人
的
・
経
済
的
・
文

化
的
な
相
互
交
流
を
行
う
地
方
公
共
団
体
を
い
い
、
東
京

大
会
の
開
催
に
よ
り
、
多
く
の
選
手
や
観
客
が
来
訪
す
る

こ
と
を
契
機
に
、
全
国
の
自
治
体
と
世
界
中
の
参
加
国
・

地
域
が
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
な
ど
幅
広
い
分
野
で
、
草
の

―
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

�
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
参
加
国
と
自
治
体
が
交
流
―

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
の
取
り
組
み
に
よ
る
地
域
活
性
化

世
界
的
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と

地
域
づ
く
り
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（
４
）
手
続
き
等

内
閣
官
房
オ
リ
パ
ラ
事
務
局
に
、
地
方
公
共
団
体
か
ら

の
相
談
・
申
請
等
を
受
け
付
け
る
窓
口
を
設
置
し
て
お
り
、

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
登
録
を
希
望
す
る
地
方
公
共
団
体

は
、
市
町
村
に
あ
っ
て
は
都
道
府
県
を
通
じ
、
都
道
府
県

及
び
政
令
指
定
都
市
に
あ
っ
て
は
直
接
、
内
閣
官
房
オ
リ

パ
ラ
事
務
局
に
申
請
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
の
取
り
組
み

（
１
）
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
の
取
り
組
み

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に
つ
な
が
る
き
っ
か
け
に
着
目
す
る

と
、
こ
れ
ま
で
の
姉
妹
交
流
関
係
を
活
か
し
た
も
の
、
地

元
出
身
の
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
を
通
じ
た
つ
な
が
り
が
あ
る

も
の
、
現
地
に
地
元
企
業
の
工
場
な
ど
が
あ
る
も
の
、
地

域
を
代
表
す
る
花
が
同
じ
も
の
な
ど
、
実
に
多
彩
な
内
容

に
な
っ
て
お
り
、
全
国
に
広
が
る
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
で
は
、

す
で
に
様
々
な
交
流
が
行
わ
れ
て
い
る
。

○
山
形
県
村
山
市

・
平
成
29
年
６
月
に
続
き
、
本
年
６
月
に
ブ
ル
ガ
リ
ア
新

体
操
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
を
受
け
入

れ
た
。

・
練
習
の
合
間
に
は
、
日
本
文
化
の
体
験
（
浴
衣
着
付
け
、

茶
道
、
華
道
等
）、
日
本
食
の
体
験
、
旬
の
さ
く
ら
ん

ぼ
狩
り
な
ど
を
実
施
。選
手
は
、こ
れ
ら
の
様
子
を
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
で
積
極
的
に
本
国
や
世
界
に
発
信
し

た
。

・
地
元
小
中
学
校
へ
の
訪
問
、
地
元
中
学
校
新
体
操
部
と

の
合
同
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
公
開
演
技
会
（
村
山
市
民
体
育

館
で
２
日
間
に
渡
り
実
施
。
体
育
館
は
観
客
で
満
員
）

の
開
催
な
ど
に
よ
り
、地
元
市
民
と
の
交
流
も
実
施
し
た
。

・
大
手
食
品
メ
ー
カ
ー
な
ど
が
交
流
事
業
を
支
援
し
て
い

る
。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
、
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
を
形
成
す
る

な
ど
、
市
役
所
だ
け
で
な
く
、
地
域
ぐ
る
み
で
活
動
し

て
い
る
。

○
北
海
道
士
別
市

・
平
成
29
年
７
月
に
台
湾
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
強
豪

チ
ー
ム
で
あ
る
台
湾
師
範
大
学
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン

グ
部
の
合
宿
を
受
け
入
れ
た
。

・
歓
迎
会
で
は
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
を
受
け
た
農
業
者
が
生
産

し
た
士
別
市
産
食
材
（
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
・
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
）
を
使
っ
た
料
理
が
提
供
さ
れ
、
選
手
な
ど
に
ふ

る
ま
わ
れ
た
。

○
埼
玉
県
鶴
个
島
市

・
平
成
29
年
10
月
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
の
訪
問
団
を
迎

え
、
事
前
キ
ャ
ン
プ
の
協
定
を
締
結
し
た
。

・
食
文
化
交
流
会
で
は
市
内
の
飲
食
事
業
者
（
中
華
、
イ

タ
リ
ア
ン
、
和
菓
子
）
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
産
食
材
を
用
い

た
新
メ
ニ
ュ
ー
を
開
発
し
提
供
し
た
。

・
今
後
こ
れ
ら
の
メ
ニ
ュ
ー
の
定
番
化
を
図
る
ほ
か
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
産
の
食
材
を
使
用
し
た
商
品
や
料
理
を
販

売
す
る
飲
食
店
な
ど
を
「
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
応
援
店
」
と

し
て
紹
介
す
る
取
り
組
み
な
ど
も
展
開
す
る
。

○
島
根
県
邑
南
町

・「
町
民
誰
も
が
幸
せ
を
感
じ
る
社
会
」
を
目
標
に
、
福

祉
施
策
の
先
進
国
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
登

録
。
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
を
招
へ
い
し
、
町
内
の
学
校
へ

の
訪
問
や
地
域
住
民
と
の
交
流
会
、
ゴ
ー
ル
ボ
ー
ル
の

体
験
な
ど
を
実
施
し
た
。

・
授
業
の
中
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
や
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ

い
て
学
ぶ
機
会
を
設
け
、
中
学
・
高
校
や
養
護
学
校
の

生
徒
が
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
出
向
き
、
キ
ャ
ン
プ
誘
致
の

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
て
い
る
。

（
２
）
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
自
治
体
の
横
連
携
に
よ
る
取
り
組

み昨
年
10
月
、
ド
イ
ツ
を
相
手
国
と
す
る
12
の
ホ
ス
ト
タ

ウ
ン
が
在
京
ド
イ
ツ
大
使
館
に
集
ま
り
、
同
大
使
館
主
催

の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
は
、
ド
イ
ツ
本
国
か
ら
ド
イ
ツ

ス
ポ
ー
ツ
連
盟
の
理
事
が
参
加
し
、
同
連
盟
の
役
割
や
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
派
遣
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
大
会
の
実

績
に
基
づ
い
た
事
後
の
選
手
派
遣
の
可
能
性
な
ど
に
つ
い

て
説
明
が
あ
っ
た
。

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
ド
イ
ツ
グ
ル
ー
プ
の
設
立
が
自
治
体
側

か
ら
提
案
さ
れ
る
な
ど
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
及
び
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
を
通
じ
、
今
後
の
横
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
の

端
緒
と
な
っ
た
。

本
年
９
月
に
は
、
在
京
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
大
使
館
で

も
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
開
か
れ
た
。
今
後
と

も
、
大
使
館
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
自
治

体
の
横
連
携
の
機
会
を
設
け
て
参
り
た
い
。

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
の
展
開

（
１
）
復
興
「
あ
り
が
と
う
」
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン

東
京
大
会
は
、
復
興
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
重
要
な
柱
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
東
日
本
大
震
災

の
発
災
か
ら
７
年
半
が
経
過
し
た
今
日
ま
で
、
国
際
社
会

か
ら
大
き
な
温
か
い
御
支
援
を
頂
い
て
お
り
、
そ
れ
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
諸
外
国
に
示
し
つ
つ
、
復
興
し
た
姿
を

全
世
界
に
発
信
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
政
府
は
、
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
の
枠
組
み
を
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活
用
し
、
被
災
３
県
の
自
治
体
が
、
被
災
時
等
に
支
援
を

し
て
く
れ
た
国
・
地
域
の
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
員
な
ど
の
支
援

関
係
者
や
ス
ポ
ー
ツ
選
手
な
ど
を
招
き
、
復
興
し
た
姿
を

見
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
地
元
の
方
々
と
の
交
流
を
行
う

「
復
興
『
あ
り
が
と
う
』
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
」
を
昨
年
９
月

に
新
設
し
た
。

平
成
30
年
８
月
現
在
、
19
自
治
体
（
※
）
を
公
表
。
今

後
も
随
時
受
付
を
行
っ
て
い
く
。

※
岩
手
県
：
宮
古
市
、
大
船
渡
市
、
花
巻
市
、
陸
前
高
田

市
、
釜
石
市
、
雫
石
町
、
山
田
町
、
野
田
村

　

宮
城
県
：
仙
台
市
、
石
巻
市
、
気
仙
沼
市
、
名
取
市
、

東
松
島
市
、
亘
理
町

　

福
島
県
：
喜
多
方
市
、
南
相
馬
市
、
本
宮
市
、
北
塩
原

村
、
飯
舘
村

（
２
）
共
生
社
会
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン

復
興
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
並
び
、
東

京
大
会
の
成
功
の
鍵
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
あ
り
、
大
会
最
大
の
レ
ガ
シ
ー
は
、
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
契
機
に
共
生
社
会
を
創
り
出
す
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
考
え
方
か
ら
、政
府
レ
ベ
ル
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、

昨
年
２
月
に
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
２
０
２
０
行
動

計
画
」
を
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
行
動
計
画
の
取
り
組
み
と
あ
わ
せ
て
、
地
域
で
の

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
へ
の
自
律
的
な
き
め
細
か
い
取

り
組
み
を
促
す
た
め
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
と
の
交
流
を

き
っ
か
け
に
、
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
継
続
的
か
つ

加
速
的
に
取
り
組
む
「
共
生
社
会
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
」
を
昨

年
11
月
に
新
設
し
た
。

共
生
社
会
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
が
目
指
す
も
の
は
、
障
害
の

あ
る
海
外
の
選
手
た
ち
を
迎
え
る
こ
と
を
き
っ
か
け
と
し

た
、「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
街
づ
く
り
」
と
「
心

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
の
推
進
で
あ
り
、
自
治
体
な
ら
で
は

の
特
色
あ
る
、
総
合
的
な
取
り
組
み
が
地
域
主
導
で
進
め
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同
県
明
石
市
、
鳥
取
県
・
同
県
鳥
取
市
、
山
口
県
宇
部

市
、
香
川
県
高
松
市
、
福
岡
県
飯
塚
市
、
同
県
田
川
市
、

大
分
県
大
分
市

事
後
交
流
型
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
の
拡
大

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
単
な
る
ス

ポ
ー
ツ
交
流
・
国
際
交
流
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
地
域
の
食

の
魅
力
を
海
外
に
発
信
し
、輸
出
へ
と
つ
な
げ
る
こ
と
や
、

観
光
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
受
け
皿
づ
く
り
な
ど
、
大
会
後
の

将
来
に
ま
で
残
る
財
産
づ
く
り
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た

ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

具
体
的
な
例
と
し
て
、「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

街
づ
く
り
」
で
は
交
通
施
設
や
運
動
施
設
、
宿
泊
施
設
等

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推

進
、「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
分
野
で
は
、
選
手
た
ち
と

の
交
流
を
き
っ
か
け
と
し
た
住
民
の
気
付
き
や
子
ど
も
達

へ
の
教
育
等
を
期
待
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
大
会
後
に
も

定
着
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

平
成
30
年
８
月
現
在
、
13
自
治
体
（
※
）
を
公
表
。

※
青
森
県
三
沢
市
、
岩
手
県
遠
野
市
、
東
京
都
世
田
谷
区
、

神
奈
川
県
川
崎
市
、
静
岡
県
浜
松
市
、
兵
庫
県
神
戸
市
、

い
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
は
事
前
キ
ャ

ン
プ
を
前
提
と
す
る
登
録
が
大
半
を
占
め
て
い
た
。
事
前

キ
ャ
ン
プ
地
は
す
で
に
他
の
自
治
体
に
決
ま
っ
て
い
る
、

も
し
く
は
大
会
前
に
直
接
選
手
村
に
入
る
た
め
事
前
キ
ャ

ン
プ
は
実
施
し
な
い
と
い
う
過
去
大
会
の
事
例
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
今
後
は
、
東
京
大
会
の
競
技
終
了
後
、
選
手
な

ど
に
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
を
訪
問
し
て
も
ら
い
交
流
を
行
う

「
事
後
交
流
」
型
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
を
推
し
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

大
会
後
に
交
流
す
る
前
提
で
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
登
録
さ
れ

る
こ
と
で
、大
会
前
に
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
交
流
や
文
化
、

経
済
、
食
な
ど
の
交
流
を
活
発
に
行
い
、
機
運
醸
成
に
つ

な
げ
て
頂
き
た
い
。

お
わ
り
に

大
会
ま
で
２
年
を
切
り
、
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
の
活
動
は
さ

ら
に
活
発
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
動
き
に
即
応
し
て
、
内

閣
官
房
オ
リ
パ
ラ
事
務
局
で
も
、
各
地
域
の
ホ
ス
ト
タ
ウ

ン
の
先
進
事
例
を
共
有
す
る「
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
サ
ミ
ッ
ト
」

を
開
催
し
た
り
、
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
の
首
長
を
集
め
た
「
ホ

ス
ト
タ
ウ
ン
首
長
会
議
」
を
官
邸
で
開
催
し
た
り
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
流
れ
の
中
で
、
各
地
域
に
お
い
て
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
頂
き
、
地
域
産
品
の
磨
き
上
げ
や
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
観
光
の
さ
ら�

な
る
推
進
な
ど
へ
の
契
機
と
し
て
こ

の
事
業
を
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

そ
の
上
で
、
地
域
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
通
じ
た
地
域
の

活
性
化
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
通
じ
た
共
生
社
会
の
推
進
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
拡
大
な
ど
の
形
で
、
地
域
社
会
に

「
レ
ガ
シ
ー
」
と
し
て
根
付
い
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た

い
。
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八
雲
町
と
そ
の
産
業

八
雲
町
は
北
海
道
渡
島
半
島
の
北
部
に

あ
り
、
東
は
太
平
洋
（
内
浦
湾
）、
西
は

日
本
海
に
面
し
て
い
ま
す
。
面
積
は
約

９
５
６
平
方
㌔
で
渡
島
管
内
最
大
の
面
積

を
持
ち
ま
す
。八
雲
町
は
第
一
次
産
業（
農

業
：
８
・３
％
、
林
業
：
１
・
２
％
、
水
産

業
：
11
・
３
％
）
を
主
体
と
し
、
そ
こ
に

第
二
次
産
業
（
19
・
０
％
）、
三
次
産
業

（
60
・
２
％
））
が
立
脚
す
る
バ
ラ
ン
ス
の

良
い
産
業
構
造
の
町
で
す
。

八
雲
町
の
農
業
は
、
八
雲
地
域
の
酪
農

を
基
幹
と
し
、
落
部
地
区
の
水
稲
（
も
ち

米
）
や
軟
白
ネ
ギ
、
花
卉
な
ど
の
複
合
経

営
、
熊
石
地
域
の
水
稲
（
う
る
ち
米
）、

ト
マ
ト
・
イ
チ
ゴ
な
ど
の
施
設
園
芸
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
基
幹
作
物
の
馬

鈴
薯
は
本
州
方
面
に
出
荷
さ
れ
る
種
子
馬

鈴
薯
と
し
て
産
地
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

八
雲
地
域
の
酪
農
に
つ
い
て
は
、
近
代
酪

農
発
祥
の
地
の
一
つ
と
し
て
道
南
随
一
の

規
模
を
有
し
、
八
雲
町
と
し
て
も
酪
農
へ

の
支
援
策
の
柱
と
し
て
、
１
９
６
７
年
よ

り
町
内
の
育
成
牛
を
夏
の
期
間
預
か
る
牧

場
と
し
て
八
雲
町
育
成
牧
場
を
設
置
し
、

現
在
で
は
八
雲
町
に
お
け
る
農
業
生
産
額

82
億
円
（
２
０
１
７
年
）
の
う
ち
乳
用
牛

が
47
億
円
と
全
体
の
約
６
割
弱
を
占
め
て

い
ま
す
。

北
里
大
学
が
実
践
す
る�

北
里
八
雲
牛
の
生
産

農
林
水
産
業
が
盛
ん
な
八
雲
町
で
北
里

大
学
獣
医
学
部
附
属
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
エ

ン
ス
セ
ン
タ
ー
八
雲
牧
場
（
以
下
「
八
雲

牧
場
」）
で
は
、
１
９
９
４
年
か
ら
夏
は

放
牧
、
冬
は
舎
飼
い
の
夏
山
冬
里
方
式
を

採
用
し
、
自
給
飼
料
１
０
０
％
に
よ
る
牛

肉
生
産
方
式
を
「
北
里
八
雲
」
で
商
標
登

録
、
こ
の
方
式
で
生
産
さ
れ
た
牛
を
「
北

里
八
雲
牛
」
と
名
付
け
、
ブ
ラ
ン
ド
化
を

図
っ
て
い
ま
す
。
飼
養
方
法
は
単
純
で
、

哺
乳
期
間
は
６
カ
月
、
飼
料
は
自
然
ま
た

は
生
乳
哺
乳
で
飲
み
た
い
だ
け
飲
む
こ
と

が
で
き
る
乳
と
放
牧
草
、
冬
期
は
グ
ラ
ス

サ
イ
レ
ー
ジ
で
飼
養
さ
れ
ま
す
。
離
乳
後

も
放
牧
と
自
給
粗
飼
料
１
０
０
％
の
み
で

飼
養
さ
れ
、
月
齢
30
カ
月
、
生
体
重

６
６
０
㌔
以
上
を
目
安
に
各
取
引
先
へ
出

荷
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
年
間
の
出
荷
頭

数
は
約
60
頭
で
あ
り
、
主
な
販
売
先
は
関

東
圏
の
生
協
団
体
と
老
舗
の
牛
肉
卸
問
屋

で
す
。

現
在
の
大
き
な
課
題
と
し
て
販
売
頭
数

の
増
頭
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
八
雲
牧
場
の

飼
養
頭
数
は
繁
殖
牛
を
含
め
て
約
２
３
０

頭
で
す
。
飼
養
面
積
は
約
２
２
０
㌶
で
、

自
給
の
草
資
源
だ
け
で
肉
用
牛
を
生
産
す

る
に
は
生
産
頭
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

（
八
雲
牧
場
で
は
一
切
の
化
学
肥
料
・
除

草
剤
を
使
わ
な
い
、
有
機
的
な
管
理
を
徹

底
し
て
い
ま
す
：
２
０
０
９
年
に
有
機
Ｊ

Ａ
Ｓ
認
証
を
取
得
）。
販
売
頭
数
増
頭
の

た
め
、
八
雲
牧
場
で
は
「
北
里
八
雲
」
方

式
を
町
内
に
普
及
さ
せ
る
取
り
組
み
を

２
０
０
７
年
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

取
り
組
み
を
推
進
さ
せ
る
た
め
、
八
雲

町
内
の
関
係
機
関（
北
里
大
学
八
雲
牧
場
、

地
方
創
生
に
向
け
て
〝
が
ん
ば
る
地
域
〟
応
援
事
業

（
北
海
道
八
雲
町
）

「
北
里
八
雲
牛
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
る

―
放
牧
と
自
給
飼
料
で
肉
用
牛
を
生
産
す
る

�

新
た
な
畜
産
経
営
モ
デ
ル
を
構
築
―

小
笠
原
　
英
毅

北
里
大
学
獣
医
学
部
附
属

フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
八
雲
牧
場
講
師

地
方
創
生
推
進
の
た
め
に
は
、
地
域
内
経
済
循
環
の
活
性
化
に
よ
る
雇
用
の
創
出
、

若
者
や
女
性
が
活
躍
す
る
地
域
づ
く
り
の
推
進
な
ど
の
環
境
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
地
方
創
生
に
向
け
て
〝
が
ん
ば
る
地
域
〟
応
援
事
業
」

と
し
て
、
地
域
団
体
も
し
く
は
市
町
村
等
が
住
民
と
共
に
実
施
す
る
、
自
治
体
・
地
域
・

集
落
の
消
滅
可
能
性
の
危
機
打
開
等
に
向
け
た
事
業
を
支
援
し
て
い
る
。

今
回
、
平
成
29
年
度
に
同
事
業
を
活
用
し
た
北
海
道
八
雲
町
の
取
り
組
み
を
北
里

大
学
獣
医
学
部
附
属
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
八
雲
牧
場
講
師
の
小
笠
原

英
毅
氏
に
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
。�
（
企
画
課
）
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八
雲
町
役
場
、
渡
島
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
、
み
な
み
北
海
道
農
業
共
済
組
合
道

南
家
畜
診
療
セ
ン
タ
ー
（
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
み

な
み
）、
Ｊ
Ａ
新
函
館
八
雲
基
幹
支
所
な

ど
）
を
構
成
員
と
す
る
「
北
里
八
雲
牛
普

及
推
進
協
議
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
普

及
方
法
と
し
て
は
、
酪
農
家
が
所
有
す
る

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
に
北
里
八
雲
牛
の
受
精

卵
を
移
植
し
、
出
生
後
、
哺
乳
期
は
生
乳

哺
乳
で
飼
養
、
離
乳
後
、
夏
期
間
は
町
内

育
成
牧
場
で
の
放
牧
と
冬
期
は
酪
農
家
の

自
家
産
サ
イ
レ
ー
ジ
の
み
を
給
与
し
生
産

し
ま
す
。
関
係
機
関
の
役
割
分
担
は
受
精

卵
の
作
成
と
無
償
提
供
を
北
里
大
学
が
、

協
力
酪
農
家
の
推
薦
を
八
雲
町
役
場
と
Ｊ

Ａ
が
、
受
精
卵
移
植
を
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
み
な

み
が
、
全
体
的
な
技
術
改
善
、
生
産
コ
ス

ト
の
精
査
を
普
及
セ
ン
タ
ー
が
担
っ
て
い

ま
す
。

酪
農
家
に
お
け
る
北
里
八
雲
牛
生
産
の

メ
リ
ッ
ト
は
多
く
、
①
輸
入
穀
物
を
給
与

し
な
い
た
め
、
生
産
コ
ス
ト
が
低
く
、
②

夏
期
間
は
町
営
の
育
成
牧
場
に
放
牧
す
る

た
め
、
飼
養
管
理
が
省
力
化
で
き
る
、
③

販
売
価
格
が
固
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
安

定
収
入
が
期
待
で
き
る
、
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
八
雲
町
の
酪
農
家
戸
数
は
約
90

戸
、
乳
牛
の
飼
養
頭
数
は
約
９
０
０
０
頭

と
道
南
有
数
の
酪
農
地
帯
で
あ
り
ま
す

が
、
昨
今
の
子
牛
価
格
の
高
騰
で
、
積
極

的
に
参
加
す
る
農
家
は
10
戸
と
ま
だ
ま
だ

少
な
い
の
が
現
状
で
す
。

事
業
実
施
内
容

本
事
業
で
は
、
販
売
頭
数
お
よ
び
協
力

農
家
の
増
加
を
目
的
と
し
、
北
里
八
雲
牛

の
生
産
拡
大
と
八
雲
町
内
で
の
認
知
度
増

の
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。
八
雲
町
も

後
継
者
不
足
な
ど
の
問
題
か
ら
離
農
に
よ

る
休
眠
牛
舎
が
存
在
し
ま
す
。
夏
期
は
町

営
育
成
牧
場
に
放
牧
す
れ
ば
問
題
が
あ
り

ま
せ
ん
が
、
冬
期
の
越
冬
場
所
に
こ
の
休

眠
牛
舎
を
利
用
す
る
こ
と
を
考
え
ま
し

た
。飼
養
管
理
は
毎
朝
、ラ
ッ
プ
サ
イ
レ
ー

ジ
を
飽
食
給
与
す
る
だ
け
、
敷
料
（
牛
の

寝
床
）は
週
に
一
度
変
え
る
だ
け
な
の
で
、

高
齢
が
理
由
で
離
農
し
た
方
も
容
易
に
管

理
が
可
能
で
す
。
実
際
に
２
戸
の
休
眠
牛

舎
を
活
用
す
る
こ
と
で
新
た
に
約
10
頭
の

北
里
八
雲
牛
を
増
産
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

次
に
八
雲
町
の
み
な
さ
ん
に
北
里
八
雲

牛
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
重
要

と
考
え
、
北
里
八
雲
牛
の
牛
肉
を
食
べ
て

も
ら
う
機
会
を
増
や
す
た
め
、
２
０
１
７

年
12
月
１
日
に
「
聞
い
て
食
べ
る
！
も
っ

と
知
っ
て
ほ
し
い
！
北
里
大
学
と
北
里
八

雲
牛
」と
い
う
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

地
域
に
流
通
す
る
機
会
の
少
な
い
サ
ー
ロ

イ
ン
ス
テ
ー
キ
、
新
た
に
試
作
し
た
バ
ラ

と
モ
モ
肉
を
使
用
し
た
ハ
ン
バ
ー
グ
、
バ

ラ
お
よ
び
モ
モ
肉
の
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
を
試

食
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ハ
ン
バ
ー
グ
、

バ
ラ
お
よ
び
モ
モ
肉
の
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
の

３
商
品
を
地
元
精
肉
店
に
て
、
ク
ー
ポ
ン

引
き
替
え
商
品
と
し
て
人
気
度
を
調
査
し

た
と
こ
ろ
、
引
き
替
え
率
は
全
体
の
62
％

が
ハ
ン
バ
ー
グ
で
、
バ
ラ
お
よ
び
モ
モ
肉

の
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
は
各
20
％
で
、
牛
肉
販

売
で
も
っ
と
も
困
難
な
低
級
部
位
の
地
域

で
の
販
売
戦
略
が
見
え
た
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。

今
後
の
展
望

こ
れ
ま
で
北
里
八
雲
牛
の
町
内
認
知
度

の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
年
に
数
回
、
北

里
大
学
セ
ミ
ナ
ー
を
開
講
、
八
雲
町
で
も

北
里
八
雲
牛
を
町
の
ブ
ラ
ン
ド
牛
に
と
、

２
０
１
５
年
度
か
ら
５
年
間
、「
北
里
八

雲
牛
生
産
拡
大
支
援
事
業
」
を
始
め
、
生

産
農
家
に
は
６
万
円
／
頭
の
補
助
を
行
う

事
業
も
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

北
里
八
雲
牛
は
放
牧
と
自
給
粗
飼
料
の

み
で
生
産
す
る
肉
用
牛
で
、
こ
の
生
産
方

式
は
全
国
で
も
希
有
で
、
地
域
の
特
定
ブ

ラ
ン
ド
（
名
産
品
）
に
な
る
可
能
性
は
高

い
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
放
牧
と
自
給

飼
料
の
み
の
飼
養
管
理
は
管
理
が
容
易

で
、
省
力
的
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
、
高

齢
で
離
農
を
考
え
る
酪
畜
農
家
、
新
た
に

新
規
就
農
す
る
若
者
に
対
し
て
雇
用
を
創

出
で
き
ま
す
。
ま
た
、
夏
期
は
町
営
の
育

成
牧
場
で
放
牧
し
、
冬
期
は
す
で
に
離
農

し
た
休
眠
牛
舎
を
活
用
す
る
こ
と
で
新
た

な
投
資
を
必
要
と
し
な
い
た
め
、
今
後
は

こ
の
よ
う
な
畜
産
経
営
モ
デ
ル
を
用
い
て

北
里
八
雲
牛
の
増
産
を
達
成
し
、
地
元
で

消
費
可
能
な
販
売
方
式
を
確
立
す
る
こ
と

で
、
地
域
活
性
化
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

筆者と北里八雲牛と放牧地にて

H29.12.1 シンポジウム「聞いて食べる！もっと知ってほしい！
北里大学と北里八雲牛」試食会
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世
界
遺
産
を
活
か
し
て

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
取
り
組
む
田
辺
市

田
辺
市
は
、
和
歌
山
県
の
南
部
に
位
置

し
て
お
り
、
２
０
０
５
年
に
旧
田
辺
市
の

ほ
か
４
町
村
が
合
併
し
て
誕
生
し
、
現
在

の
人
口
は
約
７
万
４
千
人
、
面
積
は
約

１
０
２
６
平
方
㌔
で
、
近
畿
地
方
で
最
大

の
面
積
を
持
つ
地
方
都
市
で
あ
る
。
広
い

市
域
に
は
、
世
界
文
化
遺
産
「
紀
伊
山
地

の
霊
場
と
参
詣
道
」（
熊
野
古
道
）
を
は

じ
め
、
日
本
三
美
人
湯
で
知
ら
れ
る
「
龍

神
温
泉
」
や
、
日
本
最
古
の
湯
と
い
わ
れ

る
「
湯
の
峰
温
泉
」
な
ど
、
多
様
で
魅
力

的
な
地
域
資
源
を
有
し
、
世
界
遺
産
な
ど

を
活
か
し
た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

田
辺
市
熊
野
ツ
ー
リ
ズ
ム
ビ
ュ
ー
ロ
ー

（
以
下
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
）
は
、
市
町
村
合

併
に
よ
り
熊
野
古
道
の
メ
ー
ン
ル
ー
ト
で

あ
る
「
中
辺
路
ル
ー
ト
」
が
田
辺
市
を
横

断
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ

を
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
田
辺
市
内

の
５
つ
の
観
光
協
会
が
構
成
団
体
と
な
っ

た
官
民
共
同
の
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
団

体
と
し
て
２
０
０
６
年
に
設
立
さ
れ
た
。

ビ
ュ
ー
ロ
ー
設
立
後
、
ま
ず
「
観
光
戦

略
の
基
本
ス
タ
ン
ス
」
を
策
定
し
、
こ
れ
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
「
世
界
に
開
か
れ
た
持
続

可
能
な
観
光
地
」
を
目
指
す
こ
と
と
し
た
。

ま
た
、
外
国
人
を
呼
び
込
む
た
め
に
は

同
じ
外
国
人
の
感
性
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
、
外
国
人
ス
タ
ッ
フ
を
雇
用
す
る
と
と

も
に
、
看
板
整
備
な
ど
を
含
む
受
け
入
れ

体
制
の
整
備
、
情
報
整
理
と
情
報
発
信
を

行
っ
た
。
２
０
１
０
年
に
は
外
国
人
個
人

旅
行
者
に
も
対
応
し
た
旅
行
予
約
シ
ス
テ

ム
を
構
築
し
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
熊
野
の

旅
が
手
配
で
き
る
着
地
型
旅
行
業
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
、
地
元
な
ら
で
は
の
旅
行
商

品
の
販
売
と
、
き
め
細
や
か
な
サ
ポ
ー
ト

を
行
っ
て
い
る
。

今
回
の
実
践
塾
で
は
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略
の
紹
介
だ
け
で
な

く
、
地
域
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
に
も
登
壇
し

て
も
ら
い
、「
観
光
」
を
切
り
口
と
し
た

地
域
づ
く
り
が
広
が
り
を
み
せ
て
い
る
田

辺
市
の
事
例
を
紹
介
す
る
中
で
、「
持
続

可
能
な
観
光
地
」
を
目
指
し
て
い
く
た
め

に
は
何
が
重
要
な
の
か
、
と
い
う
こ
と
を

考
察
し
た
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
受
け
入
れ
る

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

１
日
目
は
、
筆
者
か
ら
前
述
の
ビ
ュ
ー

ロ
ー
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略
や
地
域
の
中

間
支
援
組
織
と
し
て
の
取
り
組
み
を
紹
介

し
た
。

続
い
て
、
Ｌ
Ｌ
Ｐ
タ
モ
リ
舎
代
表
の
中

村
文
雄
氏
と
、
霧
の
郷
た
か
は
ら
オ
ー

ナ
ー
の
小
竹
治
安
氏
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
迎

え
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
受
け
入
れ
と
地
域

経
済
の
両
立
を
テ
ー
マ
に
ト
ー
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

田
辺
市
で
は
、
人
口
減
少
な
ど
の
地
域

課
題
の
解
決
や
地
域
資
源
の
活
用
を
ビ
ジ

ネ
ス
と
両
立
さ
せ
る
人
材
の
育
成
と
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
の
創
出
を
目
指
し
て
「
た
な

べ
未
来
創
造
塾
」
を
創
設
し
、
こ
れ
ま
で

２
期
42
人
の
塾
生
を
輩
出
し
て
い
る
。
そ

の
第
１
期
生
で
も
あ
る
中
村
氏
は
、
空
洞

化
が
進
む
中
心
市
街
地
に
か
つ
て
の
賑
わ

い
を
取
り
戻
そ
う
と
、
築
80
年
の
古
民
家

を
改
修
し
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
＆
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
＆
カ
フ
ェ
バ
ー
「
ｔ
ｈ
ｅ�

Ｃ
Ｕ
Ｅ
」

を
オ
ー
プ
ン
し
、
観
光
客
と
移
住
者
、
地

域
住
民
が
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
（
交
流
）

す
る
拠
点
づ
く
り
を
し
て
い
る
。
ま
た
地

域
の
食
材
も
積
極
的
に
活
用
し
、
ジ
ビ
エ

バ
ー
ガ
ー
等
が
看
板
メ
ニ
ュ
ー
と
な
る
な

ど
、
地
域
の
中
で
さ
ら
な
る
広
が
り
を
見

せ
て
い
る
。

小
竹
氏
が
オ
ー
ナ
ー
を
つ
と
め
る
「
霧

の
郷
た
か
は
ら
」
は
、
熊
野
古
道
沿
い
に

あ
る
宿
泊
施
設
で
、
山
菜
な
ど
地
元
の
食

材
を
活
用
し
た
心
の
こ
も
っ
た
料
理
と
お

も
て
な
し
に
よ
り
、
外
国
人
観
光
客
を
魅

了
す
る
宿
と
し
て
、
旅
行
口
コ
ミ
サ
イ
ト

「
ト
リ
ッ
プ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
の
旅
館
部

門
で
国
内
３
位
に
選
ば
れ
て
い
る
。
英
語

だ
け
で
な
く
ス
ペ
イ
ン
語
や
中
国
語
に
も

堪
能
で
気
さ
く
な
オ
ー
ナ
ー
の
人
柄
も
宿

の
魅
力
と
な
っ
て
お
り
、
お
客
様
に
喜
ん

で
い
た
だ
く
た
め
に
即
興
で
ミ
ニ
ツ
ア
ー

を
開
催
す
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
た
な
べ
未
来
創

造
塾
事
務
局
・
田
辺
市
企
画
部
た
な
べ
営

業
室
主
任
の
鍋
屋
安
則
氏
か
ら
は
、
外
国

人
観
光
客
を
受
け
入
れ
る
こ
と
で
新
た
な

マ
ー
ケ
ッ
ト
が
生
ま
れ
、
そ
し
て
、
事
業

平
成
30
年
度
地
方
創
生
実
践
塾

和
歌
山
県
田
辺
市

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
方
創
生
の
人
材
の
担
い
手
と
な
る
人
材
の
養
成

を
目
的
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
地
方
創
生
実
践
塾
」
を
実
施
し
て
い
る
。
平
成

30
年
７
月
20
日
（
金
）
～
22
日
（
日
）
に
和
歌
山
県
田
辺
市
で
開
催
さ
れ
た
実
践
塾

の
内
容
に
つ
い
て
、（
一
社
）
田
辺
市
熊
野
ツ
ー
リ
ズ
ム
ビ
ュ
ー
ロ
ー
会
長
の
多
田
稔

子
氏
に
ご
報
告
い
た
だ
い
た
。�

�（
地
域
創
生
総
務
課
）

熊
野
古
道
に
外
国
人
観
光
客
を

 

呼
び
込
む
着
地
型
観
光

︱
世
界
に
開
か
れ
た
持
続
可
能
な
観
光
地
、

 

田
辺
・
熊
野
を
目
指
し
て
︱

多
田
　
稔
子

●●

（
一
社
）
田
辺
市
熊
野
ツ
ー
リ
ズ
ム
ビ
ュ
ー
ロ
ー
会
長
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者
の
収
入
と
な
る
こ
と
で
地
域
に
住
み
続

け
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
、
持
続
可
能
な
地

域
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な

い
か
と
、
経
済
の
重
要
性
に
触
れ
た
。

そ
の
後
、フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
し
て
、

「
ｔ
ｈ
ｅ�
Ｃ
Ｕ
Ｅ
」
を
含
む
田
辺
市
街
地

エ
リ
ア
の
視
察
を
行
っ
た
。

世
界
遺
産
・
熊
野
古
道
の 

「
保
全
」
と
「
活
用
」

２
日
目
は
、
和
歌
山
県
世
界
遺
産
セ
ン

タ
ー
長
の
辻
林
浩
氏
と
、
熊
野
本
宮
語
り

部
の
会
会
長
の
坂
本
勲
生
氏
に
、
世
界
遺

産
の
保
全
の
視
点
か
ら
講
演
し
て
い
た
だ

い
た
。
ま
た
、
教
育
現
場
で
は
、
小
中
学

校
に
お
け
る
総
合
学
習
の
一
環
と
し
て
、

「
ジ
ュ
ニ
ア
語
り
部
」
と
い
う
取
り
組
み

が
は
じ
ま
り
、
中
学
生
は
英
語
に
よ
る
熊

野
古
道
案
内
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
こ

と
な
ど
の
紹
介
も
あ
っ
た
。

講
演
の
後
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と

し
て
、
熊
野
本
宮
大
社
へ
と
向
か
う
ハ
イ

ラ
イ
ト
コ
ー
ス
の
熊
野
古
道
ウ
ォ
ー
ク
と
、

熊
野
古
道
の
保
全
活
動
で
あ
る
「
道
普
請
」

を
体
験
し
た
。
こ
の
道
普
請
は
、
世
界
遺

産
の
保
全
と
活
用
の
バ
ラ
ン
ス
を
上
手
く

保
つ
う
え
で
重
要
な
取
り
組
み
で
あ
る
。

継
続
性
の
あ
る
保
全
活
動
を
展
開
し
て
い

く
こ
と
が
、
地
域
の
価
値
を
高
め
続
け
る

こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
求
め
ら
れ
る 

お
も
て
な
し

３
日
目
は
、「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
求
め

ら
れ
る
お
も
て
な
し
」
を
テ
ー
マ
に
、

ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
部

長
の
ブ
ラ
ッ
ド
・
ト
ウ
ル
氏
に
よ
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
た
。

い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
カ
ー

ド
ゲ
ー
ム
を
行
っ
た
。
こ
の
ゲ
ー
ム
を
通

じ
、
外
国
人
観
光
客
が
日
本
を
訪
れ
た
際

に
感
じ
る
文
化
の
違
い
や
ル
ー
ル
の
違
い

が
ど
う
い
う
こ
と
か
を
実
感
し
、
そ
の
上

で
い
か
に
相
手
に
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と

が
大
切
か
を
学
ん
だ
。
そ
の
後
、
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
と
し
て
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
が
持
つ
課
題
も
含
め
て
議
論
を
重
ね

た
。
最
後
に
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
で
議

論
し
た
こ
と
を
発
表
し
、
今
回
の
学
び
を

共
有
し
た
。

最
後
に
筆
者
か
ら
、
地
域
に
観
光
客
を

誘
客
す
る
私
た
ち
は
、
常
に
地
域
に
対
し

て
「
責
任
」
と
「
敬
意
」
を
持
っ
て
お
く

必
要
が
あ
る
と
同
時
に
、
観
光
客
自
身
に

も
、地
域
に
対
し
て
「
責
任
」
と
「
敬
意
」

を
持
っ
て
訪
れ
て
も
ら
う
こ
と
が
、「
持

続
可
能
な
観
光
地
」
に
つ
な
が
っ
て
い
く

の
で
は
な
い
か
、と
い
う
ま
と
め
を
述
べ
、

実
践
塾
を
終
え
た
。

地方創生実践塾（和歌山県田辺市）の概要

テーマ：世界に開かれた持続可能な観光地　田辺・熊野を目指して

� 主任講師：（一社）田辺市熊野ツーリズムビューロー　会長�多田稔子�氏
　１日目：７月20日（金）
	 講義「熊野古道に外国人観光客を呼び込む着地型観光」
	 　講師：（一社）田辺市熊野ツーリズムビューロー	会長	多田稔子	氏
	 パネルディスカッション		「新たなまちづくりへの挑戦	―観光×仕事で	

持続可能な地域を創ろう―」
	 コーディネーター：		「たなべ未来創造塾」事務局 /田辺市企画部たなべ営業室　

主任	鍋屋安則	氏
	 パネリスト：		LLP タモリ舎　代表	中村文雄	氏	

霧の郷たかはら　オーナー	小竹治安	氏
	 フィールドワーク		「市街地エリア」	

○南方熊楠顕彰館　○鬪雞神社　○熊野トラベル	
○ the	CUE

　２日目：７月21日（土）
	 講義「世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」について」
	 　講師：和歌山県世界遺産センター　センター長	辻林浩	氏
	 講義「世界遺産保全の取組」
	 　講師：熊野本宮語り部の会　会長	坂本勲生	氏
	 フィールドワーク		「熊野古道エリア」	

○		伏拝口〜伏拝王子〜道普請体験〜三軒茶屋跡〜祓殿王子〜
熊野本宮大社〜大斎原

　３日目：７月22日（日）
	 ワークショップ「インバウンドに求められるおもてなし」
	 講師：		（一社）田辺市熊野ツーリズムビューロー　プロモーション事業部長	

ブラッド・トウル	氏
	 総括：（一社）田辺市熊野ツーリズムビューロー　会長	多田稔子	氏 集合写真

ワークショップ（３日目）

フィールドワーク「道普請体験」（２日目）
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調
査
先
に
つ
い
て

調
査
先
は
、
静
岡
県
裾
野
市
、
兵
庫
県

神
戸
市
、
広
島
県
、
愛
媛
県
西
予
市
、
総

務
省
、
伊
藤
忠
商
事
株
式
会
社
、
サ
イ
ボ

ウ
ズ
株
式
会
社
、
日
本
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト

株
式
会
社
、ヤ
フ
ー
株
式
会
社
の
９
カ
所
。

調
査
内
容
は
、
イ
ク
ボ
ス
、
時
差
出
勤
、

朝
型
勤
務
、
業
務
の
省
力
化
・
労
働
生
産

性
向
上
、
時
間
外
勤
務
の
縮
減
、
オ
フ
ィ

ス
改
革
、
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
な
ど
と
し
た
。

調
査
結
果
と
考
察

９
カ
所
の
調
査
先
を
訪
問
し
調
査
し
た

結
果
、
取
り
組
み
内
容
は
様
々
で
は
あ
る

が
、
そ
の
進
め
方
に
次
の
３
つ
の
共
通
点

が
み
ら
れ
た
。

１
．
取
り
組
み
の
き
っ
か
け
の
多
く
は
首

長
や
経
営
者
ら
ト
ッ
プ
か
ら
の
発
案
で

あ
っ
た
。
組
織
の
ト
ッ
プ
が
率
先
し
て

推
進
す
る
こ
と
が
、
組
織
全
体
の
「
働

き
方
改
革
」
に
対
す
る
意
識
向
上
に
つ

な
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

２
．
制
度
を
利
用
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

を
行
っ
て
い
た
。制
度
を
利
用
す
る
際
、

職
場
内
で
の
理
解
不
足
や
、
厳
格
な
条

件
が
取
得
を
困
難
と
さ
せ
て
い
る
。
そ

こ
で
、
制
度
利
用
の
承
認
側
で
あ
る
管

理
職
の
取
得
を
促
す
こ
と
で
理
解
を
得

る
な
ど
、
制
度
を
利
用
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
や
利
用
者
目
線
に
立
っ
た
制
度

設
計
を
行
っ
て
い
る
。

３
．
時
間
や
場
所
に
と
ら
わ
れ
な
い
働
き

方
を
進
め
る
一
方
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
活
性
化
す
る
た
め
の
工
夫
が

あ
っ
た
。
例
え
ば
、
固
定
席
を
設
け
な

い
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
の
実
施
は
、
そ
の

時
々
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
応
じ
た
座
席

配
置
が
可
能
と
な
り
、
周
囲
と
の
協
議

が
容
易
と
な
る
環
境
を
整
備
で
き
る
。

ま
た
、
定
期
的
に
上
司
と
部
下
が
１
対

１
で
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
個
人
の

想
い
や
目
標
を
引
き
出
し
て
い
る
例
も

あ
っ
た
。こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、

上
司
や
同
僚
が
業
務
の
目
標
や
課
題
、

進
捗
を
共
有
す
る
機
会
が
増
加
し
、
よ

り
効
果
的
な
作
業
方
法
を
提
案
す
る
こ

と
で
個
人
の
能
力
を
引
き
上
げ
、
労
働

生
産
性
向
上
に
つ
な
げ
て
い
る
。

自
治
体
に
で
き
る
こ
と

こ
う
し
た
先
進
事
例
の
取
り
組
み
実
績

を
踏
ま
え
、
自
治
体
が
働
き
方
改
革
を
進

め
る
に
あ
た
り
何
が
で
き
る
か
を
考
察
し

た
。

○
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性
化

対
話
の
機
会
を
増
や
し
、
良
好
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性
化
を
図
る
こ

と
が
、
労
働
生
産
性
向
上
に
効
果
的
で
あ

る
と
考
え
る
。

そ
こ
で
、
職
員
の
お
か
れ
て
い
る
状
況

を
適
切
に
把
握
し
、
評
価
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
加
え
て
、
小
さ
な
成
果

で
も
褒
め
合
え
る
風
土
づ
く
り
が
、
仕
事

に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性

化
は
視
点
や
価
値
観
の
違
う
職
員
が
ア
イ

デ
ア
を
出
し
合
う
こ
と
で
、
新
た
な
事
業

（
住
民
サ
ー
ビ
ス
）
が
創
出
さ
れ
る
こ
と

も
期
待
で
き
る
。

○
利
用
者
目
線
に
立
っ
た
制
度
設
計

育
児
休
暇
や
テ
レ
ワ
ー
ク
、
時
差
出
勤

な
ど
は
、
共
働
き
家
庭
の
増
加
な
ど
に
よ

り
家
庭
内
で
の
育
児
・
介
護
に
か
か
る
負

担
が
増
加
し
て
い
る
現
代
社
会
に
お
い
て

は
、
有
効
な
制
度
で
あ
り
、
積
極
的
に
取

り
入
れ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

し
か
し
、
制
度
が
創
設
さ
れ
て
も
、
職
場

内
で
の
理
解
不
足
や
利
用
の
届
け
出
が
煩

雑
で
あ
る
と
利
用
に
つ
な
が
ら
な
い
。

そ
こ
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
で
職

員
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
利
用
し
や
す
い
制

度
設
計
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

○
働
き
方
改
革
の
取
り
組
み
へ
の
決
意

今、ワークスタイルの変革（これまでの働き方ではない新しい働き方）が求められており、その背景には、「社
会を取り巻く環境の変化」「生活環境の変化」「勤務形態の変化」がある。このような背景から、国は働く人の視
点に立って労働制度の抜本改革を行い、企業文化や風土も含めて変えようと、働き方改革実行計画が策定された。
働き方改革は、処遇の改善（賃金など）、制約の克服（時間・場所など）、キャリアの構築の３つに分類され、

取り組みが進められているが、従前からの働き方や働く人の意識を変えることは容易ではなく、労働生産性が向
上していないのが現状である。
本研究は、働きやすい環境で効率的に仕事をする方法に焦点を当て、「労働生産性向上」「柔軟な働き方がしや

すい環境整備」「子育て・介護と仕事の両立」の３テーマに論点を絞って調査した。

働きやすい環境で効率的に仕事をする方法 自
主
研
究―自治体の「働き方改革」推進に向けて―

静
岡
県
裾
野
市
、
兵
庫
県
神
戸
市
、
広
島
県
、
愛
媛
県
西
予
市
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自
治
体
に
お
け
る
「
働
き
方
改
革
」
に

係
る
業
務
は
、
時
差
出
勤
は
人
事
部
局
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
は
情
報
部
局
と
い
っ
た
よ

う
に
所
管
が
異
な
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の

こ
と
は
、
専
門
的
・
効
率
的
に
業
務
を
遂

行
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
で
は
あ
る

が
、
所
管
す
る
業
務
だ
け
を
注
視
し
が
ち

に
な
り
、
業
務
の
全
体
像
や
ビ
ジ
ョ
ン
の

認
識
が
十
分
で
は
な
い
場
合
が
あ
る
。

所
管
部
局
を
横
断
し
た
チ
ー
ム
を
組
織

し
、
業
務
の
全
体
像
や
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有

す
る
こ
と
で
推
進
力
を
高
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

○
労
働
生
産
性
向
上
の
評
価

自
治
体
に
お
い
て
労
働
生
産
性
向
上
を

測
る
指
標
と
し
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
満
足

度
や
時
間
外
勤
務
の
短
縮
が
挙
げ
ら
れ

る
。
住
民
満
足
度
を
下
げ
る
こ
と
な
く
、

時
間
外
勤
務
及
び
無
駄
な
経
費
を
削
減
す

る
こ
と
が
、「
働
き
方
改
革
」
の
成
果
と

し
て
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
を
把
握
す
る
手

法
の
１
つ
と
し
て
、
業
務

毎
に
か
か
っ
た
時
間
・
人

員
な
ど
を
成
果
と
と
も
に

可
視
化
す
る
手
法
が
有
効

で
あ
る
と
考
え
る
。ま
た
、

民
間
企
業
と
の
人
事
交
流

を
通
じ
て
、
外
部
か
ら
の
視
点
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
る
な
ど
民
間
企
業
の
働
き
方

を
学
ぶ
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。ま

と
め

自
治
体
に
お
け
る
長
時
間
労
働
は
増
加

傾
向
に
あ
り
、
そ
の
是
正
は
、
深
刻
な
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

少
子
高
齢
化
、
生
産
年
齢
人
口
の
減
少

に
伴
い
、
家
庭
内
で
の
育
児
・
介
護
に
か

か
る
負
担
や
職
場
内
で
の
１
人
当
た
り
の

業
務
量
が
増
加
し
て
お
り
、
自
治
体
職
員

に
お
い
て
も
、
効
率
的
な
働
き
方
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
今
回
、
焦
点
を
当
て
た
労

働
生
産
性
向
上
、
柔
軟
な
働
き
方
が
し
や

す
い
環
境
整
備
、
子
育
て
・
介
護
と
仕
事

の
両
立
は
、
時
間
外
勤
務
の
削
減
や
職
員

自
身
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
て
い

く
。
時
間
外
勤
務
の
削
減
に
よ
っ
て
私
生

活
に
費
や
す
こ
と
の
で
き
る
時
間
が
増
え

れ
ば
、
私
生
活
が
充
実
し
仕
事
の
活
力
向

上
へ
と
つ
な
が
る
。
地
域
活
動
に
参
加
す

る
な
ど
住
民
と
向
き
合
う
時
間
も
確
保
で

き
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
自
治

体
の
最
大
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
住
民
の

満
足
度
（
幸
福
度
）
向
上
に
資
す
る
も
の

で
あ
り
、
自
治
体
に
お
い
て
も
「
働
き
方

改
革
」
を
一
層
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

働
く
人
の
目
線
に
立
っ
た
制
度
設
計
と

働
く
人
が
変
化
を
実
感
し
た
上
で
、
成
果

を
可
視
化
す
る
こ
と
が
「
働
き
方
改
革
」

の
推
進
力
に
な
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
と
ボ
ト
ム
ア
ッ

プ
の
両
面
か
ら
取
り
組
む
こ
と
で
、
よ
り

一
層
の
一
体
感
と
推
進
力
が
生
ま
れ
る
こ

と
が
期
待
で
き
る
の
で
、
そ
の
よ
う
な
取

り
組
み
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

◆
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

　

自
主
研
究
グ
ル
ー
プ

雲
峰　

隆
光
、　

塚
原　

千
晶

篠
原　
　

歩
、　

圓
田　

空
美

稲
田　

行
寛
、　

小
藤　

博
之

安
藤　

修
一
、　

渋
澤　

大
樹

吾
郷　

紘
平

図：働き方改革の実現に向けた課題及び検討テーマ（出典：政府による働き方改革実行計画）

フリーアドレス制を導入（愛媛県西予市）

視察の様子（伊藤忠商事）
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自
伐
型
林
業
の
先
進
地
―
佐
川
町

高
知
県
佐
川
町
は
、
森
林
率
が
70
％
を

超
え
て
お
り
、
堀
見
氏
が
佐
川
町
長
に
就

任
後
、
自
伐
型
林
業
を
町
政
の
柱
に
据
え

て
い
ま
す
。
自
伐
型
林
業
推
進
の
た
め
、

担
い
手
の
育
成
や
林
地
の
集
約
、
森
林
情

報
の
整
備
を

行
っ
て
い
ま

す
。
中
で
も

担
い
手
育
成

は
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊

を
毎
年
雇
用

し
、
自
伐
型

林
業
チ
ー
ム

を
つ
く
り
、

技
術
研
修
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、間
伐
材
は
、

「
さ
か
わ
発
明
ラ
ボ
」
と
い
う
も
の
づ
く

り
体
験
型
講
座
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

百
年
の
森
林
構
想
―
西
粟
倉
村

岡
山
県
西
粟
倉
村
は
、
面
積
の
95
％
が

森
林
で
、
そ
の
85
％
が
人
工
林
で
す
。
こ

の
森
林
は
、
未
来
を
生
き
る
子
や
孫
の
た

め
、
先
人
が
50
年
間
守
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
想
い
を
大
切
に
し
、
こ
れ
か
ら
50
年

先
も
森
林
を
守
る
た
め
、
同
村
で
は

２
０
０
８
年
に
「
百
年
の
森
林
構
想
」
を

策
定
、
翌
年
か
ら
「
百
年
の
森
林
事
業
」

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
、
同
村
地
方
創
生

特
任
参
事
の
上
山
隆
浩
氏
は
語
り
ま
し

た
。
森
林
所
有
者
と
同
村
が
10
年
間
の
管

理
協
定
を
締
結
し
、
森
林
の
集
約
化
や
間

伐
、
作
業
道
の
整
備
等
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
行
政
と
民
間
が
連
携
し
て
森

林
を
家
具
や
食
器
な
ど
の
も
の
づ
く
り
に

活
か
す
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。

廃
校
を
再
利
用 

―
東
京
お
も
ち
ゃ
美
術
館

東
京
お
も
ち
ゃ
美
術
館
館
長
の
多
田
氏

は
、廃
校
に
な
っ
た
小
学
校
を
利
用
し
て
、

お
も
ち
ゃ
の
体
験
型
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
運

営
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
は
、
木
の
ぬ
く
も

り
が
溢
れ
る
空
間
で
あ
り
、
憩
い
の
場
と

し
て
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。
木
育
活
動

を
全
国
に
広
め
る
た
め
、
現
在
、
各
地
で

姉
妹
お
も
ち
ゃ
美
術
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
国
で
拡
大
し
て

い
る
木
育
や
お
も
ち
ゃ
美
術
館
に
よ
る
地

方
創
生
の
取
り
組
み
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

１
日
目
の
最
後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

こ
の
日
の
講
義
の
内
容
を
踏
ま
え
た
質
問

を
講
師
に
な
げ
か
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
情
報
を
共
有
す
る
た
め
の
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

東
京
お
も
ち
ゃ
美
術
館
見
学

２
日
目
は
、
東
京
お
も
ち
ゃ
美
術
館
を

見
学
し
ま
し
た
。
館
内
に
は
様
々
な
木
の

お
も
ち
ゃ
が
置
か
れ
て
お
り
、
一
歩
部
屋

に
入
る
と
心
地
よ
い
木
の
香
り
が
漂
い
、

お
も
ち
ゃ
づ
く
り
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
工
房
や
、
木
の
恵
み
を
全
身
で
感
じ
ら

れ
る
「
赤
ち
ゃ
ん
木
育
ひ
ろ
ば
」
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
。

参
加
者
た
ち
は
、
懐
か
し
い
学
校
の
雰

囲
気
を
味
わ
い
な
が
ら
、
木
の
魅
力
に
惹

き
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

Ｉ
Ｔ
×
木
材
事
業

小
友
木
材
店
の
小
友
康
広
代
表
は
、
木

材
店
・
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
・

Ｉ
Ｔ
の
多
分
野
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
知
識
と
経
験
を
活
か
し
、
小
友
氏

は
「
世
界
で
一
番
カ
ッ
コ
イ
イ
木
材
店
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
日
本
で
一
番
Ｉ
Ｔ
を

活
用
し
た
木
材
店
に
な
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
取
り
組
み

に
つ
い
て
、「
Ｓ
ｈ
ｏ
ｐ　

Ｂ
ｏ
ｔ
」
と

い
う
デ
ジ
タ
ル
製
造
加
工
機
を
用
い
て
、

複
雑
な
切
断
を
正
確
か
つ
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

に
で
き
る
こ
と
な
ど
の
紹
介
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
の
木
材
業
界
で
の
ビ
ジ
ネ

ス
の
可
能
性
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
Ｉ
Ｔ

×
木
材
事
業
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

◆
講
師

東
京
お
も
ち
ゃ
美
術
館
館
長

�

多
田�

千
尋　

氏

高
知
県
佐
川
町
町
長

�

堀
見�

和
道　

氏

岡
山
県
西
粟
倉
村
地
方
創
生
特
任
参
事

�

上
山�

隆
浩　

氏

株
式
会
社
小
友
木
材
店
代
表
取
締
役

�

小
友�

康
広　

氏

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
事
業
室

●
一
之
瀬　

勇
次

�

（
滋
賀
県
愛
荘
町
か
ら
出
向
）

平
成
30
年
度

新
た
な
知
と
方
法
を
生
む
土
日
集
中
セ
ミ
ナ
ー

東京おもちゃ美術館見学風景

森
の
恵
み
で
豊
か
な
輪
を
編
む

～
森
林
資
源
を
活
用
し
た
新
た
な
循
環
の
仕
組
み
～

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
土
日
で
な
け
れ
ば
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
す
る
こ
と
が

困
難
な
地
域
づ
く
り
に
熱
意
の
あ
る
方
を
対
象
に
「
新
た
な
知
と
方
法
を
生
む
土
日

集
中
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
第
３
回
は
、
７
月
14
日
（
土
）
～
15
日
（
日
）
に
東
京
・
日
本
橋
の
地

域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
と
東
京
・
四
谷
の
東
京
お
も
ち
ゃ
美
術
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

現
在
、
森
林
を
地
域
の
貴
重
資
源
と
し
て
活
用
す
る
動
き
が
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
同
館
の
多
田
千
尋
館
長
、
高
知
県
佐
川
町
の
堀
見
和
道
町
長
ら
を
講
師
に
お

招
き
し
、「
森
の
恵
み
で
豊
か
な
輪
を
編
む
～
森
林
資
源
を
活
用
し
た
新
た
な
循
環
の

仕
組
み
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
森
林
と
の
関
わ
り
方
・
活
か
し
方
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
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広報室
だより―日本橋イベントスペース利用料改定のお知らせ―

【問合せ先】　‌‌一般財団法人地域活性化センター　振興部地域づくり情報課‌
TEL：03-5202-6138　FAX：03-5202-0755‌　E-mail：jouhou@jcrd.jp

＜イベントの様子＞

地域活性化センターでは、自治体や物産・観光協会、広域行政事務組合など、地域産品や観光資源、地
域イベント等を首都圏でＰＲする団体の活動を支援する「地域産品・観光おこし促進支援事業」として、
東京・日本橋にある日本橋イベントスペースを提供しております。同スペースでは、全国の自治体が地元
ならではの商品を販売し、毎回大勢のお客様で賑わっています。
今後も上記事業は継続予定で、来年度の利用団体募集は１月〜２月を予定していますが、利用月ごとの
テント貸出料を下記のとおりに改めさせていただくことになりましたのでお知らせします。

●イベント会場
日本橋プラザビル　イベントスペース
（東京都中央区日本橋２－３－４　日本橋プラザビル１階　南広場）

●利用団体募集期間
平成 31 年１月下旬〜２月下旬（予定）

●利用対象団体
地方公共団体、物産・観光協会（これらに準ずる公共的団体）、広域行政事務組合及びそれらが複数で構
成する団体（実行委員会形式を含む）。

●利用日数
１団体につき１日〜２日（土日祝日及び年末年始を除く）

●利用料 （単位：円）

利用する月 テント貸出料
（テント１張／
日あたりの単価）

会場使用料
（１日あたりの単価）改定後 改定前

２月、４月、８月 １月、３月、４月、８月 10,000

10,000１月、３月、６月、７月、12 月 ２月、５月、６月、12 月 15,000

５月、９月、10 月、11 月 ７月、９月、10 月、11 月 20,000

※試飲・試食用テントの利用についても、上記テント貸出料の単価を適用します。
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真
田
十
万
石
の
城
下
町
信
州
松
代

長
野
市
松
代
町
は
長
野
市
の
最
南
部
に

位
置
し
、
市
の
人
口
約
38
万
人
の
う
ち
約

１
万
７
５
０
０
人
を
有
す
る
。
昭
和
41
年

に
長
野
市
に
合
併
し
た
が
町
の
歴
史
は
古

く
、
真
田
十
万
石
の
城
下
町
と
し
て
の
面

影
が
色
濃
く
残
り
、
江
戸
時
代
の
絵
地
図

を
片
手
に
散
策
が
で
き
る
町
だ
。
幕
末
に

開
国
を
唱
え
た
先
覚
者
佐
久
間
象
山
、
日

本
初
の
本
格
的
舞
台
女
優
と
し
て
活
躍
し

た
松
井
須
磨
子
な
ど
、
時
代
を
超
え
て
多

く
の
人
材
を
輩
出
し
て
き
た
町
で
も
あ

る
。こ

う
し
た
歴
史
的
文
化
遺
産
が
豊
富
な

町
で
は
あ
る
が
、長
野
市
の
中
に
埋
没
し
、

長
い
間
そ
の
資
源
を
十
分
に
活
か
せ
ず
停

滞
し
て
い
た
た
め
、
住
民
に
も
「
松
代
は

だ
め
だ
、
発
展
し
な
い
」
と
悲
観
す
る
声

が
多
か
っ
た
。
こ
の
空
気
を
変
え
て
い
こ

う
と
立
ち
上
が
っ
た
の
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
夢

空
間
だ
。

ま
ち
づ
く
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人�

夢
空
間
が
発
足

平
成
12
年
に
長
野
市
が
住
民
の
参
画
を

得
て
策
定
し
た
「
長
野
市
松
代
地
区
中
心

市
街
地
活
性
化
計
画
（
信
州
松
代
ま
る
ご

と
博
物
館
構
想
）」
を
住
民
が
主
体
と
な

っ
て
実
現
し
よ
う
と
有
志
１
０
０
人
が
平

成
13
年
６
月
に
「
夢
空
間
松
代
の
ま
ち
と

心
を
育
て
る
会
」
を
設
立
し
、
翌
年
６
月

に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
認
証
を
受
け
た
（
現
在

会
員
数
１
８
０
）。

（
１
）地
域
の
お
宝（
地
域
資
源
）再
発
見
！

初
め
に
取
り
組
ん
だ
の
が
「
武
家
屋
敷

の
お
庭
拝
見
」
で
あ
る
。
武
家
屋
敷
ゾ
ー

ン
に
は
江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
る
水
路
網

（
川
・
セ
ギ
・
泉
水
路
）
と
、
池
庭
（
泉
水
）

の
あ
る
民
家
が
数
多
く
あ
る
こ
と
を
知

り
、
10
軒
の
お
宅
の
協
力
を
得
て
「
武
家

屋
敷
の
お
庭
拝
見
」
を
開
催
。
足
元
に
は

「
地
域
資
源
」
と
い
う
お
宝
が
あ
る
こ
と

に
気
づ
か
さ
れ
た
。
こ
の
時
、
信
州
大
学

農
学
部
造
園
学
科
研
究
室
の
佐
々
木
邦
博

教
授
と
の
ご
縁
が
で
き
て
、
伝
統
環
境
の

保
存
の
機
運
を
高
め
る
た
め
に
毎
年
「
武

家
屋
敷
の
お
庭
拝
見
」
を
開
催
、
協
力
軒

数
は
約
50
軒
ま
で
増
加
し
た
。
現
在
、
お

庭
所
有
者
の
高
齢
化
が
進
む
中
、
地
域
で

伝
統
環
境
を
保
全
し
て
い
く
方
法
を
、
地

元
や
行
政
へ
積
極
的
に
提
案
し
て
い
る
。

ま
た
、
松
代
仏
教
会
の
協
力
を
得
て
松

代
高
校
美
術
部
の
生
徒
さ
ん
に
33
の
お
寺

を
め
ぐ
る
ス
タ
ン
プ
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
も

ら
い
、
数
年
か
け
て
各
お
寺
に
ス
タ
ン
プ

を
配
置
、
寺
め
ぐ
り
に
よ
る
町
の
活
発
化

を
目
指
し
て
き
た
。

（
２
）‌‌

街
並
み
環
境
整
備
事
業
導
入
へ
と

発
展

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
夢
空
間
に
よ
る
「
町
屋
町

並
み
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
」
の
実
施
は
、
行
政

へ
の
街
並
み
保
存
の
要
望
活
動
へ
と
発
展

し
た
。
地
元
の
要
望
を
踏
ま
え
て
長
野
市

は
、
平
成
14
年
か
ら
松
代
に
国
の
「
街
並

み
環
境
整
備
事
業
」
を
導
入
。
松
代
の
中

心
市
街
地
72
㌶
に
お
い
て
各
字
町
単
位
で

景
観
住
民
協
定
を
結
び
、
10
年
間
に
わ
た

り
城
下
町
ら
し
い
街
並
み
整
備
が
実
施
さ

れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
松
代
の
街
並
み
の

魅
力
は
飛
躍
的
に
向
上
し
、
町
を
誇
り
に

思
う
住
民
が
増
え
て
い
っ
た
。
ダ
メ
な
松

代
か
ら
の
大
転
換
で
あ
る
。

（
３
）‌‌

歴
史
的
建
造
物
の
保
存
と‌

利
活
用
の
推
進

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
松
代

に
は
貴
重
な
歴
史
的
建
造
物
が
沢
山
残
っ

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
保
存
利
活
用
の

た
め
に
国
の
登
録
有
形
文
化
財
へ
の
登
録

を
進
め
、
現
在
ま
で
に
36
カ
所
79
件
を
登

録
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
そ
の
過
程
で
、

江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
に
か
け
て
建
設

さ
れ
た
町
屋
が
空
き
家
に
な
っ
て
久
し

く
、
所
有
者
が
手
放
し
た
い
と
の
意
向
で

あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
こ
で
、
Ｎ
Ｐ

歴
史
的
文
化
遺
産
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

―
ま
ち
全
体
が
博
物
館
と
な
り
、着
地
型
観
光
へ
―

香
山
　
篤
美

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
夢
空
間
松
代
の

ま
ち
と
心
を
育
て
る
会　

理
事
長

団体プロフィール
設立＝平成13年6月
代表者＝理事長　香山篤美
構成人数＝180人

〈連絡先〉
〒381-1231
長野市松代町松代（伊勢町）
577
TEL・FAX　026-278-1277

ＮＰＯ法人夢空間松代の
まちと心を育てる会
（長野県長野市松代町）

地域づくりの
現場から

全国協議会登録団体の紹介
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Ｏ
法
人
夢
空
間
に
よ
る
現
地
見
学
会
や
専

門
家
に
よ
る
講
演
会
を
開
催
、
そ
れ
に
よ

り
住
民
の
間
に
保
存
の
機
運
が
高
ま
り
、

市
行
政
へ
働
き
か
け
を
行
っ
た
。
そ
の
結

果
、
市
が
空
き
家
を
買
い
取
っ
て
修
復
保

存
し
、
平
成
27
年
４
月
に
地
域
交
流
の
拠

点
「
寺
町
商
家
」（
長
野
市
指
定
文
化
財
）

と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
。
現
在
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
夢
空
間
が
指
定
管
理
者
と
し
て
ワ
ン
デ

イ
シ
ェ
フ
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
。

（
４
）「
町
全
体
が
ま
る
ご
と
博
物
館
」
に

こ
う
し
た
様
々
な
取
り
組
み
に
よ
っ
て

町
内
に
点
在
し
て
い
た
歴
史
的
文
化
遺
産

が
線
と
し
て
つ
な
が
り
、
面
と
な
っ
て
、

次
第
に
「
町
全
体
が
ま
る
ご
と
博
物
館
」

と
な
っ
て
い
っ
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
夢
空
間

で
は
発
足
以
来
、
会
員
が
実
際
に
町
を
歩

い
て
「
魅
力
ス
ポ
ッ
ト
」
を
写
真
に
撮
り
、

テ
ー
マ
別
・
地
区
別
ま
ち
歩
き
コ
ー
ス
を

開
発
し
て
ま
ち
歩
き
マ
ッ
プ
や
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
を
約
20
冊
作
成
、
ま
ち
歩
き
観
光
の

活
発
化
を
図
っ
て
き
た
。

ま
ち
づ
く
り
か
ら�

着
地
型
ま
ち
歩
き
観
光
へ

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
が
活
発
化
す

る
の
を
受
け
て
、
長
野
市
は
国
史
跡
松
代

城
の
整
備
が
完
成
し
た
平
成
16
年
を
契
機

に
、
松
代
へ
の
観
光
誘
客
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
展
開
す
る
ま
で
に
な
っ
て
い
っ
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
夢
空
間
で
は
、
行
政
の
観

光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
合
わ
せ
て
平
成
22
年

に
商
店
街
空
き
店
舗
を
活
用
し
た
「
松
代

ま
ち
歩
き
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
。「
ま
ち

歩
き
観
光
」
の
拠
点
と
し
て
活
用
を
図
っ

て
き
た
。
町
の
北
側
に
位
置
す
る
松
代
城

を
中
心
と
し
た
観
光
客
の
流
れ
を
東
側
に

あ
る
商
店
街
に
呼
び
込
み
、
ま
ち
歩
き
観

光
の
中
で
消
費
を
喚
起
す
る
仕
組
み
と
し

た
。「
各
種
ま
ち
歩
き
」
の
開
催
や
、
全

国
各
地
か
ら
の
「
ま
ち
づ
く
り
視
察
」
の

受
け
入
れ
な
ど
を
通
じ
て
地
域
経
済
振
興

に
努
め
て
い
る
。

「
全
国
町
並
み
ゼ
ミ
」
開
催
で�

さ
ら
な
る
発
展
を

今
年
の
11
月
16
日
～
18
日
に
、
松
代
を

主
会
場
に
４
０
０
人
規
模
の
第
41
回
全
国

町
並
み
ゼ
ミ
長
野
松
代
・
善
光
寺
大
会
が

開
催
さ
れ
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
夢
空
間
は
、

実
行
委
員
会
の
中
核
と
な
っ
て
準
備
を
進

め
て
い
る
。
こ
の
大
会
開
催
を
通
じ
て
、

歴
史
的
な
街
並
み
を
保
存
し
て
地
域
を
活

性
化
し
よ
う
と
す
る
全
国
各
地
の
人
々
と

の
交
流
が
深
ま
り
、
松
代
の
人
々
の
歴
史

的
文
化
遺
産
を
大
切
に
し
た
ま
ち
づ
く
り

へ
の
理
解
が
深
ま
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
。
こ
う
し
た
住
民
の
意
識
の
高
ま
り
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
住
む
人
に
は
暮
ら
し

や
す
く
、
訪
れ
る
人
に
は
心
憩
え
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
、
次
世
代
に
よ
り
良
い
松

代
を
継
承
し
て
い
き
た
い
。

全国町並みゼミ実行委員会

まち歩きセンター視察

松代城

寺町商家
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福
井
県
南
西
部
、
若
狭
地
域
の
中
央
に
位
置
す
る
小
浜
市
は
、

京
都
府
や
滋
賀
県
か
ら
ほ
ど
近
い
人
口
約
２
万
９
千
人
の
小
さ
な

地
方
都
市
で
す
。
古
く
か
ら
日
本
海
側
の
交
易
の
要
港
と
し
て
栄

え
、
塩
や
海
産
物
な
ど
の
豊
富
な
食
材
で
都
の
食
文
化
を
支
え
て

き
た
「
御
食
国
」
と
し
て
の
歴
史
を
有
し
て
お
り
、
そ
の
歴
史
を

物
語
る
「
御
食
国
若
狭
と
鯖
街
道
～
海
と
都
を
つ
な
ぐ
若
狭
の
往

来
文
化
遺
産
群
～
」
と
「
荒
波
を
越
え
た
男
た
ち
の
夢
が
紡
い
だ

異
空
間
～
北
前
船
寄
港
地
・
船
主
集
落
～
」
が
日
本
遺
産
の
認
定

を
受
け
、
福
井
県
内
で
唯
一
２
件
の
日
本
遺
産
を
も
つ
市
と
な
り

ま
し
た
。

日
本
遺
産
認
定
に
裏
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
本
市
に
は
、
豊
か

な
自
然
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
誇
る
べ
き
「
食
材
」
が
あ
り
、ま
た
、

脈
々
と
受
け
伝
え
ら
れ
て
き
た
尊
い
「
食
文
化
」
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
平
成
13
年
よ
り
全
国
初
と
な
る
「
食
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。「
食
」
を
通
じ
た
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
り
組

み
の
一
端
と
し
て
、
幼
児
を
対
象
と
し
た
食
育
体
験
学
習
「
キ
ッ

ズ
・
キ
ッ
チ
ン
」
や
学
校
給
食
の
食
材
を
各
小
学
校
区
内
で
調
達

す
る
「
校
区
内
地
場
産
学
校
給
食
」
な
ど
の
各
種
施
策
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
市
が
誇
る
「
食
」
へ
の
取
り
組
み
を
、
将
来
世
代
へ

継
承
し
、
さ
ら
に
発
展
す
べ
く
、
ま
ず
は
基
本
と
な
る
１
次
産
業

の
成
長
産
業
化
を
目
指
し
て
、６
次
産
業
化
の
推
進
や
農
地
集
積
・

大
規
模
園
芸
化
な
ど
に
よ
る
生
産
体
制
の
強
化
を
図
る
と
と
も

に
、
本
市
の
基
盤
産
業
で
あ
る
水
産
業
や
食
品
加
工
業
な
ど
の
食

関
連
産
業
の
強
化
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
方
創
生
の
理
念
で
も
あ
る
「
外
貨
を
稼
ぐ
」
取
り

組
み
と
し
て
、「
食
」
を
軸
と
し
た
観
光
事
業
の
展
開
に
よ
る
観

光
消
費
額
の
拡
大
や
雇
用
の
創
出
と
い
っ
た
地
域
経
済
の
好
循
環

の
実
現
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
鯖
街
道
起
点
の
ま
ち
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
分

か
る
よ
う
に
、
本
市
を
代
表
す
る
魚
で
あ
る
「
鯖
」
に
つ
い
て�

、

そ
の
漁
獲
量
が
近
年
、
激
減
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成
28
年
度

に
「
鯖
、
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、
鯖
の
養
殖
を
始

め
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
鯖
専
門
の
飲
食
店
を
全
国

展
開
す
る
民
間
企
業
と
の
連
携
に
よ
り
実
現
し
た
も
の
で
あ
り
、

水
産
業
の
課
題
で
あ
る
買
い
取
り
価
格
の
安
定
化
が
図
ら
れ
た
こ

と
で
、
漁
業
者
が
安
心
し
て
養
殖
に
取
り
組
め
る
体
制
が
整
い
ま

し
た
。

本
市
の
誇
る
べ
き
「
食
」
を
全
国
に
発
信
す
る
と
と
も
に
、
本

市
を
訪
れ
た
方
へ
の
お
も
て
な
し
の
向
上
や
、
地
域
の
特
性
、
特

色
を
生
か
し
た
漁
業
体
験
や
農
業
体
験
と
い
っ
た
、
コ
ト
観
光
の

充
実
化
に
よ
る
「
こ
こ
に
し
か
な
い
感
動
」
が
味
わ
え
る
観
光
地

を
目
指
し
、
鋭
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

一
方
で
、
本
市
に
飛
躍
的
な
発
展
を
も
た
ら
す
北
陸
新
幹
線
に

つ
い
て
は
、
平
成
28
年
12
月
に
小
浜
・
京
都
ル
ー
ト
が
決
定
し
、

４
年
半
後
に
は
敦
賀
開
業
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

北
陸
新
幹
線
開
業
に
よ
り
、
京
都
ま
で
19
分
、
新
大
阪
ま
で
38

分
で
結
ば
れ
る
と
と
も
に
、
関
東
甲
信
越
地
方
か
ら
も
直
接
流
入

が
可
能
と
な
る
な
ど
、
本
市
に
と
っ
て
非
常
に
強
い
追
い
風
に
な

る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
開
業
効
果
を
最
大
限
に
得
る
た
め
、
道
の
駅
へ
の
バ

ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
を
は
じ
め
と
す
る
二
次
交
通
の
強
化
や
交
流

人
口
の
拡
大
に
向
け
た
関
係
施
策
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
開
業
後

を
見
据
え
た
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
始
動
し
た
と
こ
ろ
で

す
。こ

の
北
陸
新
幹
線
の
実
現
は
、
私
が
政
治
家
を
志
し
た
頃
か
ら

追
い
求
め
て
き
た
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、小
浜
・
京
都
ル
ー

ト
に
よ
る
全
線
開
業
が
正
式
決
定
し
た
際
に
は
、
本
当
に
心
が
熱

く
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
早
期
全
線
開
業
を
実
現
さ
せ
る
と
と
も
に
、
新
幹
線

開
業
を
見
据
え
た
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が
私
の

責
務
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
行
政
に
加
え
、
関
係

団
体
や
市
民
も
交
え
た
「
オ
ー
ル
小
浜
体
制
」
で
臨
み
、
感
動
あ

ふ
れ
る
新
生
小
浜
の
創
造
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

福井県小浜市長 松崎晃治

「無限大の夢」を実現へ
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表
紙

大
府
横
根
藤
井
神
社
祭
礼「
子こ

供ど
も

三さ
ん

番ば

叟そ
う

」

（
愛
知
県
大
府
市
）

名
古
屋
市
の
南
部
に
隣
接
す
る
大
府
市
は
、
目
指
す

べ
き
都
市
像
を
「
み
ん
な
輝
き
　
幸
せ
感
じ
る
　
健
康

都
市
」
と
定
め
、
日
本
一
の
健
康
都
市
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
人
口
も
現
在
９
万
２
千
人
を
超
え
、
今
後
も
緩

や
か
な
人
口
の
増
加
を
見
込
ん
で
い
る
元
気
な
街
で

す
。毎

年
10
月
第
２
日
曜
日
（
今
年
は
10
月
14
日
）
に
行

わ
れ
る
横
根
藤
井
神
社
祭
礼
は
、
市
内
横
根
町
の
３
地

区
（
南
・
中
村
・
石
丸
）
か
ら
繰
り
出
さ
れ
る
山
車
の

曳
き
回
し
、
及
び
神
社
境
内
に
並
ん
だ
山
車
前
に
設
置

さ
れ
た
特
別
舞
台
で
奉
納
さ
れ
る
子
供
三
番
叟
が
見
所

で
す
。

絢
爛
豪
華
な
子
供
三
番
叟
は
、
能
を
起
源
と
し
た
郷

土
の
吉
例
の
舞
楽
（
天
、
地
、
人
の
三
拍
子
が
揃
っ
て

安
泰
で
あ
る
よ
う
祈
願
す
る
舞
楽
）
で
、
晴
れ
の
衣
装

を
ま
と
っ
た
子
供
た
ち
が
、
笛
や
太
鼓
の
お
囃
子
に
合

わ
せ
て
優
雅
に
舞
い
踊
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
＝
大
府
市
観
光
協
会

 

（
大
府
市
商
工
労
政
課
内
）

（
０
５
６
２
‐
４
５
‐
６
２
２
７
）

（
写
真
提
供
＝
大
府
市
商
工
労
政
課
）

大府横根藤井神社祭礼

̎̌̍ -̔

 1 巻頭エッセー／๺ւಓ໋໊ ��� ೥ͷɺͦͷઌ΁� 高橋はるみ（北海道知事）

特　集 世界的スポーツイベントと地域づくり

10

レギュラーリポート
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表3 手前みそですが… 【埼玉県川越市】

18

20

22

地域づくりの現場から
ＮＰＯ法人夢空間松代のまちと心を育てる会
長野県長野市松代町
歴史的文化遺産を活かしたまちづくり
 香山篤美

ट௕のࢥい

「無限大の夢」を実現へ
松崎晃治（福井県小浜市長）

28

26

24

25

●北海道美深町 スキー・エアリアル競技を核に地域振興 前田研吾
●山形県村山市 ブルガリア新体操チームの事前キャンプを誘致 冨樫京太
●埼玉県さいたま市 世界的スポーツイベントの継続開催で総合的な政策効果を狙う 高橋伸一郎
●埼玉県加須市 「クライミングのまち」加須を全国に発信 渡辺岳也
●東京都 東京パラリンピックに向けあらゆる人にパラスポーツを 前田有香
●高知県 日本を代表する祭り「よさこい」を世界へ 池田晃久
●新潟県村上市 「むらかみ」をスケートボードの聖地に 中山　裕
●福岡県久留米市 世界に着物文化を発信する「ＫＩＭＯＮＯプロジェクト」 高倉慶応

【特集編では基調論文、全12事例を全て掲載～特集編のみに掲載される事例は以下の通り】

川越市

埼
玉
県

236

川越市は、荒川や入間川が取り巻く武蔵
野台地北東端に位置し、江戸時代は

川越藩の城下町として発展してきました。
川越藩では、江戸北部の要衝として歴代

の幕府老中が藩主となり、また江戸近郊と
いう地理的特性を活かして舟運が発達した
ことから、江戸との活発な商いや文化交流
が行われ、政治・経済の両面にわたり武蔵
国の重要な地位を占めていました。
現在も残る「川越城本丸御殿」「喜多院」や「三芳野神社」などの寺社、豪商たちが
築いた「蔵造りの町並み」、そして川越のシンボルともいえる「時の鐘」…。これらか
つての大江戸を偲ばせる川越の姿は「小

コ

江
エ

戸
ド

」と呼ばれ、今では連日多くの観光客を迎
え入れております。
その川越が１年で最も賑わうのは、10月の秋の大祭「川越まつり」です。慶安4年

（1651年）に行われた神幸祭を起源とし370年の歴史を誇り、絢爛豪華な山車が小江戸
の町中を練り歩きます。平成28年にはユネスコ無形文化遺産にも登録されました。
その特徴は、「江戸型山

ダ

車
シ

」の曳行と「曳
ヒ

っかわせ」にあります。「江戸型山車」とは、
江戸東京の天下祭（神田明神の神田祭・赤坂日枝神社の山王祭）で曳行された山車で、
明治以降、東京の天下祭が神輿主体の祭りに変容していったのに対して、川越ではかつ
ての天下祭の様相を色濃く残した江戸型山車が今でも曳行されています。「曳っかわせ」
は、辻で山車同士が出会ったとき、それぞれの囃子方による祭り囃子の競演のことです。
笛と太鼓の音が響き、舞が始まると祭りの盛り上がりは最高潮を迎えます。
今年の川越まつりは、10月20日（土）、21日（日）に開催されます。是非、小江戸
川越にお越しください。

█時の鐘
時の鐘は、藩主 酒井忠勝によって創建されました。現存は４代目で現在も小江戸に「時」
を告げる川越のシンボルです

「小江戸」川越

█川越まつりのみどころ
左上は川越まつり、左下は曳っかわせ、右は
江戸型山車（川越型）

█蔵造りの町並み
蔵造りは類焼を防ぐ耐火建築として
川越の豪商によって建てられました。
江戸町屋の面影を残し、重要伝統的
建造物群保存地区に選定、多くの観
光客が訪れます

█川越城本丸御殿
太田道真・道灌の親子が築城したの
が始まりで、江戸時代は徳川幕府の
要人が城主を務めました。現存する本
丸御殿は東日本唯一の御殿建築です

█喜多院
徳川家康側近であった天海僧正が住
職を務めました。家光誕生の間など
江戸城紅葉山御殿の移築建築が残り
ます。境内の五百羅漢像は笑ったり
泣いたり怒ったりと様々な表情を見
せてくれます
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6

同
県
明
石
市
、
鳥
取
県
・
同
県
鳥
取
市
、
山
口
県
宇
部

市
、
香
川
県
高
松
市
、
福
岡
県
飯
塚
市
、
同
県
田
川
市
、

大
分
県
大
分
市

事
後
交
流
型
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
の
拡
大

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
単
な
る
ス

ポ
ー
ツ
交
流
・
国
際
交
流
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
地
域
の
食

の
魅
力
を
海
外
に
発
信
し
、輸
出
へ
と
つ
な
げ
る
こ
と
や
、

観
光
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
受
け
皿
づ
く
り
な
ど
、
大
会
後
の

将
来
に
ま
で
残
る
財
産
づ
く
り
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た

ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

具
体
的
な
例
と
し
て
、「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

街
づ
く
り
」
で
は
交
通
施
設
や
運
動
施
設
、
宿
泊
施
設
等

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推

進
、「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
分
野
で
は
、
選
手
た
ち
と

の
交
流
を
き
っ
か
け
と
し
た
住
民
の
気
付
き
や
子
ど
も
達

へ
の
教
育
等
を
期
待
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
大
会
後
に
も

定
着
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

平
成
30
年
８
月
現
在
、
13
自
治
体
（
※
）
を
公
表
。

※
青
森
県
三
沢
市
、
岩
手
県
遠
野
市
、
東
京
都
世
田
谷
区
、

神
奈
川
県
川
崎
市
、
静
岡
県
浜
松
市
、
兵
庫
県
神
戸
市
、

い
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
は
事
前
キ
ャ

ン
プ
を
前
提
と
す
る
登
録
が
大
半
を
占
め
て
い
た
。
事
前

キ
ャ
ン
プ
地
は
す
で
に
他
の
自
治
体
に
決
ま
っ
て
い
る
、

も
し
く
は
大
会
前
に
直
接
選
手
村
に
入
る
た
め
事
前
キ
ャ

ン
プ
は
実
施
し
な
い
と
い
う
過
去
大
会
の
事
例
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
今
後
は
、
東
京
大
会
の
競
技
終
了
後
、
選
手
な

ど
に
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
を
訪
問
し
て
も
ら
い
交
流
を
行
う

「
事
後
交
流
」
型
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
を
推
し
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

大
会
後
に
交
流
す
る
前
提
で
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
登
録
さ
れ

る
こ
と
で
、大
会
前
に
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
交
流
や
文
化
、

経
済
、
食
な
ど
の
交
流
を
活
発
に
行
い
、
機
運
醸
成
に
つ

な
げ
て
頂
き
た
い
。

お
わ
り
に

大
会
ま
で
２
年
を
切
り
、
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
の
活
動
は
さ

ら
に
活
発
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
動
き
に
即
応
し
て
、
内

閣
官
房
オ
リ
パ
ラ
事
務
局
で
も
、
各
地
域
の
ホ
ス
ト
タ
ウ

ン
の
先
進
事
例
を
共
有
す
る「
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
サ
ミ
ッ
ト
」

を
開
催
し
た
り
、
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
の
首
長
を
集
め
た
「
ホ

ス
ト
タ
ウ
ン
首
長
会
議
」
を
官
邸
で
開
催
し
た
り
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
流
れ
の
中
で
、
各
地
域
に
お
い
て
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
頂
き
、
地
域
産
品
の
磨
き
上
げ
や
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
観
光
の
さ
ら 

な
る
推
進
な
ど
へ
の
契
機
と
し
て
こ

の
事
業
を
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

そ
の
上
で
、
地
域
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
通
じ
た
地
域
の

活
性
化
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
通
じ
た
共
生
社
会
の
推
進
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
拡
大
な
ど
の
形
で
、
地
域
社
会
に

「
レ
ガ
シ
ー
」
と
し
て
根
付
い
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た

い
。
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特 集
は
じ
め
に

今
後
日
本
で
は
、「
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０

１
９
」「
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
競
技
大
会
」、
そ
し
て
「
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ

ー
ム
ズ
２
０
２
１
関
西
」
と
、
３
年
に
わ
た
っ
て
世
界
的

な
メ
ガ
・
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
が
続
く
。
こ
れ
は
、

わ
が
国
の
ス
ポ
ー
ツ
史
上
画
期
的
な
こ
と
で
あ
る
が
、
こ

の
チ
ャ
ン
ス
を
日
本
の
発
展
に
ど
う
活
か
す
か
に
つ
い
て

の
包
括
的
な
議
論
は
低
調
で
あ
る
。

注
目
す
べ
き
点
は
、
こ
れ
ら
の
世
界
的
な
大
規
模
ス
ポ

ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
、
街
や
地
域
に
も
た
ら
す
様
々
な
影
響

（
以
下
イ
ン
パ
ク
ト
と
す
る
）
で
あ
る
が
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

面
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
極
力
抑
え
、
プ
ラ
ス
面
の
イ
ン
パ
ク

ト
を
最
大
化
す
る
戦
略
的
な
議
論
が
必
要
と
さ
れ
る
。
日

本
で
開
催
さ
れ
る
３
つ
の
メ
ガ
・
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
は

そ
れ
ぞ
れ
性
格
が
異
な
り
、
地
域
に
与
え
る
影
響
も
三
者

三
様
で
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
３
つ
の
イ
ベ
ン
ト
の

特
徴
を
比
較
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
が
も
た
ら
す
地
域
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
に
つ
い
て
考
察

を
施
し
た
い
。

３
つ
の

メ
ガ
・
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
特
徴

︵
１
︶
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９

２
０
１
９
年
の
大
会
は
、
ラ
グ
ビ
ー
と
い
う
単
一
競
技

の
世
界
大
会
で
あ
り
、
開
催
地
が
全
国
に
分
散
し
て
い
る

の
が
特
徴
で
あ
る
。
北
は
札
幌
か
ら
南
は
熊
本
ま
で
、
全

国
で
12
の
開
催
地
が
決
ま
っ
て
お
り
、
全
48
試
合
、
合
計

１
８
０
万
人
の
来
場
者
を
見
込
ん
で
い
る
。
組
織
委
員
会

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
全
試
合
を
満
席
に
す
る
こ
と
で
あ
る

が
、
大
会
の
開
催
都
市
や
事
前
合
宿
を
誘
致
し
た
自
治
体

は
、
ラ
グ
ビ
ー
を
ま
ち
づ
く
り
の
起
爆
剤
に
し
た
い
と
目

論
ん
で
い
る
。

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
は
、
大
会
期
間
が
７
週
間

と
長
い
た
め
、
観
戦
の
た
め
に
世
界
か
ら
来
る
フ
ァ
ン
は
、

チ
ー
ム
と
と
も
に
開
催
地
を
周
遊
す
る
「
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー

リ
ス
ト
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
彼
ら
（
彼
女
ら
）
は
、

一
般
の
旅
行
客
に
比
べ
滞
在
期
間
が
長
く
、
グ
ル
ー
プ
で
旅

行
し
、（
富
裕
層
が
多
い
た
め
）
観
光
に
絡
む
消
費
活
動
も

旺
盛
で
あ
る
。例
え
ば
２
０
１
５
年
の
ロ
ン
ド
ン
大
会
で
は
、

海
外
か
ら
来
た
観
客
１
人
当
た
り
の
支
出
は
一
般
の
外
国

人
観
光
客
の
４
倍
の
約
２
４
０
０
ポ
ン
ド（
約
34
万
円
）で
、

滞
在
期
間
は
平
均
14
日
で
あ
っ
た
。
海
外
フ
ァ
ン
の
消
費

総
額
は
、
最
終
的
に
約
９
億
５
８
０
０
万
ポ
ン
ド
（
１
㍀

１
４
３
円
と
し
て
約
１
３
７
０
億
円
）
で
、
全
国
的
な
経

済
効
果
を
生
み
出
し
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
（
注
１
）。

ラ
グ
ビ
ー
は
、
試
合
後
の
「
ア
フ
タ
ー
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ

ン
」
と
呼
ば
れ
る
選
手
同
士
の
交
流
が
重
視
さ
れ
る
が
、

そ
れ
は
試
合
後
の
フ
ァ
ン
同
士
の
交
流
に
も
反
映
さ
れ

る
。
日
本
で
も
、
世
界
か
ら
来
る
ラ
グ
ビ
ー
フ
ァ
ン
と
、

日
本
の
ラ
グ
ビ
ー
フ
ァ
ン
、
そ
し
て
地
域
住
民
の
間
で
の

多
彩
な
交
流
が
期
待
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
ス
タ
ジ
ア
ム

世
界
的
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と
地
域
づ
く
り

メ
ガ
・
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と
地
域
づ
く
り

︱
社
会
資
本
を
蓄
積
、
地
域
の
連
帯
性
を
高
め
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
が
向
上
︱原

田
　
宗
彦

早
稲
田
大
学
ス
ポ
ー
ツ
科
学
学
術
院
教
授
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の
外
に
設
置
さ
れ
る
フ
ァ
ン
ゾ
ー
ン
に
お
け
る
パ
ブ
リ
ッ

ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
な
ど
、
フ
ァ
ン
と
地
域
住
民
の
交
流
が

促
進
さ
れ
る
祝
祭
空
間
の
整
備
が
不
可
欠
と
な
る
。

︵
２
︶  
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会

２
０
２
０
年
の
大
会
は
、
ラ
グ
ビ
ー
と
異
な
り
東
京
の

１
都
市
開
催
原
則
で
あ
る
た
め
、
経
済
効
果
の
大
半
が
関

東
圏
で
起
き
る
。
実
際
２
０
１
２
年
に
招
致
委
員
会
が
行

っ
た
試
算
で
は
、
２
０
１
３
年
か
ら
２
０
２
０
年
に
か
け

て
、
全
国
で
約
３
兆
円
の
経
済
効
果
が
あ
り
、
そ
の
７
割

が
東
京
を
含
む
関
東
圏
で
起
き
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
期
間
を
10
年
延
ば
し
て
行
っ
た
２
０
１
７
年
の
試

算
（
２
０
１
３
︱
２
０
３
０
）
で
は
、
数
字
が
大
き
く

伸
び
、
東
京
都
で
約
20
兆
円
、
全
国
総
計
で
32
兆
円
の
経

済
波
及
効
果
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
大
会
後
に
残
さ

れ
る
競
技
施
設
や
選
手
村
と
い
っ
た
施
設
を
活
用
す
る
こ

と
で
発
生
す
る
「
レ
ガ
シ
ー
効
果
」
に
よ
る
需
要
増
加
が

加
わ
っ
た
た
め
で
、
イ
ベ
ン
ト
振
興
や
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
拠

点
の
形
成
な
ど
、
ポ
ス
ト
五
輪
の
レ
ガ
シ
ー
活
用
戦
略
へ

の
期
待
が
反
映
さ
れ
て
い
る
（
注
２
）。

前
述
の
通
り
、
地
方
で
は
大
き
な
経
済
効
果
を
期
待
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
事
前
合
宿
の
誘
致
や
ホ
ス
ト
タ
ウ

ン
な
ど
を
通
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
、
そ

し
て
ア
ス
リ
ー
ト
を
応
援
す
る
社
会
的
な
機
運
の
醸
成
な

ど
、
多
く
の
副
産
物
が
生
ま
れ
る
可
能
性
が
高
い
。

筆
者
が
考
え
る
東
京
五
輪
の
最
大
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
、

「
２
０
２
０
年
」
と
い
う
明
確
な
目
標
が
掲
げ
ら
れ
た
こ

と
で
、
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
、

２
０
２
０
年
に
向
か
っ
て
一
斉
に
動
き
出
し
た
こ
と
で
あ

る
。
例
え
ば
、「
２
０
２
０
年
ま
で
に
訪
日
外
国
人
（
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
）
４
０
０
０
万
人
を
実
現
す
る
」
と
い
っ
た

数
値
目
標
（
国
土
交
通
省
）
や
、
２
０
２
０
年
を
契
機
と

し
た
低
炭
素
社
会
や
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
等
の
「
環

境
配
慮
の
推
進
に
つ
い
て
」（
環
境
省
）、
そ
し
て
「
ま
ち

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
」（
東
京
都
）
な
ど
が
例
と
し
て
挙

げ
ら
れ
る
。

︵
３
︶
２
０
２
１
年
関
西
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

大
会
が
世
界
最
大
の
「
競
技
ス
ポ
ー
ツ
」
の
大
会
と
す
れ

ば
、
本
大
会
は
世
界
最
大
の
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
」
の
大
会

で
あ
り
、
原
則
30
歳
以
上
な
ら
だ
れ
で
も
出
場
で
き
る
、

ス
ポ
ー
ツ
愛
好
家
の
た
め
の
大
会
で
あ
る
。
競
技
会
場
は

関
西
一
円
に
広
が
り
、
出
場
者
の
年
齢
層
は
高
く
、
友
人

や
家
族
と
旅
行
す
る
ケ
ー
ス
も
多
く
、（
選
手
村
が
な
い

た
め
）
宿
泊
を
と
も
な
っ
た
観
光
消
費
が
期
待
さ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
予
選
が
な
く
、
誰
で
も
参
加
で
き
る
と

い
う
利
点
は
、
大
会
参
加
者
の
正
確
な
数
が
読
め
な
い
と

い
う
盲
点
に
も
な
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
地
域

が
享
受
す
る
経
済
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
は
、
参

加
者
数
の
数
と
消
費
活
動
に
準
拠
す
る
こ
と

に
な
る
。

組
織
委
員
会
に
よ
れ
ば
、大
会
期
間
中
（
２

０
２
１
年
５
月
14
日
か
ら
30
日
ま
で
）
に
、

出
場
者
と
そ
の
家
族
ら
を
あ
わ
せ
て
国
内
外

か
ら
計
16
万
人
が
開
催
地
に
来
る
と
予
測
し

て
い
る
。
試
算
さ
れ
た
経
済
効
果
に
つ
い
て

は
、
地
域
的
な
内
訳
で
言
う
と
、
開
催
地
と

な
る
近
畿
２
府
４
県
と
鳥
取
、
徳
島
県
で
計

９
１
３
億
円
、
そ
の
他
で
計
５
４
８
億
円
、

合
計
１
４
６
１
億
円
で
あ
る
。
ま
た
開
催
後

８
年
半
に
お
よ
ぶ
経
済
効
果
を
加
え
る
と
、

こ
の
数
字
が
１
兆
２
３
２
９
億
円
に
膨
ら
む

と
試
算
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
は
、
開
催
地
の
知
名
度
向

上
に
伴
う
観
光
客
の
増
加
や
、
各
地
で
行
わ
れ
る
記
念
ス

ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
に
と
も
な
う
経
済
効
果
が
含
ま
れ
て

お
り
、
あ
く
ま
で
「
仮
に
そ
う
な
れ
ば
」
と
い
う
推
測
の

上
に
築
か
れ
た
数
字
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

ス
ポ
ー
ツ
が
地
域
活
性
化
に
果
た
す
機
能

メ
ガ
・
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
地
に
も
た
ら
す
イ

ン
パ
ク
ト
を
考
え
た
場
合
、
以
下
に
述
べ
る
４
つ
の
機
能

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
注
３
）。

・
社
会
資
本
を
蓄
積
す
る
機
能

こ
れ
は
、
社
会
資
本
と
し
て
の
道
路
や
公
園
、
そ
し
て

ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
緑
豊
か
な
生
活
環
境
を
ス
ト
ッ
ク
す
る

機
能
の
こ
と
を
意
味
す
る
。
す
な
わ
ち
自
治
体
が
、
様
々

な
方
法
に
よ
っ
て
生
活
に
必
要
な
道
路
や
上
水
道
シ
ス
テ

筆者プロフィール

原田 宗彦氏
（はらだ・むねひこ）

1954 年大阪生まれ。ペンシルバニア州立大学
博士課程修了。鹿屋体育大学助手を経て大阪体育
大学教授。フルブライト上級研究員（テキサス
A&M大学）を経て現在は早稲田大学スポーツ科
学学術院教授。役職として日本スポーツマネジメ
ント学会会長、（一社）日本スポーツツーリズム推
進機構代表理事、（公社）日本スポーツ健康産業
団体連合副会長、日本トライアスロン連合顧問、
Ｊリーグ参与等を務める。
主な著書は「スポーツ産業論第6版」（編著）「ス

ポーツマーケティング改訂版」（共著）「スポーツ・
ヘルスツーリズム」（編著）「スポーツ都市戦略」
（2016年度不動産協会賞受賞）など多数。
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ム
、
そ
し
て
公
園
や
緑
地
を
含
む
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
建
設

し
、
そ
れ
ら
を
住
民
の
生
活
の
質
的
向
上
に
用
い
る
た
め

に
社
会
資
本
と
し
て
蓄
積
す
る
こ
と
で
あ
る
。
今
の
日
本

に
必
要
と
さ
れ
る
の
は
、
生
活
を
豊
か
に
し
、
健
康
で
ア

ク
テ
ィ
ブ
な
生
活
の
実
現
を
可
能
に
す
る
、
社
会
資
本
と

し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
施
設

や
空
間
で
あ
る
。

・
消
費
を
誘
導
す
る
機
能

ス
ポ
ー
ツ
に
は
、
市
民
に
対
し
て
健
全
な
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
や
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
の
機
会
を
提
供
し
、

活
発
な
消
費
活
動
を
誘
導
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
経
済
を
活

性
化
す
る
機
能
が
あ
る
。
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム

ズ
の
よ
う
な
「
す
る
ス
ポ
ー
ツ
」
の
場
合
、
ス
ポ
ー
ツ
に

参
加
す
る
人
々
を
増
や
し
、
観
光
消
費
を
増
や
す
こ
と
に

よ
っ
て
地
域
に
経
済
的
な
恩
恵
を
も
た
ら
す
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。

・
地
域
の
連
帯
性
を
向
上
す
る
機
能

メ
ガ
・
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
参

加
や
観
戦
に
よ
っ
て
地
域
が
一
体
化
し
、
共
通
の
話
題
が

人
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
、
社
会
的
抑
鬱
の

解
放
と
社
会
的
交
流
が
活
発
に
な
る
と
い
う
利
点
が
あ

る
。
特
に
地
域
に
密
着
し
た
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
の
場
合
、
話

題
が
日
常
生
活
の
会
話
の
中
に
頻
繁
に
登
場
し
、
社
会
階

級
や
年
齢
、
そ
し
て
所
属
集
団
に
関
係
な
く
会
話
を
交
す

こ
と
の
で
き
る
、
時
と
場
所
を
選
ば
な
い
「
リ
ス
ク
・
フ

リ
ー
」
な
ト
ピ
ッ
ク
に
も
な
る
。
そ
れ
は
日
常
生
活
の
潤

滑
油
と
な
り
、
地
域
の
連
帯
感
の
高
揚
や
社
会
的
交
流
に

役
立
つ
。

・
都
市
の
イ
メ
ー
ジ
を
向
上
す
る
機
能

イ
メ
ー
ジ
と
は
、人
が
心
の
中
に
つ
く
る
心
象
で
あ
り
、

信
念
や
考
え
、
そ
し
て
印
象
が
す
べ
て
合
体
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
生
ま
れ
る
。
メ
ガ
・
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
場
合
、

開
催
都
市
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
単
な
る
地
理
的
な
場
所
の
イ

メ
ー
ジ
で
は
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
が
生
み
出
し
た
感
動
や
興

奮
、
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
な
祝
祭
経
験
と
と
も
に
人
々
の
心
の

中
に
定
着
す
る
。
世
界
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
が
集
う
ま
ち
の

様
子
は
、
友
好
的
な
地
元
の
人
々
の
笑
顔
と
と
も
に
、
ニ

ュ
ー
ス
番
組
と
し
て
世
界
に
発
信
さ
れ
る
。

メ
ガ
・
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
活
用
し
た

地
域
づ
く
り
：
東
大
阪
市
の
ケ
ー
ス

高
校
ラ
グ
ビ
ー
の
メ
ッ
カ「
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
」

が
あ
る
東
大
阪
市
で
は
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
２
０
１
９
に
向
け
て
地
域
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
同
市
で
は
、
今
回
の
大
会
開
催
を
契

機
に
、
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
推
進
す
る
東
大

阪
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
設
置
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
て
動
き
出
し
た
。
東
大
阪
市
に
よ

れ
ば
、
同
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
、「
地
域
事
業
者
や
地
元
関

係
団
体
と
一
緒
に
な
っ
て
地
域
経
済
の
活
性
化
と

地
域
へ
の
誇
り
や
愛
着
を
醸
成
す
る
『
住
ん
で
よ

し
、
訪
れ
て
よ
し
、
稼
い
で
よ
し
』
の
観
光
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
視
点
を
持
っ
た
観
光
地
域
づ
く
り
を

推
進
す
る
」こ
と
を
目
的
と
す
る
。
具
体
的
に
は
、

①
ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち
を
生
か
し
た「
ラ
グ
ビ
ー（
ス

ポ
ー
ツ
）」
観
光
の
推
進
②
モ
ノ
づ
く
り
の
ま
ち

を
生
か
し
た
「
体
験
型
」
観
光
の
推
進
③
文
化
資

源
や
商
店
街
等
を
生
か
し
た
「
文
化
・
下
町
」
観

光
の
推
進
、
の
３
つ
を
実
施
し
、
特
に
①
に
つ
い

て
は
、
ラ
グ
ビ
ー
文
化
（
ア
フ
タ
ー
マ
ッ
チ
フ
ァ

ン
ク
シ
ョ
ン
）
を
ま
ち
ぐ
る
み
で
推
進
す
る
こ
と

を
目
指
し
、
市
内
飲
食
事
業
者
店
舗
に
誘
導
す
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
行
っ
て
い
る
。

東
大
阪
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
展
開
す
る
ス
ポ
ー
ツ
ま
ち
づ
く
り
の

戦
略
は
、
図
１
に
示
す
通
り
で
、
戦
略
的
展
開
、
付
加
価

値
の
創
出
、
そ
し
て
収
益
の
拡
大
が
３
つ
の
柱
に
な
っ
て

い
る
。
ラ
グ
ビ
ー
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
化
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
の

誘
致
、
そ
し
て
大
学
ス
ポ
ー
ツ
と
の
連
携
が
視
野
に
入
っ

て
い
る
。
付
加
価
値
創
出
で
は
、
モ
ノ
づ
く
り
で
知
ら
れ

る
東
大
阪
市
の
競
争
優
位
性
を
活
用
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
づ
く
り
や
、
車
椅

図１　スポーツまちづくりの戦略と付加価値創造と収益化の構造

（清水洋一郎「東大阪版DMO東大阪ツーリズム振興機構」発表資料、スポーツツーリズムカンファレンス、
2017 年 11 月 10 日、日本財団ビルより引用）
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子
ス
ポ
ー
ツ
産
業
の
育
成
に
取
り
組
む
予
定
で
あ
る
。
さ

ら
に
収
益
化
に
つ
い
て
は
、
花
園
公
園
全
体
を
視
野
に
入

れ
た
パ
ー
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
鉄
道
沿
線
全
体
の
賑
わ
い

づ
く
り
、
そ
し
て
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
に
よ
る
集

客
効
果
を
狙
う
な
ど
、
長
期
的
な
視
点
を
持
っ
た
取
り
組

み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

メ
ガ
・
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が

地
域
に
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
に
つ
い
て

メ
ガ
・
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
地
域
に
も
た
ら
す
イ
ン

パ
ク
ト
を
可
視
的
に
把
握
す
る
方
法
が
経
済
効
果
で
あ
り
、

数
字
で
示
さ
れ
る
だ
け
に
わ
か
り
易
く
説
得
力
が
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
参
加
者
１
人
あ
た
り
の
消
費
額
は
推
計

で
あ
り
、
多
分
に
期
待
を
込
め
た
額
に
落
ち
着
く
こ
と
が

多
い
。
ま
た
産
業
連
関
分
析
に
よ
っ
て
測
定
さ
れ
る
「
施

設
建
設
か
ら
生
じ
る
経
済
効
果
」
は
継
続
期
間
が
数
年
程

度
の
短
期
的
な
現
象
で
、
そ
の
範
囲
も
、
物
財
と
金
の
交

換
が
行
わ
れ
る
建
設
関
連
の
産
業
領
域
内
に
と
ど
ま
る
。

そ
の
一
方
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
都
市
に
も
た
ら
す

イ
ン
パ
ク
ト
は
複
合
的
で
あ
り
、
経
済
的
な
効
果
だ
け
で

な
く
、
社
会
的
、
心
理
的
、
文
化
的
、
政
治
的
と
い
っ
た

さ
ま
ざ
ま
な
側
面
か
ら
の
プ
ラ
ス
の
波
及
効
果
が
期
待
さ

れ
る
。
た
だ
物
事
に
は
両
面
が
あ
り
、
プ
ラ
ス
の
光

の
部
分
に
は
、
マ
イ
ナ
ス
面
の
影
が
寄
り
添
う
こ
と

も
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。

表
１
に
示
し
た
の
は
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
都

市
に
与
え
る
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
の
イ
ン
パ
ク
ト

を
、「
経
済
的
」「
観
光
・
商
業
的
」「
物
理
的
・
環

境
的
」「
社
会
的
・
文
化
的
」「
心
理
的
」「
政
治
的
・

行
政
的
」
と
い
っ
た
６
つ
の
視
点
か
ら
指
摘
し
た
も

の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
経
済
的
側
面
で
は
、
消
費
活

動
の
活
発
化
や
雇
用
創
出
と
い
っ
た
プ
ラ
ス
面
が
あ

る
半
面
、
不
動
産
投
機
の
発
生
や
、
入
場
者
不
足
に

よ
る
赤
字
計
上
と
い
っ
た
マ
イ
ナ
ス
面
の
影
響
が
あ

る
。
例
え
ば
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１

９
の
よ
う
に
、
収
入
が
チ
ケ
ッ
ト
売
り
上
げ
に
限
定

さ
れ
て
い
る
場
合
、
入
場
者
数
の
不
足
が
そ
の
ま
ま

赤
字
に
直
結
す
る
危
険
性
を
孕
ん
で
い
る
。
さ
ら
に

心
理
的
側
面
に
お
い
て
は
、
地
域
の
誇
り
や
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
の
高
ま
り
、
そ
し
て
偏
狭
な
地
域
意
識

の
解
放
と
い
っ
た
プ
ラ
ス
面
が
期
待
さ
れ
る
と
と
も

に
、
地
元
の
態
度
の
保
守
化
や
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ

ク
、
そ
し
て
地
元
住
民
と
観
光
客
の
間
に
生
じ
る
誤
解
と

対
立
と
い
っ
た
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
面
が
存
在
す
る
。

表
１
に
整
理
さ
れ
た
項
目
は
、
都
市
が
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
を
誘
致
す
る
際
、
そ
の
是
非
を
問
う
上
で
の
判
断
基

準
や
評
価
基
準
を
与
え
て
く
れ
る
。
地
域
と
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
の
関
わ
り
を
考
え
て
い
く
上
で
重
要
な
こ
と
は
、

イ
ベ
ン
ト
が
（
一
過
性
の
）
経
済
効
果
を
ど
の
程
度
地
域

に
も
た
ら
し
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
イ
ベ
ン
ト
が
残

し
た
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ガ
シ
ー
（
遺
産
）
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

影
響
に
転
化
す
る
試
み
で
あ
り
、
そ
れ
を
有
用
な
財
産
と

し
て
蓄
積
し
有
効
活
用
す
る
と
い
う
、
イ
ベ
ン
ト
後
に
か

か
わ
る
戦
略
で
あ
る
。
特
に
メ
ガ
・
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

で
は
、
短
期
集
中
的
な
経
済
効
果
に
目
が
行
き
が
ち
で
あ

る
が
、
長
期
に
わ
た
る
地
域
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
い
う

視
点
に
立
て
ば
、イ
ベ
ン
ト
の
遺
産
活
用
が
重
要
と
な
る
。

す
な
わ
ち
、
イ
ベ
ン
ト
が
地
域
を
去
っ
た
後
も
イ
ベ
ン
ト

の
「
余
熱
」
を
維
持
し
、
イ
ベ
ン
ト
の
レ
ガ
シ
ー
を
地
域

の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
生
か
す
と
い
う
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ

ン
が
不
可
欠
で
あ
る
。

注
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）
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京
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オ
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準
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（
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）
原
田
宗
彦
「
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
経
済
学
」
平
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社
新
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０
０
２
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表１　メガ・スポーツイベントが地域に与えるインパクト

（原田宗彦、2002 年、p.₆₄ に加筆修正）

特 集

5 2018・10月号 地域づくり 特集編 2018・10月号地域づくり 特集編 4



特 集
ủ
Τ
Ξ
Ϧ
Ξ
ϧ
ỳ
て
Կ
ʁ
Ứ
͔
Β
の
は
じ
·
り

ඒ
深
町
は
、
北
海
道
北
部
に
位
置
し
、
２
０
１
８
年
で

開
୓
１
２
０
年
を
ܴ
え
ま
し
た
。
ࡣ
北
の
大
Տ「
ఱ
Ԙ
઒
」

が
ま
ち
を
ॎ
؏
す
る
自
વ
環
境
豊
か
な
地
域
で
あ
り
、
そ

の
自
વ
を
活
か
し
た
೶
ྛ
業
を
基
װ
産
業
と
し
て
、
１
９

６
０
年
୅
の
ピ
ー
ク
時
に
は
１
万
４
０
０
０
人
以
上
の
人

ޱ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
２
０
１
８
年
７
月
຤
現
在
は
４
３

９
４
人
、
高
齢
化
཰
40
ˋ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

近
年
で
は
、
１
９
８
３
年
か
ら
ࣂ
育
を
࢝
め
、
現
在
で
は

人
޻
ሊ
化
か
ら
の
׬
全
ཆ
৩
に
取
り
組
む
チ
ョ
ウ
β
メ
産
業

を
地
方
創
生
の
重
点
施
策
と
し
て
推
進
し
、
地
域
産
業
の
活

性
化
や
雇
用
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ඒ
深
町
は
そ
の
地
理
的
環
境
下
か
ら
国
の
特
ผ

߽
ઇ
地
帯
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
Թ
ஆ
化
が
ڣ
ば
れ
る
現

在
も
ਅ
ౙ
に
は
マ
イ
ナ
ス
30
度
を
記
࿥
す
る
פ
ྫྷ
߽
ઇ
と

い
う
地
域
特
徴
の
あ
る
ま
ち
で
す
。

◆◆◆

地
域
ス
ポ
ー
ツ
に
お
い
て
は
、
地
域
住
民
の
「
す
る
ス

ポ
ー
ツ
」
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
バ
レ

ー
Ϙ
ー
ル
や
バ
ス
ケ
ッ
ト
Ϙ
ー
ル
、
ߝ
Ҿ
き
な
ど
各
छ
競

技
で
、
社
会
人
が
全
国
大
会
で
活
༂
し
た
΄
か
、
自
治
会

（
町
内
会
）
対
߅
で
の
町
民
大
運
動
会
や
ミ
ニ
バ
レ
ー
Ϙ

ー
ル
大
会
が
現
在
ま
で
継
続
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、
ス
ポ

ー
ツ
が
健
康
づ
く
り
に
限
ら
ͣ
住
民
の
਌
ກ
、
交
流
を
図

る
ツ
ー
ル
と
し
て
ݹ
く
か
ら
用
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
子

ど
も
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
で
は
現
在
、
ス
ポ
ー
ツ
গ
年
団
が

９
団
体
あ
り
、
と
り
わ
け
１
９
８
０
年
に
ॡ
޻
し
た
町
民

体
育
ؗ
で
行
え
る
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
取
り
入
れ
ら

れ
た
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技
で
は
、
年
齢
ผ
の
世
界
大
会
で

の
金
メ
μ
リ
ス
ト
や
全
国
大
会
で
の
入
৆
者
を
多
数
ഐ
出

し
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
２
０
０
０
年
に
国
が
策
定
し
た
ス
ポ

ー
ツ
振
興
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
国
際
競
技
力
向
上
に
向

け
た
方
策
と
し
て
、
優
れ
た
素
質
を
有
す
る
競
技
者
の
発

۷
、
育
成
に
取
り
組
む
「
ス
ポ
ー
ツ
タ
レ
ン
ト
発
۷
・
育

成
事
業
」
を
෱
Ԭ
県
に
࣍
͗
、
２
０
０
５
年
に
׭
民
連
携

で
の
「
ඒ
深
町
エ
ア
リ
ア
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
࢝

め
ま
し
た
。
エ
ア
リ
ア
ル
と
は
、
空
中
ԋ
技
を
競
う
ス
Ω

ー
の
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
競
技
の
一
つ
で
す
。
同
事
業
着
手

の
き
っ
か
け
は
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
ݚ
म
会
に
ߨ
ࢣ
と
し

て
来
町
さ
れ
た
中
ԝ
機
関
関
係
者
か
ら
、
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン

競
技
者
が
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
ス
Ω
ー
・
エ
ア
リ
ア
ル
競
技

に
転
向
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
金
メ
μ
ル
を
֫
得
し
た
海

外
の
事
例
を
ฉ
い
た
こ
と
で
す
。
当
時
人
ޱ
５
５
０
０
人

足
ら
ͣ
の
ඒ
深
町
か
ら
世
界
（
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
）
を
目
指

す
こ
と
は
、
他
自
治
体
で
の
事
例
が
な
い
中
で
の
取
り
組

み
で
あ
り
、
地
域
住
民
が
「
エ
ア
リ
ア
ル
」
を
ま
っ
た
く

見
ฉ
き
し
た
こ
と
が
な
い
と
こ
Ζ
か
ら
の
࢝
動
で
し
た
。

Τ
Ξ
Ϧ
Ξ
ϧ
ϓ
ϩ
δ
ỻ
ク
ト
を 

֩
に
औ
り
૊
Μ
Ͱ
͖
た
ủ
地
域
の
13
೥
Ứ

２
０
０
５
年
に
࢝
動
し
た
エ
ア
リ
ア
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
地
元
の
子
ど
も
た
ち
に
エ
ア
リ
ア
ル
を
知
っ
て
も
ら

う
と
こ
Ζ
か
ら
࢝
ま
り
、
町
内
ス
Ω
ー
場
の
ジ
ャ
ン
プ
୆

੻
地
に
国
際
ス
Ω
ー
連
ໍ
公
ೝ
と
な
る
競
技
施
設
の
整

備
、
競
技
ී
及
や
選
手
育
成
を
目
的
と
し
た
全
日
本
選
手

ݖ
の
誘
致
・
開
催
、
地
元
の
子
ど
も
た
ち
が
ؾ
ܰ
に
体
験

で
き
る
地
域
大
会
の
開
催
な
ど
、࢝
動
か
ら
の
数
年
は「
ී

及
と
育
成
」
に
注
力
し
た
時
期
で
し
た
。

ま
た
、
地
域
内
に
ス
ポ
ー
ツ
ҩ
・
Պ
学
৘
報
が
΄
と
ん

ど
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
・
ڭ
育
ܥ
大
学
（
北

海
道
ڭ
育
大
学
・
ઋ
୆
大
学
）
と
の
૬
ޓ
ڠ
力
ڠ
定
を
క

結
し
、
人
ࡐ
交
流
を
含
め
た
連
携
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

そ
の
΄
か
、
エ
ア
リ
ア
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
地
域
で
最
大

限
に
活
か
す
べ
く
、
学
校
や
行
政
、
地
域
住
民
が
ڠ
ಇ
し
、

全
খ
中
学
生
を
対
象
と
し
た
新
体
力
テ
ス
ト
の
実
施
、
総

◆◆◆

北
海
道
美び

深ふ
か

町ち
ょ
う

︱
町
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
目
指
し
て
、

 
経
済
・
観
光
・
商
޻
業
分
野
と
の
ڠ
ಇ
体
੍
︱

ス
キ
ー
・
エ
ア
リ
ア
ル
競
技
を
核
に
地
域
振
興

世
界
的
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と

地
域
づ
く
り

前
田
　
研
吾

美
深
町
教
育
委
員
会
教
育
グ
ル
ー
プ�

体
育
振
興
係
　
主
任
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合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
設
立
し
、
༮
ࣇ
か
ら
の
運

動
能
力
向
上
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
エ
ア
リ
ア
ル
で
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、
世

界
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
ݖ
出
場
者
の
ഐ
出
、
各
छ
ジ
ュ
ニ
ア
ス

ポ
ー
ツ
で
の
全
国
、
お
よ
び
北
海
道
規
模
の
大
会
で
の
活

༂
に
は
じ
ま
り
、
ス
ポ
ー
ツ
গ
年
団
な
ど
で
の
ス
ポ
ー
ツ

活
動
に
継
続
的
に
取
り
組
む
子
ど
も
が
増
加
し
て
お
り
、

当
ॳ
の
目
標
を
一
定
程
度
ୡ
成
し
て
い
ま
す
。

今
年
２
月
に
開
催
さ
れ
た
平
ণ
ౙ
ق
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

際
に
は
、
エ
ア
リ
ア
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
継
続
的
に
発
信

し
て
き
た
こ
と
や
、
地
域
内
外
と
の
連
携
・
ڠ
ಇ
の
成
果

か
ら
、
日
本
୅
表
チ
ー
ム
を
含
む
６
カ
国
が
事
前
合
宿
に

訪
れ
ま
し
た
。
事
前
合
宿
の
誘
致
・
受
け
入
れ
に
取
り
組

ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
地
域
内
の
ス
ポ
ー
ツ
関

係
者
を
中
心
と
し
た
ڠ
ಇ
体
੍
か
ら
、
地
域
の
経
済
・
観

光
・
商
޻
業
・
೶
業
分
野
な
ど
と
の
ڠ
ಇ
体
੍
へ
と
広
げ

る
こ
と
に
ܨ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
平
ণ
ౙ
ق
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
事
前
合
宿
で
の
地
域
へ
の
経
済
波
及
効
果
は
約
６
８
０

万
円
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
13
年
間
で
は
約
２
億
３
０
０

０
万
円
の
経
済
波
及
が
あ
っ
た
と
算
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
ܦ
ࡁ
ͱ
の
͔
͔
Θ
り
を
࣋
ͪ
ଓ
͚
Β
Ε
る

ス
ポ
ー
ツ
に
し
て
い
く
͜
ͱ
が
՝
୊

エ
ア
リ
ア
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
࢝
動
し
て
13
年
。
ඒ
深

町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
は
、
地
域
だ
け
で
は
ୡ
成
で
き
な
い

目
標
に
向
け
て
、
Կ
が
不
足
し
て
い
る
の
か
、
ど
こ
と
ڠ

ಇ
す
べ
き
な
の
か
を
ख़
考
し
、
ڠ
ಇ
体
੍
を
構
築
し
て
き

た
こ
と
が
特
長
で
あ
り
、
成
果
で
し
た
。

し
か
し
、
人
ޱ
ݮ
গ
な
ど
後
ୀ
的
な
社
会
৘
੎
の
中
、

ス
ポ
ー
ツ
が
地
域
の
中
で
こ
れ
か
ら
୲
う
べ
き
役
割
を
考

え
た
場
合
、「
地
域
経
済
と
の
か
か
わ
り
を
よ
り
持
ち
続

け
ら
れ
る
」
ス
ポ
ー
ツ
に
し
て
い
く
こ
と
が
՝
題
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
ࡢ
今
の
国
の
ス
ポ
ー
ツ
施
策
の
動
向

か
ら
も
、
ス
ポ
ー
ツ
と
経
済
の
結
び
つ
き
を
ڧ
め
る
こ
と

は
、
す
な
わ
ち
地
域
の
中
で
の
ス
ポ
ー
ツ
の
立
ち
位
置
を

࠶
考
す
る
こ
と
で
あ
る
と
ࢥ
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
ڭ
育

や
健
康
づ
く
り
と
い
っ
た
分
野
に
限
ら
ͣ
、
ス
ポ
ー
ツ
が

地
域
の
あ
ら
Ώ
る
場
面
に
お
い
て
活
用
さ
れ
る
方
策
づ
く

り
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
が
も
つ
価
値
や
൚
用

性
を
活
か
し
、
地
域
づ
く
り
に
ߩ
ݙ
し
続
け
ら
れ
る
࢓
ֻ

け
づ
く
り
が
、
ス
ポ
ー
ツ
行
政
に
ٻ
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

で
す
。
よ
り
多
く
の
住
民
と
か
か
わ
り
を
持
て
る
よ
う
に

な
る
こ
と
が
、
13
年
前
に
࢝
動
し
、
今
も
地
域
を
あ
げ
て

取
り
組
み
続
け
る
地
域
ス
ポ
ー
ツ
振
興
へ
の
௥
い
෩
と
な

り
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
続
け
ら
れ
る
こ
と
に
ܨ
が
る

も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。「
エ
ア
リ
ア
ル
の
ま
ち
ɹ
ඒ

深
町
」
で
、深
み
の
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
「
興
す
ͻ
と
」

と
し
て
、
多
様
な
人
た
ち
と
取
り
組
み
続
け
て
い
く
こ
と

が
、
今
考
え
る
目
標
で
す
。

◆◆◆

ฏণౙقΦリンϐοクࣄલ߹॓　֤ࠃφγϣφルνームメンόー

年Ͱࠓ ��ճ໨とͳͬͨொຽ大ӡಈձ
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ז
ੴ
ͱ
大
ړ
ض

ז
ੴ
市
は
、
ؠ
手
県
の
南
東
部
、
三
཮
෮
興
国
立
公
園

の
中
心
に
位
置
し
、
88
ˋ
が
ࢁ
地
の
北
ଠ
平
༸
を
の
ぞ
む

リ
ア
ス
ࣜ
海
؛
の
ߓ
町
、
自
વ
に
恵
ま
れ
た
ڕ
の
街
、
近

୅
੡
鉄
発
঵
の
鉄
の
街
、
そ
し
て
ラ
グ
ビ
ー
の
街
で
す
。

１
９
６
０
年
୅
の
10
万
人
近
い
人
ޱ
が
、
産
業
構
଄
の

転
換
な
ど
に
よ
り
ݮ
গ
。
さ
ら
に
、
東
日
本
大
਒
ࡂ
の
影

響
な
ど
も
あ
り
ݮ
গ
܏
向
が
続
い
て
い
ま
す
。
２
０
１
８

年
４
月
現
在
で
、
人
ޱ
３
万
４
２
０
２
人
で
４
割
は
65
歳

以
上
で
す
。
面
積
４
４
１
・
４
平
方
ἅ
は
ԣ
඿
市
と
΄
΅

同
じ
で
人
ޱ
は
１
０
０
分
の
１
で
す
が
、
そ
れ
で
も
ז
ੴ

市
は
、ԣ
඿
市
と
一
緒
に
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ（
̧

̬
Ｃ
）
２
０
１
９
の
開
催
地
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
ז

ੴ
が
ラ
グ
ビ
ー
の
街
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

ラ
グ
ビ
ー
の
街
と
し
て
広
く
知
ら
れ
た
の
は
、
１
９
８
０

年
୅
に
新
日
᭿
ז
ੴ
ラ
グ
ビ
ー
部
が
前
人
ະ
౿
の
７
連
೼

◆◆◆

を
਱
げ
た
か
ら
で
す
。
そ
の
ѹ
౗
的
な
ڧ
さ
か
ら
、
チ
ー

ム
は
「
北
の
鉄
人
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
΄
と
ん
ど
の

選
手
は
東
北
・
北
海
道
の
高
ଔ
ແ
名
選
手
で
、
஁
え
上
げ

て
都
会
の
エ
リ
ー
ト
チ
ー
ム
を
ܸ
ഁ
し
て
い
き
ま
し
た
。

連
೼
当
時
、日
本
選
手
ݖ
が
行
わ
れ
る
国
立
競
技
場
は
、

大
ړ
ض
が
Կ
े
本
も
振
ら
れ
ま
す
。
富
来
）ض
フ
ラ
イ
Ω
）

と
も
শ
さ
れ
る
大
ړ
ض
応
援
は
、
今
で
も
ז
ੴ
ラ
グ
ビ
ー

名
物
の
応
援
ス
タ
イ
ル
で
す
。

ϥ
ά
Ϗ
ー
Χ
ϑ
ỻ
を
ض
಄
に

全
盛
を
極
め
た
ז
ੴ
ラ
グ
ビ
ー
で
し
た
が
、
連
೼
後
の

戦
੷
は
低
໎
し
、
２
０
０
１
年
、
地
域
ク
ラ
ブ
の
ז
ੴ
シ

ー
ウ
ェ
イ
ブ
ス
̧
̛
Ｃ
と
し
て
࠶
出
発
し
ま
し
た
。
上
位

リ
ー
グ
へ
の
ঢ
格
を
目
指
し
設
立
10
周
年
を
ܴ
え
よ
う
と

し
て
い
た
໼
ઌ
の
２
０
１
１
年
３
月
11
日
、
東
日
本
大
਒

ࡂ
に
よ
る
௡
波
が
ז
ੴ
市
を
ऻ
い
ま
し
た
。

ࢮ
者
行
方
不
明
者
は
１
０
０
０
人
を
௒
え
、
30
ˋ
の
家

◆◆◆

԰
が
౗
յ
。
そ
ん
な
と
き
人
々
に
ر
๬
を
与
え
た
の
は
ラ

グ
ビ
ー
で
し
た
。
外
国
人
を
含
め
た
ラ
グ
ビ
ー
選
手
た
ち

が
෮
چ
活
動
に
ྭ
み
、
周
り
を
明
る
く
し
た
た
め
、
多
く

の
市
民
が
、
ז
ੴ
は
ラ
グ
ビ
ー
の
街
だ
と
ࢥ
い
出
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
国
内
外
の
ラ
グ
ビ
ー
関
係
者
が
支
援
の
手
を

ࠩ
し
伸
べ
、
̧
̬
Ｃ
２
０
１
９
ז
ੴ
誘
致
を
後
ԡ
し
し
て

く
れ
ま
し
た
。

市
民
の
中
で
、
地
元
チ
ー
ム
の
α
ポ
ー
タ
ー
と
、
਒
ࡂ

後
に
ז
ੴ
で
生
活
を
࢝
め
た
ए
者
ら
が
大
会
誘
致
に
৐
り

出
し
ま
し
た
。誘
致
ロ
ΰ
や
ض
を
つ
く
っ
て
道
路
に
掲
げ
、

パ
ン
フ
や
̥
̫
を
つ
く
り
、
さ
ら
に
ス
タ
ジ
ア
ム
予
定
地

近
く
の
プ
レ
ϋ
ブ
「
ឺ
ϋ
ウ
ス
ӏ
住
ډ
」
の
一
ࣨ
で
৘
報

発
信
基
地
「
ラ
グ
ビ
ー
カ
フ
ェ
ӏ
住
ډ
」
を
࢝
め
ま
し
た
。

や
が
て
、
̧
̬
Ｃ
２
０
１
９
ז
ੴ
誘
致
の
拠
点
が
で
き

た
こ
と
を
ฉ
い
た
全
国
の
ラ
グ
ビ
ー
フ
ァ
ン
が
、
レ
ア
ジ

岩
手
県
釜
石
市

︱
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９

 

開
催
を
通
じ
て
෮
興
を
︱

釜
石
は
ラ
グ
ビ
ー
の
街

෋དྷض

世
界
的
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と

地
域
づ
く
り

増
田
　
久
士

釜
石
市
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
推
進
本
部
事
務
局
主
幹

釜
石
鵜
住
居
復
興
ス
タ
ジ
ア
ム
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
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ャ
ー
ジ
や
グ
ッ
ズ
を
ૹ
り
、
海
外
୅
表
選
手
な
ど
ஶ
名
人

も
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

２
０
１
５
年
３
月
に
、
̧
̬
Ｃ
２
０
１
９
ז
ੴ
開
催
が

決
定
し
た
と
き
、
プ
レ
ϋ
ブ
は
取
り
յ
さ
れ
て
ๅ
来
ؗ
と

い
う
෮
興
の
象
徴
的
な
旅
ؗ
に
一
時
展
示
さ
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
年
の
10
月
に
ז
ੴ
Ӻ
近
く
の
商
業
施
設
シ
ー
プ

ラ
β
ז
ੴ
に
Ҡ
設
さ
れ
、
市
の
機
運
醸
成
事
業
の
一
環
と

し
て
׭
民
連
携
で
運
Ӧ
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ラ
グ
ビ
ー
カ
フ
ェ
は
、
２
０
１
４
年
の
プ
レ
ϋ
ブ
時
୅

は
地
域
の
খ
学
生
、
町
内
会
の
方
々
を
招
い
て
の
ミ
ニ
イ

ベ
ン
ト
、
԰
外
映
画
会
な
ど
を
開
催
し
て
延
べ
２
０
０
人

の
来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。

シ
ー
プ
ラ
β
ז
ੴ
に
Ҡ
転
後
、
ミ
ニ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
な
が
ら
、
出
ு
ラ
グ
ビ
ー
カ
フ
ェ
と
い
う
形
ࣜ
で
展
示

物
を
持
参
し
て
よ
り
広
い
会
場
で
̧
̬
Ｃ
２
０
１
９
開
催

機
運
を
高
め
て
き
ま
し
た
。

２
０
１
６
年
は
̧
̬
Ｃ
２
０
１
５
優
উ
メ
ン
バ
ー
の
元

オ
ー
ル
ブ
ラ
ッ
ク
ス
（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
୅
表
）
の
μ

ン
・
カ
ー
タ
ー
選
手
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
ス
タ
ジ

ア
ム
建
設
予
定
地
で
開
催
す
る
な
ど
、
計
15
回
の
イ
ベ
ン

ト
で
延
べ
１
２
０
０
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

２
０
１
７
年
に
は
同
じ
く
元
オ
ー
ル
ブ
ラ
ッ
ク
ス
の
ओ

ক
と
し
て
̧
̬
Ｃ
２
０
１
１
、
２
０
１
５
と
連
続
優
উ
を

経
験
し
た
リ
ッ
チ
ー
・
マ
コ
ウ
選
手
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
は
じ
め
、
元
ז
ੴ
シ
ー
ウ
ェ
イ
ブ
ス
に
在
੶
し
た
選

手
を
招
い
た
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
年
間
通
じ
て
計
35
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
延
べ
４

５
０
０
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ॳ
า
的
な
ӳ
会
話
ڭ
ࣨ
の
定
期
的
開
催
や
、
２

０
１
６
年
に
Ϙ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通
訳
リ
ー
μ
ー
ズ
ݚ
म
を
実

施
し
、
そ
の
リ
ー
μ
ー
た
ち
と
と
も
に
飲
食
店
、
ホ
テ
ル
、

༣
ศ
局
、
ス
ー
パ
ー
、
コ
ン
ビ
ニ
、
ञ
ଂ
を
対
象
に
、
お

も
て
な
し
ӳ
会
話
ڭ
ࣨ
を
展
開
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
市

民
は
延
べ
４
０
０
人
に
な
り
ま
す
。

ま
ͣ
は
外
国
人
に
׳
れ
る
た
め
の
文
化
交
流
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
श
字
や
三
味
線
、
団
子
づ
く
り
を
外
国
人
と
一

緒
に
や
る
ߨ
࠲
を
３
回
開
催
。
延
べ
１
５
０
人
の
地
域
の

年
配
者
が
参
加
し
ま
し
た
。
૬
手
の
ئ
い
が
わ
か
れ
ば
な

ん
と
か
な
る
も
の
と
、
ؾ
ෛ
わ
ͣ
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

̧
̬
̘
̎
̌
̍
̕
に
޲
͔
ỳ
て

Φ
ー
ϓ
ン
γ
ς
ỹ
΁

਒
ࡂ
後
、
ז
ੴ
市
は
ক
来
の
ر
๬
を
つ
く
る
た
め
̧
̬

Ｃ
２
０
１
９
誘
致
を
行
い
ま
し
た
。
た
だ
し
、
人
ޱ
ݮ
は
ক

来
ま
で
続
く
こ
と
が
予
૝
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
ז
ੴ
で

活
動
す
る
市
民
と
市
外
か
ら
ז
ੴ
を
応
援
す
る
α
ポ
ー
タ

ー
を
つ
な
͗
、
૬
ޓ
交
流
し
て
৘
報
発
信
を
行
い
、
新
た

な
市
民
活
動
や
事
業
を
育

ん
で
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
人
数

増
を
目
指
す
取
り
組
み
、

オ
ー
プ
ン
シ
テ
ィ
戦
略
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

そ
の
中
の
Ｍ
̴
̴
̓
̈́
̿ 

̠
̰
̼
̰
̸
͂
̷
̸
と
い
う

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ラ
グ
ビ

ー
イ
ベ
ン
ト
と
同
時
開
催

で
、
来
訪
者
が
ז
ੴ
の
ັ

力
を
体
験
で
き
ま
す
。
ホ

ス
ト
役
の
市
民
が
、
ז
ੴ

の
人
や
ྺ
史
、
文
化
、
食

を
体
験
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ

◆◆◆

ム
を
提
供
し
ま
す
。

２
０
１
６
年
は 

20
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
２
６
０
人
参
加
、
２

０
１
７
年
は
、
य़
と
ळ
に
２
回
開
催
。
そ
れ
ぞ
れ
21
Ỗ
28

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
各
３
０
０
人
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
２
０

１
８
年
は
、
い
よ
い
よ
̧
̬
Ｃ
２
０
１
９
開
催
会
場
と
な

る
ז
ੴ
ӏ
住
ډ
෮
興
ス
タ
ジ
ア
ム
が
׬
成
し
、
そ
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
に
ซ
せ
て
８
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
開
催
さ

れ
89
人
が
参
加
。
Դ
ᥡ
の
֪
む
き
、
ト
ロ
ッ
コ
で
߭
ࢁ
୳

ࡧ
、
੡
鉄
޻
場
見
学
、
シ
ー
カ
Ϡ
ッ
ク
、
レ
ス
Ω
ュ
ー
Ϙ

ー
ト
、
Ω
ャ
ン
ド
ル
づ
く
り
、
ス
タ
ジ
ア
ム
体
験
な
ど
、

地
元
の
人
々
が
創
意
޻
෉
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
ゲ
ス
ト
の

օ
さ
ん
は
満
足
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

ז
ੴ
市
は
、
オ
ー
プ
ン
シ
テ
ィ
戦
略
で
ະ
来
の
ر
๬
を

創
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
̧
̬
Ｃ
２
０
１
９
開
催
を

通
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
の
力
に
よ
る
地
域
の
創
生
に
௅
み
、
෮

興
を
ୡ
成
し
、
世
界
中
の
支
援
に
感
ँ
を
表
明
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

෮興スλδΞムډੴӏॅז
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ࡢ
年
に
Ҿ
き
続
き
今
年
も
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
新
体
ૢ
ナ
シ

ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
、
ݸ
人
選
手
５
人
、
団
体
選

手
７
人
、
コ
ー
チ
・
ス
タ
ッ
フ
14
人
、
あ
わ
せ
て
26
人
が
、

６
月
16
日
か
ら
28
日
ま
で
ࢁ
形
県
村
ࢁ
市
に
滞
在
し
、
ホ

ス
ト
タ
ウ
ン
事
前
Ω
ャ
ン
プ
「
̧
Ｏ
̨
̚ 

Ｃ
̖
Ｍ
̥
（
ロ

ー
ズ
Ω
ャ
ン
プ
）
２
０
１
８
」
に
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行

い
ま
し
た
。

ブ
ル
ガ
リ
ア
と
村
ࢁ
市
は
共
通
点
が
多
く
、
ブ
ル
ガ
リ

ア
の
国
の
花
、
村
ࢁ
市
の
市
の
花
が
バ
ラ
で
あ
る
こ
と
、

ブ
ル
ガ
リ
ア
は
さ
く
ら
ん
΅
の
原
産
国
で
あ
り
村
ࢁ
市
は

県
内
有
数
の
さ
く
ら
ん
΅
の
産
地
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
共
通
点
を
も
と
に
、
内
ֳ
׭
๪
か
ら
「
ホ
ス
ト
タ

ウ
ン
」
構
૝
の
通
知
が
ಧ
い
て
か
ら
、
現
地
ブ
ル
ガ
リ
ア

で
の
新
体
ૢ
連
ໍ
会
長
と
の
直
઀
交
ব
、
そ
し
て
誘
致
合

意
に
ࢸ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
事
業
を
推
進
す
る
た
め

に
結
成
さ
れ
た
市
内
外
の
関
係
団
体
か
ら
成
る
実
行
委
員

会
組
織
は
「
̧
Ｏ
̨
̚ 

Ｃ
̖
Ｍ
̥ 

開
催
委
員
会
」、
ࡢ

年
の
事
前
Ω
ャ
ン
プ
の
名
শ
も
「
̧
Ｏ
̨
̚ 

Ｃ
̖
Ｍ
̥

２
０
１
７
」
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
本
市
で
は
せ
っ
か
く
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
事
業
の

盛
り
上
が
り
を
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
が
終
ྃ
し
た
後
も
Ҿ
き
続
き
地
域
経
済

の
活
性
化
や
交
流
人
ޱ
の
拡
大
に
ܨ
げ
て
い
く
た
め
、「
産

業
・
行
政
・
学
校
・
金
༥
機
関
・
࿑
ಇ
者
・
報
道
機
関
」

の
多
分
野
が
連
携
し
た
「
̧
Ｏ
̨
̚ 

̥
̧
Ｏ
̟
̚
Ｃ
Ｔ
」

事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
各
分
野
を
୅
表
す
る
人
ࡐ
が

そ
れ
ぞ
れ
の
ڧ
み
を
活
か
し
、
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に
ち
な
ん

だ
Ω
ー
ワ
ー
ド
を
活
か
し
て
の
商
඼
開
発
や
、
健
康
・
෱

ࢱ
面
で
の
α
ー
ビ
ス
を
生
み
出
す
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。̧

Ｏ
̨
̚
Ｃ
̖
Ｍ
̥
中
の
会
場
で
は
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
開
発
さ
れ
た
バ
ラ
を
࢖
っ
た
食
べ
物
、
໖
あ
め
、

ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
、
ジ
ャ
ム
な
ど
が
試
食
、
ൢ
売
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
׭
民
が
一
体
と
な
っ
て
、
村
ࢁ
市
を
盛

り
上
げ
よ
う
と
い
う
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

市
ຽ
・
ڠ
ྗ
ஂ
ମ
ͱ
の
࿈
ܞ

村
ࢁ
市
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
事
業
で
は
、
多
く
の
市
民
に

関
わ
っ
て
も
ら
い
、
関
心
を
も
っ
て
も
ら
う
よ
う
෯
広
い

層
に
ڠ
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

市
内
の
࣊
ળ
団
体
に
は
、
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
に
日
本
文

化
を
঺
հ
す
る
よ
う
な
お
も
て
な
し
を
ґ
པ
し
ま
し
た
。

す
る
と
、
村
ࢁ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
஡
道
と
ཋ
ҥ
の
体

験
ا
画
を
、
村
ࢁ
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
お
ࣉ
で
の
࠲
ષ

を
、
村
ࢁ
ロ
ー
ズ
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
回
転
ण
࢘
で
の

お
食
事
会
を
そ
れ
ぞ
れ
ا
画
し
て
く
れ
ま
し
た
。

２
回
目
の
事
前
Ω
ャ
ン
プ
と
な
っ
た
今
年
の
̧
Ｏ
̨
̚ 

Ｃ
̖
Ｍ
̥
２
０
１
８
で
は
「
あ
の
ブ
ル
ガ
リ
ア
新
体
ૢ
の

選
手
た
ち
の
お
も
て
な
し
を
し
た
い
」
と
自
ら
ਃ
し
出
て

く
れ
る
方
が
出
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
市
内
の
大
ٱ
保

地
域
の
օ
さ
ん
は
「
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
選
手
た
ち
は
お
໫
を

食
べ
た
こ
と
は
な
い
だ
Ζ
う
か
ら
」
と
໫
つ
き
体
験
に
招

待
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
選
手
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
α
ポ
ー
ト
す
る
た
め

に
ื
集
し
た
市
民
Ϙ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
は
、
ຖ
日
の
࿅

श
場
の
๣
ら
に
半
日
交
ସ
で
待
機
し
、
新
体
ૢ
マ
ッ
ト
の

ਗ਼
૟
や
必
要
用
඼
を
ิ
ॆ
す
る
と
い
う
役
割
で
し
た
が
、

࣍
ୈ
に
選
手
た
ち
か
ら
は
、
ങ
い
物
な
ど
い
Ζ
い
Ζ
な
૬

ஊ
を
さ
れ
る
਎
近
な
存
在
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
選
手
た

ち
の
新
体
ૢ
に
対
す
る
ਅ
᎜
な
࿅
श
ぶ
り
、
コ
ー
チ
か
ら

ݫ
し
く
指
導
さ
れ
ٽ
き
な
が
ら
も
く
ら
い
つ
い
て
い
く
様

を
目
の
当
た
り
と
し
た
Ϙ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
օ
さ
ん
は
、
す

◆◆◆

山
形
県
村
山
市

ブ
ル
ガ
リ
ア
新
体
操
チ
ー
ム
の

 

事
前
キ
ャ
ン
プ
を
誘
致

︱
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
事
業
を
地
域
経
済
活
性
化
に
ܨ
げ
る
︱

世
界
的
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と

地
域
づ
く
り

冨
樫
　
京
太

村
山
市
教
育
委
員
会
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・�

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
交
流
課
　
主
事
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っ
か
り
彼
女
た
ち
の
フ
ァ
ン
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

彼
女
た
ち
の
࿅
श
を
近
く
で
み
な
が
ら
応
援
し
た
い
、
と

い
う
ؾ
持
ち
で
̧
Ｏ
̨
̚ 

Ｃ
̖
Ｍ
̥
２
０
１
７
に
Ҿ
き

続
き
今
年
の
̧
Ｏ
̨
̚ 

Ｃ
̖
Ｍ
̥
２
０
１
８
で
も
Ϙ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
୲
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
地
域
と
市
民
が
生
み
出
し
た
大
き
な
マ
ン
パ
ワ
ー

が
村
ࢁ
市
を
支
え
て
い
ま
す
。

ࢠ
ڙ
た
ͪ
の
ະ
དྷ
΁
の
Ϩ
ガ
γ
ー

ブ
ル
ガ
リ
ア
選
手
が
市
内
全
９
校
の
খ
中
学
校
へ
出
向

く
学
校
訪
問
を
行
い
ま
し
た
。
選
手
は
世
界
の
ア
ス
リ
ー

ト
と
し
て
の
ݫ
し
い
心
構
え
を
ޠ
り
、
新
体
ૢ
の
技
を
൸

࿐
し
、
ࣇ
ಐ
生
ె
は
地
域
や
自
分
た
ち
の
文
化
を
事
前
に

学
श
し
た
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。
ま
た
一
緒
に
؆
単
な

新
体
ૢ
の
技
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
市
内
の
子
ど
も
た
ち
と

◆◆◆

選
手
が
「
૬
ޓ
に
」
৮
れ
合
い
異
文
化
を
体
験
す
る
ઈ
好

の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

村
ࢁ
市
立
१
Ԭ
中
学
校
新
体
ૢ
部
の
生
ె
た
ち
が
世
界

を
୅
表
す
る
ブ
ル
ガ
リ
ア
チ
ー
ム
の
コ
ー
チ
ਞ
か
ら
࿅
श

を
指
導
し
て
い
た
だ
く
「
ເ
の
レ
ッ
ス
ン
」
が
実
現
し
ま

し
た
。
チ
ー
ム
と
の
当
ॳ
の
取
り
決
め
の
中
で
は
、
同
じ

ア
リ
ー
ナ
の
同
じ
空
間
で
は
あ
る
が
、
ผ
々
の
新
体
ૢ
マ

ッ
ト
で
ผ
々
に
࿅
श
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

い
ざ
࿅
श
が
࢝
ま
っ
て
み
る
と
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
チ
ー
ム
の

団
体
コ
ー
チ
が
、
ྡ
の
マ
ッ
ト
の
生
ె
た
ち
に
ؾ
ܰ
に
指

導
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
生
ె
た
ち
は
、
手
具
や
技
ज़
面

に
ؾ
を
取
ら
れ
「
笑
顔
が
な
い
」
と
の
指
摘
で
、
ݫ
し
い

࿅
श
を
積
み
な
が
ら
も
「
ָ
し
く
笑
顔
で
ԋ
技
す
る
大
੾

さ
」
を
学
ん
だ
様
子
で
し
た
。

多
く
の
方
に
新
体
ૢ
の
ັ
力
を
఻
え
る
た
め
に
と
開
催

し
た
ブ
ル
ガ
リ
ア
選
手
た
ち
の
公
開
ԋ
技
会
で
は
、
新
体

ૢ
に
ೃ
છ
の
な
い
観
客
の
た
め
に
१
Ԭ

中
学
校
新
体
ૢ
部
員
が
新
体
ૢ
の
見
方

や
応
援
の
方
法
を
レ
ク
チ
ャ
ー
す
る
時

間
を
設
け
、
ԋ
技
会
を
盛
り
上
げ
る
役

を
୲
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

さ
ら
な
る
体
験
と
し
て
、
新
体
ૢ
部

部
員
た
ち
は
、
チ
ー
ム
コ
ー
チ
ਞ
が
来

日
し
て
か
ら
受
け
た
ൿ
密
の
特
܇
に
よ

り
、
最
後
の
ԋ
目
で
ブ
ル
ガ
リ
ア
選
手

と
一
緒
に
གྷ
る
機
会
が
与
え
ら
れ
ま
し

た
。こ

れ
ら
の
و
重
な
体
験
・
交
流
が
、

子
供
た
ち
の
大
き
な
経
験
と
な
り
、
࣍

世
୅
へ
の
多
大
な
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
ະ

来
へ
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

3O4&�$"M1�2018 ϘϥンςΟΞとબखとのه೦ࣸਅ

ちとަྲྀ͢るϒルガリΞબखͨڙࢠ๚໰Ͱߍֶ

大ٱอ地域Ͱの͓΋ͯͳ͠イベント໫͖ͭମݧ
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࡛
ۄ
ス
λ
δ
Ξ
Ϝ
を
த
৺
ͱ
し
た 

·
ͪ
づ
く
り

さ
い
た
ま
市
は
、
東
京
か
ら
20
Ỗ
30
ἅ
圏
の
内
཮
に
あ

り
、
間
も
な
く
人
ޱ
１
３
０
万
人
、
15
周
年
を
ܴ
え
る
政

ྩ
指
定
都
市
で
す
。

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
、
さ
い
た
ま
市
は
、
α
ッ
カ
ー
と
バ
ス
ケ
ッ
ト
Ϙ
ー
ル

の
開
催
都
市
と
な
っ
て
い
て
、α
ッ
カ
ー
に
つ
い
て
は「
࡛

ۄ
ス
タ
ジ
ア
ム
２
ʓ
ʓ
２
（
ニ
ー
マ
ル
マ
ル
ニ
、
以
下

「
࡛㆕

ㆂ

ス㆙

タ㆟

」）」、
バ
ス
ケ
ッ
ト
Ϙ
ー
ル
に
つ
い
て
は
「
さ
い

た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
（
以
下
「
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー

ナ
」）」
が
会
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

α
ッ
カ
ー
会
場
の
࡛
ス
タ
は
、
̟
リ
ー
グ
「
Ӝ
࿨
レ
ッ

ド
μ
イ
Ϡ
モ
ン
ズ
」
の
ホ
ー
ム
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
日

本
୅
表
戦
も
頻
繁
に
開
催
さ
れ
る
α
ッ
カ
ー
ઐ
用
ス
タ
ジ

◆◆◆

ア
ム
で
す
。

࡛
ス
タ
の
最
寄
り
は
、
࡛
ۄ
高
଎
鉄
道
線
の
「
Ӝ
࿨
ඒ

園
Ӻ
」
で
す
が
、
こ
の
Ӝ
࿨
ඒ
園
Ӻ
を
中
心
と
し
た
「
ඒ

園
ウ
イ
ン
グ
シ
テ
ィ
」
は
、
面
積
で
３
０
０
Ἃ
௒
、
計
画

人
ޱ
も
３
万
人
௒
と
い
う
大
型
の
۠
画
整
理
地
で
す
。

さ
い
た
ま
市
は
、「
࣍
世
୅
自
動
車
・
ス
マ
ー
ト
エ
ネ

ル
Ϊ
ー
特
۠
」
と
し
て
、
国
の
地
域
活
性
化
総
合
特
۠
の

事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ඒ
園
ウ
イ
ン
グ
シ
テ

ィ
は
、
重
点
地
۠
と
し
て
公
民
ʴ
学
の
連
携
に
よ
る
、
新

た
な
α
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い
る
地
域
で
す
。

取
り
組
み
の
中
心
を
୲
う
の
は
、「
ඒ
園
タ
ウ
ン
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
ڠ
会
」
と
い
う
ܚ
ጯ
ٛ
क़
大
学
理
޻
学
部
の
西

޺
ষ
ڭ
त
を
会
長
と
す
る
公
民
ʴ
学
の
連
携
組
織
と
「
一

般
社
団
法
人
ඒ
園
タ
ウ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
で
、
拠
点
は

Ӻ
西
ޱ
の
「
ア
ー
バ
ン
デ
β
イ
ン
η
ン
タ
ー
み
そ
の
（
̪

Ｄ
Ｃ
Ｍ
̸
ử
Ϣ
ー
デ
ィ
シ
ー
ミ
ー
）」
で
す
。

ඒ
園
ウ
イ
ン
グ
シ
テ
ィ
で
は
、
࡛
ス
タ
を
ま
ち
の
シ
ン

Ϙ
ル
と
し
て
、
新
چ
の
市
民
が
一
緒
に
な
っ
た
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
通
じ
た
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
が
進
み
、
経
済
ࢽ
な

ど
で
は
成
長
が
期
待
さ
れ
る
地
域
の
上
位
に
も
ラ
ン
ク
さ

れ
て
い
ま
す
。

͞
い
た
·
৽
౎
৺
地
۠
Ͱ
は 

༷
ʑ
ͳ
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
։
࠵

も
う
１
つ
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
Ϙ
ー
ル
会
場
の
ス
ー
パ
ー
ア

リ
ー
ナ
で
す
が
、
̟
̧
東
日
本
「
さ
い
た
ま
新
都
心
Ӻ
」

と
デ
ッ
Ω
で
ܨ
が
る
好
立
地
に
あ
り
ま
す
。

ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
は
、
格
ಆ
技
の
੟
地
と
も
呼
ば
れ

て
い
る
一
方
、
ஶ
名
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
コ
ン
α
ー
ト
も

多
く
開
催
さ
れ
る
こ
と
で
知
ら
れ
、
多
目
的
ア
リ
ー
ナ
と

し
て
΄
΅
年
間
フ
ル
稼
ಇ
し
て
い
る
ঢ়
گ
で
す
。

東
に
大
型
商
業
施
設
が
展
開
す
る
一
方
、
西
に
は
国
の

多
く
の
機
関
が
立
地
し
て
い
る
の
で
、
関
東
圏
の
自
治
体

の
方
の
中
に
は
、
国
の
会
議
や
説
明
会
等
で
ޚ
ೃ
છ
み
の

方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
Ỷ
う
か
。

さ
い
た
ま
新
都
心
地
۠
で
は
、
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
運
Ӧ

会
社
な
ど
、
地
域
に
ࠜ
ࠩ
し
た
ا
業
連
携
を
ओ
体
に
、
地

域
ओ
導
に
よ
る
質
の
高
い
ま
ち
づ
く
り
が
進
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
新
都
心
地
۠
に
関
連
す
る
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の

એ
఻
を
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

ま
ͣ
は
、「
２
０
１
８
ツ
ー
ル
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
さ
い

た
ま
ク
リ
テ
リ
ウ
ム
」
が
、
こ
の
新
都
心
地
۠
で
２
０
１

８
年
11
月
４
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

ツ
ー
ル
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
は
、
フ
ラ
ン
ス
国
内
を
中
心

と
し
て
ຖ
年
７
月
に
23
日
間
と
い
う
長
期
で
開
催
さ
れ

る
、
世
界
で
最
も
有
名
な
自
転
車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
で
、
長

い
఻
౷
を
持
ち
文
化
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

◆◆◆

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

︱
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
α
ッ
カ
ー
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
Ϙ
ー
ル

 

開
催
都
市
の
さ
い
た
ま
、
２
０
２
１
年
以
߱
に
向
け
て
︱

高
橋
　
伸
一
郎

さ
い
た
ま
市
ス
ポ
ー
ツ
政
策
室
長

世
界
的
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
継
続
開
催
で

 

総
合
的
な
政
策
効
果
を
狙
う

世
界
的
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と

地
域
づ
く
り
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ク
リ
テ
リ
ウ
ム
と
い
う
の
は
、
短
ڑ
཭
を
周
回
す
る
レ

ー
ス
で
す
が
、
さ
い
た
ま
市
で
は
ツ
ー
ル
・
ド
・
フ
ラ
ン

ス
を
ओ
催
す
る
̖
⁒̨
⁒Ｏ
⁒と
の
契
約
に
基
づ
き
、こ
の「
ツ

ー
ル
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
」
の
名
を
ף
し
、
そ
の
ง
囲
ؾ
を

そ
の
ま
ま
࠶
現
し
た
自
転
車
競
技
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て

い
る
の
で
す
。

今
年
で
６
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
が
、
前
回
、
前
々

回
の
ツ
ー
ル
೼
者
で
あ
る
フ
ル
ー
ム
選
手
を
は
じ
め
と
す

る
ஶ
名
選
手
が
来
日
し
、
自
転
車
愛
好
者
は
も
と
よ
り
多

く
の
ツ
ー
ル
フ
ァ
ン
に
も
、
目
の
前
で
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー

を
Կ
度
も
見
ら
れ
る
و
重
な
機
会
と
し
て
の
ೝ
知
が
高
ま

っ
て
来
ま
し
た
。

ま
た
、
12
月
９
日
（
日
）
に
は
、「
ୈ
４
回
さ
い
た
ま

国
際
マ
ラ
ソ
ン
」
が
、
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
を
起
終
点
に

開
催
さ
れ
ま
す
。「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
୅
表
選
手

選
考
競
技
会
」
に
も
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
レ
ー
ス
で
す

が
、
一
般
の
方
に
も
ޚ
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。
大
都
市
ら

し
い
ܠ
観
と
߫
外
の
み
ど
り
が
近
い
、
さ
い
た
ま
市
ら
し

さ
を
ת
能
で
き
る
コ
ー
ス
設
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
ຖ
年
３
月
最
終
週
の
土
日
に
開
催
す
る
、「
さ

い
た
マ
ー
チ
」
と
い
う
ウ
ォ
ー
Ω
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で
、
さ

い
た
ま
新
都
心
を
起
終
点
に
見
প
田
ะ
の
自
વ
を
਎
近
に

ָ
し
め
ま
す
。

目
ۄ
は
「
日
本
一
の
ࡩ
回
࿓
」
の
下
を
า
こ
う
と
い
う

も
の
で
、
ࡢ
年
度
は
満
開
の
ࡩ
の
下
を
૘
や
か
に
ウ
ォ
ー

Ω
ン
グ
で
き
る
ઈ
好
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
元
来
、
ࡩ

の
開
花
時
期
は
不
確
定
な
も
の
で
す
が
、
さ
い
た
ま
市
で

は
ࡩ
の
छ
ྨ
を
増
や
し
ϋ
ズ
レ
の
リ
ス
ク
を
ݮ
ら
し
た
΄

か
、
多
く
の
方
に
ָ
し
ん
で
い
た
だ
け
る
ا
画
へ
と
日
໷

վ
ྑ
に
౒
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
͝
期
待
く
だ
さ
い
。

શ
ࠃ
ॳ
の
ス
ポ
ー
ツ
大
ձ
༠
க
૊
৫

ủ
͞
い
た
·
ス
ポ
ー
ツ
ί
ϛ
ỽ
γ
ἀ
ン
Ứ

今
年
度
、
さ
い
た
ま
市
で
は
「
さ
い
た
ま
ス
ポ
ー
ツ
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
̨
̨
Ｃ
）」
の
法
人
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

̨
̨
Ｃ
は
、
さ
い
た
ま
市
が
全
国
で
ॳ
め
て
組
織
し
た
ス

ポ
ー
ツ
大
会
等
を
誘
致
す
る
組
織
で
す
が
、
よ
り
ॊ
ೈ
か

つ
機
動
的
に
、
公
民
ʴ
学
の
連
携
に
よ
る
෯
の
広
い
活
動

を
展
開
し
、
ス
ポ
ー
ツ
産
業
の
成
長
力
を
市
の
発
展
に
ܨ

げ
る
た
め
に
ಠ
立
し
た
組
織
と
す
る
も
の
で
す
。

世
界
的
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
は
、
市
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
や
、
交
流
人
ޱ
の
増
加
、
経
済
波
及
効
果
な
ど
が
期
待

で
き
ま
す
が
、
さ
い
た
ま
市
と
し
て
は
今
回
の
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
の
法
人
化
も
通
じ
て
、
単
な
る
大
会
等
の
誘
致
活
動
に

ཹ
ま
ら
ͣ
、
ス
ポ
ー
ツ
Պ
学
、
ス
ポ
ー
ツ
ҩ
学
等
の
ا
業
誘

致
や
、
大
学
や
ス
ポ
ー
ツ
団
体
と
の
連
携
に
よ
る
、
指
導
者

や
ト
レ
ー
ナ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
ӫ
ཆ
士
と
い
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
関

連
人
ࡐ
の
育
成
・
供
څ
、
さ
ら
に
は
ا
業
や
大
学
と
連
携

し
た
市
内
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
ॆ
実
と
い
っ
た
、
２
０
２
１
年

以
߱
に
ܨ
が
る
長
期
的
な
政
策
の
展
開
も
図
っ
て
い
ま
す
。

世
界
的
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
も
、
単
発
と
せ
ͣ
継
続

開
催
に
よ
る
文
化
と
し
て
の
定
着
は
も
と
よ
り
、
イ
ベ
ン

ト
単
体
の
限
定
的
効
果
の
み
を
௥
わ
ͣ
、
他
の
政
策
と
結

び
付
け
て
い
く
こ
と
、
む
し
Ζ
一
連
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
中

に
イ
ベ
ン
ト
を
置
く
こ
と
に
よ
り
、
ෛ
ՙ
の
大
き
さ
に
見

合
っ
た
、
総
合
的
な
政
策
効
果
を
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆◆◆

ୈ �ճ͍ͨ͞Ϛーν

2017 ツール・υ・フϥンス͍ͨ͞まクリςリ΢ム
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ス
ポ
ー
ツ
ク
ϥ
イ
ϛ
ン
ά
ͱ
Ճ
ਢ
市

加
ਢ
市
は
「
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
ま
ち
」
と
し
て
、
ク
ラ

イ
マ
ー
の
人
た
ち
の
間
で
定
着
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

ࢁ
の
な
い
加
ਢ
市
で
、
な
ͥ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を

推
進
し
て
い
る
の
か
不
ࢥ
議
に
ࢥ
う
方
も
多
い
と
ࢥ
い
ま

す
。加

ਢ
市
は
、
今
か
ら
20
年
以
上
前
の
平
成
８
年
に
、
࡛

ۄ
県
で
開
催
さ
れ
た
「
彩
の
国
ま
͝
こ
Ζ
国
体
（
平
成
16

年
）」
の
ࢁ
ַ
競
技
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
छ
目
の
会
場
ީ
ิ
地

と
し
て
決
定
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、「
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
の
ま
ち
」
と
し
て
า
み
࢝
め
ま
し
た
。

ମ
ҭ
ؗ
に
ク
ϥ
イ
ϛ
ン
ά
΢
Ỽ
ー
ϧ
の
੔
උ

԰
外
に
設
置
す
る
こ
と
が
多
い
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
施
設
で

◆◆◆◆◆◆

す
が
、
加
ਢ
市
で
は
国
体
の
意
ٛ
を
౿
ま
え
、
国
体
後
も

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
市
民
へ
の
ී
及
と
競
技
大
会
の
誘

致
や
開
催
に
よ
り
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
振
興
を
図
る
こ
と
と

し
て
、
平
成
12
年
３
月
に
加
ਢ
市
民
体
育
ؗ
内
に
԰
内
で

は
国
内
最
大
級
と
な
る
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ル
（
リ
ー

ド
）
を
４
面
整
備
し
ま
し
た
。
ま
た
、
子
供
の
こ
Ζ
か
ら

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
に
਌
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
市
内
の
４

つ
の
খ
学
校
と
ࣇ
ಐ
ؗ
に
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ル
（
Ϙ

ル
μ
ー
）
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
に
は
、
市
内
に
あ
る
南
ࣰ
࡚
体
育
ؗ
の
大

規
模
վ
म
に
合
わ
せ
、
新
た
に
Ϙ
ル
μ
ー
น
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
ク
ϥ
イ
ϛ
ン
ά
を
ਪ
ਐ
す
る 

૊
৫
の
ઃ
ཱ

加
ਢ
市
で
は
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
ී
及
推
進
に
、
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ル
の
整
備
だ
け
で
は
な
く
、
組
織
の
整

◆◆◆

備
、
ڭ
ࣨ
や
大
会
の
開
催
な
ど
の
ソ
フ
ト
面
も
必
要
と
考

え
、
平
成
12
年
５
月
か
ら
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
大
会
（
̠
̖
̯

Ｏ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
カ
ッ
プ
）
や
、
ジ
ュ
ニ
ア
や
一
般
を
対

象
と
し
た
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ڭ
ࣨ
な
ど
を
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
、ୈ
１
回
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ڭ
ࣨ
参
加
者
を
中
心
に
、

加
ਢ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
を
平
成
12
年
８
月

に
発
足
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
、

平
成
13
年
４
月
に
は
ス
ポ
ー
ツ
に
଄
ܮ
が
深
く
加
ਢ
市
在

住
の
方
に
会
長
を
お
ئ
い
し
、
加
ਢ
市
ࢁ
ַ
連
ໍ
が
発
足

し
、
本
格
的
に
活
動
を
進
め
る
体
੍
が
整
い
ま
し
た
。

Ճ
ਢ
市
ࢁ
ַ
࿈
ໍ
ͱ
ڠ
ಇ
Ͱ 

ス
ポ
ー
ツ
ク
ϥ
イ
ϛ
ン
ά
を
ਪ
ਐ

加
ਢ
市
ࢁ
ַ
連
ໍ
が
中
心
的
な
役
割
を
୲
い
「
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
ڭ
ࣨ
」「
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
体
験
会
」「
̠
̖
̯
Ｏ
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
カ
ッ
プ
」「
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ೝ
定
会
」「
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
Ｄ
̖
̮
」
な
ど
様
々
な
事
業
を
行
政
と
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
加
ਢ
市
民
体
育
ؗ
で
は
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
３
回
（
リ
ー
ド
１
回
、
Ϙ
ル
μ

リ
ン
グ
２
回
）
の
΄
か
、
日
本
選
手
ݖ
、
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ

プ
、
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
誘
致
開
催
す
る
と
と
も

に
、
全
国
高
等
学
校
選
手
ݖ
大
会
や
県
民
総
合
体
育
大
会

を
ຖ
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
大
会
の
誘
致
開
催

は
、
加
ਢ
市
及
び
加
ਢ
市
ࢁ
ַ
連
ໍ
や
関
係
者
が
、
׭
民

一
体
と
な
っ
て
ڠ
力
し
実
現
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
数
多
く
の
大
会
が
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら

ト
ッ
プ
ク
ラ
イ
マ
ー
や
応
援
す
る
方
が
加
ਢ
市
に
数
多
く

集
結
し
、
日
本
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
界
で
は
加
ਢ
市
が
「
੟

地
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

◆◆◆

埼
玉
県
加
須
市

「
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
ま
ち
」

 

加か

須ͧ

を
全
国
に
発
信

渡
辺
　
岳
也

加
須
市
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
　
主
事
補

︱「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
ए
者
の
集
う
ま
ち
づ
く
り
」を
推
進
︱

世
界
的
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と

地
域
づ
く
り
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ス
ポ
ー
ツ
は
地
域
活
性
化
の
ى
ര
ࡎ

加
ਢ
市
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
だ
け
で
な
く

数
多
く
の
全
国
・
関
東
規
模
の
大
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。加

ਢ
き
ͣ
な
ス
タ
ジ
ア
ム
（
野
ٿ
場
）
で
は
全
国
女
子

ߗ
ࣜ
野
ٿ
Ϣ
ー
ス
大
会
や
全
国
高
等
学
校
女
子
ߗ
ࣜ
野
ٿ

選
ൈ
大
会
を
、
加
ਢ
市
に
あ
る
౉
ྑ
੉
遊
水
地
で
は
ߚ
༿

チ
ャ
レ
ン
ジ
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
・
デ
ュ
ア
ス
ロ
ン
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル 

in 

加
ਢ
大
会
な
ど
の
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会

を
、
加
ਢ
市
の
中
心
を
流
れ
る
利
ࠜ
઒
の
Տ
઒
ෑ
で
は
、

全
日
本
学
生
選
手
ݖ
チ
ー
ム
ロ
ー
ド
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル

大
会
な
ど
の
自
転
車
競
技
大
会
を
誘
致
し
ຖ
年
開
催
さ
れ

◆◆◆

て
い
ま
す
。

こ
の
他
、
ຖ
年
12
月
に
加
ਢ
こ
い
の
΅
り
マ
ラ
ソ
ン
大

会
を
、
３
月
に
は
;
じ
の
ཬ
Ӻ
఻
大
会
を
開
催
し
、
全
国

か
ら
大
੎
の
方
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
چ
県
立
ٍ
西
高
校
੻
地
を
活
用
し
た
α
ッ
カ

ー
の
΄
か
、
Ϙ
ク
シ
ン
グ
や
ロ
ー
ラ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
い
っ

た
大
会
の
開
催
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
様
々
な
競
技
の
全
国
・
関
東
規
模
の
大
会

が
数
多
く
開
催
さ
れ
て
い
る
加
ਢ
市
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
で

地
域
を
活
性
化
で
き
る
よ
う
「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
ए
者

の
集
う
ま
ち
づ
く
り
」
を
積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

ࠓ
ޙ
の
՝
୊
ͱ
ల
๬

◆◆◆

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
は
、
２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
正
ࣜ
छ
目
と
し
て
平
成
28

年
８
月
に
決
定
し
た
こ
と
か
ら
注
目
さ
れ
、
加
ਢ
市
の
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ル
の
利
用
や
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ڭ
ࣨ
、

体
験
会
な
ど
へ
の
参
加
が
増
え
ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
、
市
内
の
大
学
で
は
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
の
ク
ラ
ブ
が
で
き
ま
し
た
が
、
市
内
の
高
校
で
は
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
ク
ラ
ブ
は
な
い
ঢ়
گ
で
す
。

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
推
進
す
る
た
め
の

֩
と
な
る
加
ਢ
市
ࢁ
ַ
連
ໍ
で
は
、
現
在
、
ジ
ュ
ニ
ア
の

育
成
に
力
を
注
͗
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

加
ਢ
市
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
す
る
た
め
の

施
設
や
、
そ
れ
を
支
え
る
組
織
が
あ
り
ま
す
が
、
Ҿ
き
続

き
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
支
え
る

人
ࡐ
の
確
保
が
重
要
で
あ
り
、

࣍
の
世
୅
を
୲
う
子
ど
も
た
ち

の
育
成
が
ٻ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契

機
と
し
て
、
各
খ
学
校
に
設
置

さ
れ
た
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ウ
ォ
ー

ル
の
活
用
の
΄
か
、
市
内
の
中

学
や
高
校
で
の
ク
ラ
ブ
設
置
な

ど
を
進
め
、
子
ど
も
の
ࠒ
か
ら

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
に
਌

し
め
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る

こ
と
で
、
さ
ら
に
加
ਢ
市
の
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
は
ඈ
༂

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

ฏ੒ 28年に։͞࠵ΕͨϘルμリンάϫールυカοϓ

͞ߴ 1�Nʷ෯ �Nと͞ߴ 12Nʷ෯ �Nのਓ޻น 2໘ͣͭΛৗઃ

にઃஔ͞Εͨクϥイϛンά΢Υールߍ಺ֶࢢ
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ủ
Φ
Ϧ
ン
ϐ
ỽ
ク
・
パ
ϥ
Ϧ
ン
ϐ
ỽ
ク 

ڭ
ҭ
࣮
ࢪ
ํ
਑
Ứ

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
大
会
で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
３
競
技
（
レ
ス
リ
ン
グ
、
フ

ェ
ン
シ
ン
グ
、
テ
コ
ン
ド
ー
）、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
４
競

技
（
車
い
す
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
、
テ
コ
ン
ド
ー
、
ΰ
ー
ル
Ϙ

ー
ル
、
シ
ッ
テ
ィ
ン
グ
バ
レ
ー
Ϙ
ー
ル
）
が
ઍ
༿
市
の
ນ

ு
メ
ッ
η
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
ઍ
༿
市
の
子
ど
も

た
ち
の
人
生
に
と
っ
て
ま
た
と
な
い
重
要
な
機
会
と
ଊ

え
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ڭ
育
（「
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
学

び
」「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
通
じ
た
学

び
」）
を
ڧ
力
に
進
め
る
こ
と
と
し
、
具
体
的
な
事
業
計

画
を
示
し
た
「
ઍ
༿
市
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
ڭ
育
実
施
方
਑
」（
ઍ
༿
市
オ
リ
パ
ラ
ڭ
育
実
施
方
਑
）

◆◆◆

を
策
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
特
に
ઍ
༿
市
は
、
車
い
す
ス
ポ
ー
ツ
を
は
じ
め

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
大
会
が
頻
繁
に
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
パ

ラ
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
パ
ラ
ス

ポ
ー
ツ
に
関
す
る
事
業
を
重
点
的
に
展
開
す
る
中
で
オ
リ

パ
ラ
ڭ
育
の
狙
い
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

以
下
の
３
点
が
ઍ
༿
市
オ
リ
パ
ラ
ڭ
育
を
通
じ
て
目
指

す
べ
き
人
間
૾
で
す
。

・
ス
ポ
ー
ツ
に
਌
し
み
、
知
・
徳
・
体
の
調
࿨
が
と
れ
た
人

・
多
様
性
を
ଚ
重
し
、
共
生
社
会
実
現
に
ߩ
ݙ
で
き
る
人

・
自
ら
学
び
行
動
で
き
る
国
際
感
֮
を
備
え
た
人

ମ
ҭ
・
อ
݈
ମ
ҭ
の
त
ۀ
Ͱ 

パ
ϥ
ス
ポ
ー
ツ
を
࣮
ࢪ

子
ど
も
た
ち
が
よ
り
ス
ポ
ー
ツ
を
好
き
に
な
り
、
生
涯

に
わ
た
っ
て
運
動
に
਌
し
む
資
質
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も

◆◆◆

に
、
ス
ポ
ー
ツ
の
多
様
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
東
京

２
０
２
０
大
会
へ
の
関
心
を
高
め
る
た
め
、
パ
ラ
ス
ポ
ー

ツ
を
খ
・
中
学
校
の
体
育
・
保
健
体
育
の
त
業
で
実
施
し

て
い
ま
す
。

平
成
29
年
度
、
モ
デ
ル
校
（
খ
学
校
７
校
、
中
学
校
７

校
）
に
お
い
て
体
育
・
保
健
体
育
の
त
業
で
、
パ
ラ
ス
ポ

ー
ツ
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
実
ફ
を
通
し
て
、
運
動

が
ۤ
手
な
子
も
ָ
し
み
な
が
ら
活
動
す
る
࢟
が
多
く
見
ら

れ
、
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
意
ཉ
も
高
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
モ
デ
ル
校
の
実
ફ
を
報
告
集
に
ま
と
め
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
そ
の
報
告
集
な
ど
の
内
༰
を
も
と
に
、
市

立
全
খ
中
学
校
（
全
খ
学
校
１
１
１
校
、全
中
学
校
55
校
）

に
お
い
て
、
体
育
・
保
健
体
育
の
त
業
で
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ

を
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
খ
学
校
で
は
、
ΰ
ー
ル

Ϙ
ー
ル
ま
た
は
シ
ッ
テ
ィ
ン
グ
バ
レ
ー
Ϙ
ー
ル
を
、
中
学

校
で
は
、
シ
ッ
テ
ィ
ン
グ
バ
レ
ー
Ϙ
ー
ル
及
び
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関
す
る
内
༰
の
体
育
理
論
を

行
い
ま
す
。

·
ͣ
は
ỏ
ઌ
ੜ
ํ
が
΍
ỳ
て
Έ
Α
͏
ʂ

平
成
29
年
度
は
、
日
本
ΰ
ー
ル
Ϙ
ー
ル
ڠ
会
、
日
本
パ

ラ
バ
レ
ー
Ϙ
ー
ル
ڠ
会
の
方
々
を
ߨ
ࢣ
に
招
き
、
実
際
の

競
技
に
つ
い
て
体
験
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。今
年
度
は
、

ࡢ
年
度
モ
デ
ル
校
で
त
業
を
実
ફ
し
た
ઌ
生
方
が
、
त
業

に
生
か
せ
る
実
技
ݚ
म
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
し
た
ઌ
生

方
か
ら
は
、「
ル
ー
ル
を
޻
෉
す
る
こ
と
で
ָ
し
め
た
」「
ো

֐
を
も
っ
た
方
も
含
め
い
Ζ
い
Ζ
な
方
と
ָ
し
め
る
ス
ポ

ー
ツ
と
感
じ
た
」「
子
ど
も
た
ち
に
も
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の

ָ
し
さ
を
఻
え
た
い
」
と
い
う
前
向
き
な
੠
が
ฉ
か
れ
ま

し
た
。

◆◆◆

千
葉
県
千
葉
市

︱
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
機
に

 
多
様
性
に
対
応
し
た
共
生
社
会
を
目
指
し
て
︱

奈
良
　
容
平

千
葉
市
教
育
委
員
会
保
健
体
育
課
　
指
導
主
事

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た

 

「
ひ
と
づ
く
り
」「
ま
ち
づ
く
り
」

世
界
的
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と

地
域
づ
く
り

�� 2018・10月号 地域づくり 特集編 2018・10月号地域づくり 特集編 ��

�



特 集

活
ಈ
の
࣮
ࡍ

˓
γ
ッ
ς
ỹ
ン
グ
ό
Ϩ
ー
Ϙ
ー
ル

シ
ッ
テ
ィ
ン
グ
バ
レ
ー
Ϙ
ー
ル
は
、
খ
学
校
高
学
年
、

中
学
校
で
行
っ
て
い
ま
す
。
実
際
に
࠲
っ
て
活
動
し
て
み

る
と
、
ॳ
め
は
体
が
ࢥ
う
よ
う
に
動
か
せ
ͣ
ラ
リ
ー
が
な

か
な
か
続
き
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
体
験
が
終
わ
っ
て
し
ま
っ

て
は
、
シ
ッ
テ
ィ
ン
グ
バ
レ
ー
Ϙ
ー
ル
が
「
೉
し
い
ス
ポ

ー
ツ
」「
健
常
者
の
自
分
た
ち
に
は
関
係
の
な
い
ス
ポ
ー

ツ
」
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
、
今
も
っ
て

い
る
力
で
ָ
し
め
る
よ
う
に
子
ど
も
た
ち
と
考
え
て
ル
ー

ル
を
޻
෉
し
ま
す
。
コ
ー
ト
を
も
っ
と
狭
く
し
た
り
、
Ϙ

ー
ル
を
ܰ
く
し
た
り
、
్
中
で
Ω
ャ
ッ
チ
を
あ
り
に
し
た

り
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
ル
ー
ル
を
޻
෉
す
る
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
は
ラ
リ
ー
を
ָ
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

運
動
の
ۤ
手
な
子
ど
も
も
、
自
分
の
目
の
前
に
来
た
Ϙ
ー

ル
を
上
に
は
じ
い
た
り
、
Ω
ャ
ッ
チ
し
た
り
す
る
こ
と
で

◆◆◆

ラ
リ
ー
に
参
加
し
、
積
極
的
に
活
動
す
る
࢟
に
ม
わ
っ
て

い
き
ま
し
た
。
３
時
間
程
の
実
ફ
を
通
し
て
、
子
ど
も
た

ち
は
、「
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
は
ো
֐
者
の
ス
ポ
ー
ツ
だ
と
ࢥ

っ
て
い
た
け
ど
、
ো
֐
が
あ
っ
て
も
な
く
て
も
ָ
し
め
る

ス
ポ
ー
ツ
だ
と
ࢥ
い
ま
し
た
」「
࠲
っ
て
い
る
と
Ϙ
ー
ル

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
೉
し
く
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
出
場
し
て
い
た
選
手
が
手
を
࢖
っ
て
素
ૣ
く
Ҡ
動
し

て
い
る
こ
と
に
ڻ
き
ま
し
た
。
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

シ
ッ
テ
ィ
ン
グ
バ
レ
ー
Ϙ
ー
ル
を
見
て
み
た
い
と
ࢥ
い
ま

し
た
」
な
ど
の
感
૝
を
持
ち
、パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
興
味
・

関
心
を
高
め
ま
し
た
。

˓
ΰ
ー
ル
Ϙ
ー
ル

ΰ
ー
ル
Ϙ
ー
ル
は
、
খ
学
校
の
低
学
年
、
中
学
年
で
実

ફ
し
て
い
ま
す
。
ී
ஈ
と
は
ҧ
う
「
目
Ӆ
し
を
し
て
の
活

動
」
で
、
全
਎
の
感
֮
を
ݚ
͗
੅
ま
し
、
転
が
っ
て
く
る

ླ
入
り
の
Ϙ
ー
ル
に
と
び
つ
い
て
い
ま
し
た
。
目
Ӆ
し
を

す
る
の
で
、
自
分
が
転
が
し
た
Ϙ
ー
ル
が
ΰ
ー
ル
に
入
っ

た
か
ど
う
か
、
今
Կ
対
Կ
な
の
か
な
ど
、
৹
判
や
α
ポ
ー

タ
ー
の
役
割
が
と
て
も
大
੾
に
な
り
ま
す
。
パ
ラ
ス
ポ
ー

ツ
な
ら
で
は
の
α
ポ
ー
タ
ー
と
い
う
役
割
の
必
要
性
や
重

要
性
を
感
じ
な
が
ら
学
श
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
人
を

支
え
る
ָ
し
さ
、
支
え
て
も
ら
っ
た
時
の
҆
心
感
や
感
ँ

の
ؾ
持
ち
に
ؾ
付
き
、「
す
る
、
み
る
、
支
え
る
、
知
る
」

の
ス
ポ
ー
ツ
と
の
多
様
な
関
わ
り
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

パ
ϥ
ス
ポ
ー
ツ
の
੝
Μ
ͳ
·
ͪ
΁

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
実
ફ
を
行
っ
た
学
校
で
は
、
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
中
に
は
、
ٳ
み
時
間
に

ؾ
ܰ
に
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
を
ָ
し
む
よ
う
に
な
っ
た
学
校
も

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
ス
ポ
ー
ツ

の
多
様
性
を
知
り
、
共
に
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
の
大
੾
さ

や
ָ
し
さ
を
実
感
し
た
か
ら
で
す
。
こ
の
よ
う
な
学
श
を

２
０
２
０
年
以
߱
も
継
続
す
る
こ
と
で
、
多
様
性
を
ଚ
重

し
、
共
生
社
会
実
現
に
ߩ
ݙ
で
き
る
人
が
育
ま
れ
て
い
く

と
感
じ
て
い
ま
す
。

ઍ
༿
市
で
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
契
機
と
し
た
「
ま
ち
づ
く
り
」「
ͻ

と
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
の
ັ
力
を
感
じ
る
機
会
や
「
お
も
て
な
し

力
」、
都
市
の
ັ
力
な
ど
の
ॆ
実
と
と
も
に
車

い
す
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
な
土
৕
を
活
か
し
、
ো

֐
の
有
ແ
に
か
か
わ
ら
ͣ
共
に
交
流
で
き
、
誰

も
が
積
極
的
に
社
会
参
加
・
ߩ
ݙ
で
き
る
共
生

社
会
の
形
成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
、
こ

の
機
会
に
創
出
し
た
様
々
な
都
市
の
財
産
と
し

て
の
「
レ
ガ
シ
ー
」
を
ະ
来
に
Ҿ
き
継
い
で
い

き
ま
す
。

◆◆◆
修（ΰールϘール）ݚһର৅࣮ٕڭ

খֶߍɿΰールϘール

தֶߍɿγοςΟンάόレーϘール
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特 集
パ
ϥ
ス
ポ
ー
ツ
਍
அ
α
イ
ト 

ủ
Ϛ
イ
パ
ϥ
ʂ
Ứ
が
Ͱ
͖
る
·
Ͱ

日
本
財
団
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
α
ポ
ー
ト
η
ン
タ
ー
（
以

下
、「
パ
ラ
α
ポ
」）
は
、
２
０
２
０
年
の
東
京
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
大
会
へ
向
け
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
発
展
、
そ
し

て
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
社
会
実
現
の
た
め
に
、
日
本
財
団
の

支
援
を
受
け
て
２
０
１
５
年
５
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

ओ
な
活
動
は
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
ී
及
・
ܒ
発
事
業
と
パ
ラ

ス
ポ
ー
ツ
国
内
競
技
団
体
支
援
事
業
。そ
の
中
の
一
つ
に
、

「
マ
イ
パ
ラ
ʂ
̛
̸
̽
̳ 

Ｍ
͈ 

̥
̰
́
̰
͂
̿
̾
́
̓
」

（
以
下
、「
マ
イ
パ
ラ
ʂ
」）
と
い
う
̬
̚
̗
α
イ
ト
の
運

Ӧ
が
あ
り
ま
す
。

「
マ
イ
パ
ラ
ʂ
」
は
、
ো
が
い
ผ
エ
リ
ア
ผ
に
パ
ラ
ス

ポ
ー
ツ
が
਍
断
で
き
る
α
イ
ト
で
す
。
様
々
な
パ
ラ
ス
ポ

ー
ツ
の
中
か
ら
自
分
に
合
っ
た
「
Ｍ
͈ 

̥
̰
́
̰
͂
̿

◆◆◆

̾
́
̓
」
を
み
つ
け
、
ো
が
い
の
あ
る
人
に
も
な
い
人
に

も
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
を
࢝
め
る
き
っ
か
け
を
提
供
し
て
い
ま

す
。こ

の
α
イ
ト
を
࡞
る
こ
と
を
決
め
た
の
は
、
２
０
１
６

年
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
直
後
で

し
た
。
連
日
の
日
本
選
手
の
活
༂
で
報
道
も
増
え
、
パ
ラ

α
ポ
に
は
ো
が
い
者
͝
本
人
や
͝
家
族
、
ま
た
パ
ラ
ス
ポ

ー
ツ
の
α
ポ
ー
ト
を
ݕ
౼
さ
れ
る
全
国
各
地
の
方
か
ら
多

数
の
問
い
合
わ
せ
が
ಧ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
΄

と
ん
ど
が
、「
ো
が
い
に
あ
っ
た
競
技
が
わ
か
ら
な
い
」

と
い
う
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
そ
の
も
の
に
関
す
る
質
問
と
、
ク

ラ
ブ
チ
ー
ム
な
ど
実
際
に
競
技
を
行
え
る
場
所
の
問
い
合

わ
せ
で
し
た
。

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
に
は
ো
が
い
に
よ
っ
て
ル
ー
ル
や
用
具

が
޻
෉
さ
れ
た
様
々
な
競
技
が
あ
り
ま
す
が
、
パ
ラ
ス
ポ

ー
ツ
自
体
が
ま
だ
多
く
の
人
に
な
じ
み
が
な
い
た
め
、
一

般
の
方
に
と
っ
て
、
ど
こ
に
ど
ん
な
৘
報
が
あ
る
の
か
わ

か
り
に
く
い
部
分
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
パ
ラ
α
ポ

が
行
う
国
内
競
技
団
体
支
援
で
は
、
各
競
技
の
̝
̥
の
ॆ

実
に
も
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
を
総

合
的
に
わ
か
り
や
す
く
ݕ
ࡧ
で
き
る
৘
報
が
な
い
こ
と

や
、
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
競
技
団
体
の
多
く
は
地
方
団
体
が
な

く
、
競
技
団
体
と
し
て
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
レ
ベ
ル
の
α

ー
ク
ル
や
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
の
৘
報
を
把
握
し
き
れ
て
い
な

い
こ
と
、
地
域
の
ো
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
ڠ
会
の
運
Ӧ
ঢ়
態

に
地
域
ࠩ
が
あ
る
こ
と
な
ど
の
՝
題
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
た
め
、
パ
ラ
α
ポ
へ
問
い
合
わ
せ
を
す
る
前
に
ఘ
め
て

し
ま
っ
て
い
る
人
も
多
く
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、

ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
α
イ
ト
の
੍
࡞
を
開
࢝
し
ま
し

た
。

શ
ࠃ
の
パ
ϥ
ス
ポ
ー
ツ
৘
ใ
を
ൃ
৴

２
０
１
７
年
１
月
に
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
実

施
し
、
͝
支
援
い
た
だ
い
た
約
６
１
１
万
円
の
੍
࡞
資
金

を
も
と
に
同
年
４
月
に
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
27
競
技
と
ク
ラ

ブ
チ
ー
ム
を
掲
ࡌ
し
た
α
イ
ト
を
公
開
し
ま
し
た
。
同
年

７
月
に
は
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
以
外
の
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ

14
競
技
を
加
え
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
２
０
１
８
年
８
月

現
在
、
41
競
技
、３
７
５
チ
ー
ム
が
登
࿥
さ
れ
て
い
ま
す
。

઎
い
感
֮
で
そ
の
方
に
あ
っ
た
競
技
を
਍
断
す
る
「
パ
ラ

ス
ポ
ー
ツ
਍
断
」
と
チ
ー
ム
ݕ
ࡧ
、
そ
し
て
チ
ー
ム
へ
の

問
い
合
わ
せ
ま
で
が
؆
単
に
で
き
る
機
能
も
備
え
て
い
ま

す
。本

来
な
ら
、
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
が
਎
近
に
あ
り
、
パ
ラ
α

ポ
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
な
く
৘
報
を
得
ら
れ
、
実
際
に

体
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
ঢ়
態
が
整
っ
て
い
る
こ
と
が
理

◆◆◆

東
京
都

︱
自
分
に
合
っ
た
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
を
み
つ
け
る

 

̬
̚
̗
α
イ
ト
運
Ӧ
︱

東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け

 

あ
ら
ゆ
る
人
に
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
を

世
界
的
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と

地
域
づ
く
り

前
田
　
有
香

（
公
財
）
日
本
財
団
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

推
進
戦
略
部
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
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૝
的
で
す
。
し
か
し
、
地
方
の
ো
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
ڠ
会

の
取
り
組
み
の
ࠩ
は
大
き
く
、
地
域
内
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

の
৘
報
を
一
ཡ
に
し
て
掲
ࡌ
し
て
い
る
と
こ
Ζ
も
あ
れ

ば
、
数
年
間
΄
と
ん
ど
৘
報
の
ߋ
新
さ
れ
て
い
な
い
̝
̥

も
あ
り
ま
す
。
গ
な
い
人
員
で
運
Ӧ
し
て
い
る
地
方
の
ো

が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
ڠ
会
に
৘
報
収
集
を
ٻ
め
る
こ
と
も
、

α
ー
ク
ル
レ
ベ
ル
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
が
ಠ
自
の
̝
̥
を
持

つ
こ
と
も
೉
し
い
と
い
う
現
ঢ়
の
た
め
、「
マ
イ
パ
ラ
ʂ
」

が
積
極
的
に
全
国
各
地
の
৘
報
を
収
集
し
、
খ
さ
な
ク
ラ

ブ
チ
ー
ム
の
৘
報
も
掲
ࡌ
し
て
い
く
こ
と
で
、
各
地
域
で

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
に
か
か
わ
る
人
た
ち
の
ෛ
୲
を
増
や
さ

ͣ
、
必
要
な
方
に
৘
報
を
ಧ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
全
国
の
自
治
体
の
方
々
に
も
、
օ
さ
ん
の
地

域
で
ど
の
よ
う
な
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
が
運
Ӧ
さ
れ
て
い
る
の

か
、
ど
ん
な
৘
報
が
あ
る
の
か
͝
ཡ
い
た
だ
け
る
と
޾
い

で
す
。

全
国
で
３
７
０
݅
程
度
の
登
࿥
数
で
す
の
で
、
े
分
な

৘
報
が
あ
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
地
域
に
よ
っ
て
は
ク
ラ

ブ
チ
ー
ム
が
０
݅
と
い
う
エ
リ
ア
も
あ
り
ま
す
の
で
、
今

後
は
さ
ら
に
৘
報
を
収
集
し
、
登
࿥
チ
ー
ム
数
を
増
や
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
ࢥ
っ
て
い
ま
す
し
、
単
७
に
৘
報

を
収
集
す
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
に
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
ク

ラ
ブ
チ
ー
ム
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
拠
点
を
࡞
っ
て
い
く
と

い
う
積
極
的
な
取
り
組
み
も
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
な

ͥ
な
ら
、
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
は
ো
が
い
者
だ
け
な
く
健
常
者

も
一
緒
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
も
の
だ
か
ら
で
す
。

パ
ϥ
ス
ポ
ー
ツ
は

ͩ
Ε
Ͱ
΋
Ͱ
͖
る
ス
ポ
ー
ツ

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
は
、
ো
が
い
者
の
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
ڧ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
৚
݅
を
同

◆◆◆

じ
に
す
れ
ば
健
常
者
も
一
緒
に
プ
レ
イ
す
る
こ
と
も
可
能

で
す
。
競
技
に
よ
っ
て
は
健
常
者
が
ガ
イ
ド
と
な
り
日
本

୅
表
と
し
て
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
し
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
同
じ
目
線
で
一
緒

に
ָ
し
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。
α
ポ
ー
ト
や
応
援
と
い
っ

た
関
わ
り
を
通
じ
て
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
社
会
に
目
を
向
け

る
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
す
。
一
緒
に
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
に

取
り
組
む
か
ら
こ
そ
ؾ
づ
く
こ
と
が
で
き
、
同
じ
目
線
、

同
じ
立
場
で
お
ޓ
い
が
৮
れ
合

う
環
境
を
自
વ
と
࡞
り
出
す
こ

と
が
で
き
る
の
が
パ
ラ
ス
ポ
ー

ツ
の
ັ
力
で
す
。
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
を
目
指
す
こ
と
も
一
つ
の

目
標
で
す
が
、
地
域
で
฻
ら
す

ো
が
い
者
も
健
常
者
も
分
け
ִ

て
な
く
交
流
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
と
し
て
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の

場
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
イ
ン

ク
ル
ー
シ
ブ
社
会
の

実
現
に
ܨ
が
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

௕
໺
ݝ
Ͱ
の

地
域
Ϟ
σ
ϧ

づ
く
り

そ
こ
で
、
パ
ラ
α

ポ
は
２
０
１
８
年
６

月
に
、長
野
県
と「
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
共

生
社
会
の
創
଄
に
向

け
た
連
携
・
ڠ
力
に

関
す
る
ڠ
定
」
を
క

◆◆◆

結
し
ま
し
た
。
本
ڠ
定
は
、ো
が
い
の
有
ແ
に
関
わ
ら
ͣ
、

ス
ポ
ー
ツ
を
ָ
し
む
こ
と
を
通
じ
て
、
と
も
に
支
え
合
う

地
域
社
会
の
創
଄
に
向
け
た
モ
デ
ル
を
構
築
す
る
こ
と
、

そ
の
取
り
組
み
を
全
国
に
広
め
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
今
後
、長
野
県
内
の
モ
デ
ル
を
全
国
展
開
し
、

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
が
ָ

し
め
る
と
い
っ
た
地
域
モ
デ
ル
か
ら
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
社

会
を
࡞
っ
て
い
き
た
い
と
ࢥ
っ
て
い
ま
す
。

ϚイパϥʂͰ͸ �1のパϥスポーツΛ঺հ

パϥスポーツ਍அͰ͸ͽͬͨりのパϥスポーツΛ঺հ͠ま͢

「Ϛイパϥʂ 'JOE�MZ�1BSBTpPSU」トοϓϖーδ
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ଜ
্
市
ͱ
は

新
ׁ
県
の
北
୺
に
位
置
し
、
北
か
ら
東
に
か
け
て
ࢁ
形

県
に
ྡ
઀
し
て
い
る
村
上
市
は
、
２
０
０
８
年
４
月
、
５

市
町
村
（
村
上
市
・
ߥ
઒
町
・
ਆ
ྛ
村
・
ே
日
村
・
ࢁ
北

町
）
に
よ
る
合
ซ
で
஀
生
し
、
県
内
ਵ
一
の
広
大
な
面
積

を
誇
り
ま
す
。

市
の
中
心
部
は
日
本
海
に
面
し
た
৓
下
町
で
、
ྺ
史
的

な
建
଄
物
が
現
存
し
、
地
域
ݻ
有
の
ྺ
史
や
文
化
・
民
ଏ

ܳ
能
、
श
ଏ
な
ど
が
現
在
も
Ҿ
き
継
が
れ
て
お
り
、
こ
れ

ら
ྺ
史
や
文
化
を
維
持
向
上
さ
せ
、
後
世
に
Ҿ
き
継
ぐ
こ

と
を
目
的
と
し
た「
村
上
市
ྺ
史
的
෩
致
維
持
向
上
計
画
」

は
、
新
ׁ
県
で
།
一
国
か
ら
ೝ
定
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

全
長
50
ἅ
に
も
及
ん
で
い
る
海
؛
線
に
は
、
県
内
有
数

の
Թ
ઘ
地
「
੉
波
Թ
ઘ
」
や
「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
」
に
登

࿥
さ
れ
て
い
る
ؠ
ધ
ߓ
、
࢛
ق
ં
々
の
ඒ
し
い
ܠ
観
を
生

み
出
す
国
の
名
উ
ఱ
વ
記
念
物
「
࡫
઒
流
れ
」
な
ど
、
豊

◆◆◆

富
な
観
光
資
源
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ઌ
人
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
国
の
重
要
ແ
形

民
ଏ
文
化
財
「
村
上
大
祭
」
や
「
村
上
໦
ூ
ଯ
ग
」「
Ӌ

ӽ
し
な
෍
」
な
ど
の
文
化
と
技
ज़
、
豊
か
な
自
વ
環
境
で

育
ま
れ
る
ؠ
ધ
ถ
や
ࡪ
、
村
上
ڇ
な
ど
の
自
વ
の
恵
み
な

ど
、
地
域
の
ๅ
が
あ
;
れ
て
お
り
ま
す
。

͖
ỳ
͔
͚
は
ủ
メ
μ
Ϧ
ス
ト
஀
ੜ
Ứ
ͱ 

ủ
ス
ケ
ー
ト
Ϙ
ー
υ
ڝ
ٕ
が
ޒ
ྠ
छ
໨
બ
ఆ
Ứ

村
上
市
に
は
、「
日
本
海
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
」
と
い
う

全
国
で
も
数
গ
な
い
԰
内
ス
ケ
ー
ト
Ϙ
ー
ド
施
設
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
施
設
は
、
１
９
６
６
年
に
建
設
さ
れ
、
࿝
ٺ

化
の
た
め
活
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
چ
村
上
市
民
会
ؗ
を

ス
ケ
ー
ト
Ϙ
ー
ド
関
係
者
が
վ
म
し
て
利
活
用
し
た
施
設

で
す
。
ス
ケ
ー
ト
Ϙ
ー
ド
施
設
に
԰
外
施
設
が
多
い
中
、

ઇ
国
で
も
ఱ
ީ
な
ど
に
ࠨ
ӈ
さ
れ
る
こ
と
な
く
ス
ケ
ー
ト

Ϙ
ー
ド
を
ָ
し
む
こ
と
が
で
き
、
ス
ケ
ー
ト
Ϙ
ー
ド
の
選

手
育
成
や
市
内
外
の
愛
好
者
の
方
々
か
ら
利
用
さ
れ
て
お

◆◆◆

り
、
２
０
０
９
年
に
は
「
ト
Ω
め
き
新
ׁ
国
体
（
ୈ
64
回

国
民
体
育
大
会
）」
の
ス
ケ
ー
ト
Ϙ
ー
ド
の
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
競
技
が
本
施
設
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
２
０
１
４
年
、
２
０
１
８
年
の
ౙ
ق
五
輪
ス
ノ

ー
Ϙ
ー
ド
உ
子
ϋ
ー
フ
パ
イ
プ
で
２
大
会
連
続
の
ۜ
メ
μ

ル
を
֫
得
し
た
当
市
出
਎
の
平
野
า
ເ
選
手
が
、
༮
গ
の

ࠒ
か
ら
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
重
Ͷ
、
現
在
も
オ
フ
シ
ー
ズ
ン

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
活
用
し
て
い
る
施
設
と
し
て
も
全
国

的
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
࿝
ٺ
化
が
ஶ
し
い
た
め
ૣ
ٸ
な
҆
全
対
策
が

必
要
と
な
り
、
世
界
を
目
指
す
選
手
の
環
境
整
備
が
٤
ۓ

の
՝
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
２
０
２

０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
正
ࣜ
छ
目
に
ス
ケ
ー
ト
Ϙ
ー

ド
が
選
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
当
市
で
は
全
国
に
ઌ
ۦ
け

た
国
内
最
大
規
模
の
԰
内
ス
ケ
ー
ト
Ϙ
ー
ド
施
設
を
新
設

新
潟
県
村
上
市

︱
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け 

 
 

国
内
最
大
の
԰
内
ス
ケ
ー
ト
Ϙ
ー
ド
施
設
を
整
備
︱

中
山
　
裕

村
上
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課�

ス
ポ
ー
ツ
推
進
室
　
主
査

「
む
ら
か
み
」を
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
の
聖
地
に

ୈ ��ճࠃຽମҭ大ձ（200� 年）

世
界
的
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と

地
域
づ
く
り
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整
備
し
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開

催
を
契
機
に
「
ス
ケ
ー
ト
Ϙ
ー
ド
の
੟
地
」
を
目
指
す
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
࢝
動
し
ま
し
た
。

৽
た
ͳ
೔
ຊ
ւ
ଆ
の
ϥ
ン
υ
Ϛ
ー
ク

ủ
ଜ
্
市
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
Ứ

村
上
市
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
前
の
２
０
１
９
年
य़
の
供
用
開
࢝

を
目
指
し
て
整
備
す
る
こ
と
と
し
、
そ
れ
に
あ
た
り
、
࣍

の
４
点
を
整
備
方
਑
に
掲
げ
ま
し
た
。

１  

⁒
世
界
を
目
指
す
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
育
成
・
ڧ
化

と
、
ক
来
の
活
༂
が
期
待
さ
れ
る
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
の
発

۷
・
育
成

２  

⁒
ス
ケ
ー
ト
Ϙ
ー
ド
の
国
内
拠
点
施
設
づ
く
り

◆◆◆

３  

⁒
地
域
の
観
光
資
源
や
ັ
力
と
結
び
つ
け
な
が
ら
、
ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
た
地
域
経
済
の
活
性
化

４  

⁒
村
上
市
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
を
拠
点
と
し
た
新
た
な
ス

ポ
ー
ツ
振
興
施
策
の
構
築

１
点
目
と
２
点
目
に
つ
い
て
は
、
ス
ケ
ー
ト
Ϙ
ー
ド
の

本
場
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
で
、
̭
ổ 

̜
̖
Ｍ
̚
や
ワ
ー
ル
ド

シ
リ
ー
ズ
の
会
場
設
Ӧ
の
経
験
が
あ
る
指
導
者
か
ら
؂
म

を
受
け
て
、
国
際
競
技
レ
ベ
ル
の
規
模
・
೉
度
を
確
保
し

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
施
設
を
確
保
し
た
こ
と
か
ら
、
こ

れ
ま
で
ス
ケ
ー
ト
Ϙ
ー
ド
に
よ
る
選
手
育
成
や
国
際
競
技

を
念
಄
と
し
た
施
設
づ
く
り
を
行
っ
て
き
た
市
内
団
体
な

ど
と
連
携
し
て
、
日
本
選
手
ݖ
等
の
大
会
や
国
内
ڧ
化
選

手
の
合
宿
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
前
の
国
外
選
手
の
調
整
会
場

と
し
て
の
誘
致
活
動
を
展
開
し
て
い
く
΄
か
、
年
গ
時
か

ら
世
界
を
目
指
し
た
選
手
育
成
を
行

い
、
県
内
外
か
ら
有
力
選
手
が
集
う
拠

点
施
設
を
目
指
し
て
い
く
も
の
で
す
。

ࡢ
今
、
平
野
า
ເ
選
手
の
活
༂
に
よ

り
、
ロ
ー
ラ
ー
ス
ポ
ー
ツ
は
ౙ
ق
競
技

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
注
目
を
集
め

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
新
ׁ
県
か
ら

は
、
ౙ
ق
競
技
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手

を
多
く
ഐ
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
さ

ら
な
る
競
技
水
準
の
向
上
を
目
指
し
、

県
内
の
関
係
団
体
や
競
技
施
設
な
ど
と

の
連
携
も
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

３
点
目
に
つ
い
て
は
、「
村
上
市
総

合
戦
略
」
に
お
い
て
、「
新
た
な
ັ
力

づ
く
り
等
に
よ
る
交
流
人
ޱ
の
拡
大
」

を
政
策
の
方
向
性
と
し
て
お
り
、
そ
の

ओ
要
施
策
「
観
光
交
流
人
ޱ
の
拡
大
」
に
向
け
た
事
業
の

一
つ
と
し
て
本
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ྡ
઀
す
る
੉

波
Թ
ઘ
や
市
内
観
光
資
源
な
ど
と
リ
ン
ク
し
な
が
ら
、
宿

泊
者
の
増
加
や
来
訪
者
の
増
加
に
よ
る
消
費
拡
大
を
図
る

た
め
に
、国
内
外
の
大
会
や
合
宿
を
誘
致
す
る
と
と
も
に
、

ス
ケ
ー
ト
Ϙ
ー
ド
の
愛
好
者
が
集
う
施
設
の
̥
̧
や
取
り

組
み
を
実
施
し
て
い
く
も
の
で
す
。

４
点
目
に
つ
い
て
は
、
当
市
で
།
一
国
内
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
の
大
会
を
開
催
で
き
る
施
設
の
建
設
を
契
機
に
、
当
市

の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
体
੍
な
ど
の
࠶
構
築
を
目
指
し
、
ス
ケ

ー
ト
Ϙ
ー
ド
だ
け
で
な
く
、
市
民
の
օ
様
や
各
छ
ス
ポ
ー

ツ
に
ྭ
ん
で
い
る
選
手
も
活
༂
で
き
る
環
境
整
備
を
進
め

て
い
く
も
の
で
す
。

市
ຽ
の
স
إ
ͱ
ࣗ
৴
が
޿
が
る

·
ͪ
に
޲
͔
ỳ
て

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
開
催
を
前
に
、
世
界
か
ら
日
本
に
大
き
な
期
待
と
注

目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

２
０
１
４
年
と
２
０
１
８
年
の
平
野
า
ເ
選
手
の
ۜ
メ

μ
ル
֫
得
は
市
民
に
元
ؾ
と
ر
๬
を
与
え
、
村
上
市
は
、

全
国
各
地
か
ら
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
さ

に
、
ス
ポ
ー
ツ
の
力
が
地
域
を
ม
え
る
可
能
性
を
目
の
当

た
り
に
し
、
子
ど
も
た
ち
の
ເ
を
׎
え
る
地
域
づ
く
り
の

必
要
性
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
ॠ
間
で
し
た
。

村
上
市
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
の
建
設
を
き
っ
か
け
と
し
て
、

ま
ち
に
活
ؾ
が
生
ま
れ
、
賑
わ
い
が
創
出
さ
れ
、
10
年
後
、

20
年
後
、
30
年
後
の
ະ
来
を
୲
う
子
ど
も
た
ち
１
人
ͻ
と

り
が
、
ເ
や
ر
๬
を
も
っ
て
活
༂
で
き
る
村
上
市
と
な
る

よ
う
取
り
組
み
を
進
め
、
村
上
市
か
ら
全
国
、
世
界
に
向

け
て
元
ؾ
を
発
信
し
続
け
て
い
き
た
い
と
ࢥ
い
ま
す
。

◆◆◆

੉೾Թઘ

ଜ্ࢢスέートパーク׬੒༧૝図（201� 年य़ڙ用։࢝）

2� 2018・10月号 地域づくり 特集編 2018・10月号地域づくり 特集編 2�



特 集
ؔ
੢
大
ձ
の
֓
ཁ

ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
（
以
下
「
̬
Ｍ
̜
」）

を
ޚ
存
知
で
し
Ỷ
う
か
ʁ
̬
Ｍ
̜
は
ス
イ
ス
に
本
部
を
置

く
国
際
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
ڠ
会
（
Ｉ
Ｍ
̜
̖
）
が
ओ

࠻
し
、
30
歳
以
上
で
あ
れ
ば
誰
で
も
参
加
で
き
る
世
界
最

大
級
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
国
際
総
合
競
技
大
会
で
す
。
１

９
８
５
年
に
カ
ナ
μ
・
ト
ロ
ン
ト
で
ୈ
１
回
大
会
が
開
催

さ
れ
、
そ
の
後
４
年
͝
と
に
デ
ン
マ
ー
ク
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
都
市
で
開
催
、
延
べ
17
万
人
の

ス
ポ
ー
ツ
愛
好
家
が
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

２
０
２
１
年
、
こ
の
大
会
が
ॳ
め
て
日
本
に
や
っ
て
き

ま
す
。
ୈ
10
回
の
記
念
大
会
と
な
る
「
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ

ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
２
０
２
１
関
西
」（
以
下
「
大
会
」）
は
、

５
月
14
日
（
金
）
Ỗ
30
日
（
日
）
の
17
日
間
、
関
西
広
域

◆◆◆

連
合
を
構
成
す
る
２
府
６
県
４
政
ྩ
市
（
࣎
լ
県
、
京
都

府
、
大
阪
府
、
ฌ
ݿ
県
、
ಸ
ྑ
県
、
࿨
Վ
ࢁ
県
、
鳥
取
県
、

徳
島
県
、
京
都
市
、
大
阪
市
、
ࡖ
市
、
ਆ
ށ
市
）
と
同
連

合
と
連
携
す
る
෱
Ҫ
県
を
加
え
た
地
域
を
෣
୆
に
、
35
競

技
・
59
छ
目
が
܁
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
参
加
者
は
国
内
各

地
か
ら
の
３
万
人
に
加
え
、
世
界
１
５
０
の
国
と
地
域
か

ら
２
万
人
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
総
੎
５
万
人
の

参
加
者
数
は
、
̬
Ｍ
̜
史
上
最
大
規
模
で
あ
り
、
特
に
、

海
外
か
ら
の
参
加
者
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
ָ
し
む
だ
け
で
な

く
、
日
本
各
地
の
観
光
も
大
き
な
参
加
動
機
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
家
族
や
友
人
を
帯
同
す
る
こ
と
が
多
く
、
規
模
は

さ
ら
に
大
き
く
な
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

ࡢ
年
８
月
、
大
会
開
催
に
か
か
る
経
済
波
及
効
果
は
１

４
６
１
億
円
と
算
出
し
公
表
し
ま
し
た
。
こ
の
額
は
５
万

人
を
௒
え
る
参
加
者
の
Ҡ
動
、
宿
泊
、
飲
食
、
観
光
、
ങ

物
な
ど
で
も
た
ら
さ
れ
る
と
見
込
ん
で
お
り
、
地
域
経
済

の
活
性
化
に
も
寄
与
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
、
２
０
１
９
年
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
、
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
、
そ
し
て
２
０
２
１
年
の
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ

ー
ム
ズ
２
０
２
１
関
西
と
、
３
年
連
続
し
て
ス
ポ
ー
ツ
の

ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ઌ
の
２
大
会
が
世

界
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
に
よ
る
競
技
大
会
な
ら
、
̬
Ｍ

̜
は
30
歳
以
上
の
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
家
が
出
場
す
る
オ
ー
プ

ン
な
大
会
で
す
。
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
競
技
を
「
み
る
」
こ

と
で
高
ま
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
熱
を
̬
Ｍ
̜
の
自
ら
「
す
る
」

ス
ポ
ー
ツ
へ
と
ܨ
い
で
、
国
が
目
標
と
す
る
「
ス
ポ
ー
ツ

で
元
ؾ
な
社
会
の
実
現
」
を
関
西
か
ら
全
国
へ
と
後
ԡ
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ϩ
ガ
γ
ー
૑
ग़
に
޲
͚
た
औ
り
૊
Έ

組
織
委
員
会
で
は
、
大
会
を
一
過
性
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会

に
ཹ
め
る
こ
と
な
く
、
大
会
を
通
じ
て
࣍
世
୅
に
様
々
な

成
果
を
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
遺
す
た
め
、
ࡢ
年
４
月
に
「
レ

ガ
シ
ー
基
本
構
૝
」を
策
定
し
ま
し
た
。
基
本
構
૝
で
は
、

テ
ー
マ
を
「
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
・
生
き
が
い
」「
地
域
・

環
境
・
社
会
」「
観
光
・
産
業
・
文
化
」「
̠
̖
̣
̨
̖
Ｉ
・

ア
ジ
ア
・
世
界
観
」「
ڭ
育
・
Պ
学
・
࣍
世
୅
」
と
５
つ

に
分
け
、
大
会
が
৭
々
な
可
能
性
を
持
つ
こ
と
を
ᨳ
っ
て

い
ま
す
。

（https://w
w
w
.w
m
g2021.jp/upload_file/2018032 

0113352471759876.pdf

）

競
技
開
催
地
は
も
ち
Ζ
ん
で
す
が
、
ا
業
や
団
体
、
ݸ

人
に
ࢸ
る
あ
ら
Ώ
る
人
ୡ
が
大
会
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、
全
国
各
地
域
に
ࠜ
ࠩ
し
た
ロ
ー
カ
ル
レ
ガ
シ
ー

の
創
出
、
中
で
も
大
会
を
通
じ
て
地
域
が
活
性
化
す
る
こ

◆◆◆

関
西
広
域

︱
関
西
で
日
本
ॳ
の

 
「
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
大
会
」
︱

誰
で
も
参
加
で
き
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の

 

世
界
大
会
で
地
域
を
活
性
化

世
界
的
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と

地
域
づ
く
り

河
谷
　
秀
子

（
公
財
）
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
２
０
２
１

関
西
組
織
委
員
会
企
画
調
整
部
部
長
補
佐
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と
を
大
き
な
目
標
の
一
つ
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
基
本
構
૝
の
具
現
化
と
大
会
機
運
を
盛
り
上
げ
る

た
め
に
、
大
会
３
年
前
と
な
る
今
年
５
月
に
は
、
地
域
の

様
々
な
組
織
や
団
体
の
大
会
参
画
を
ื
る
「
Ｔ
̨
̪
̣
̖

̜
（̪
つ
な
ぐ
）プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
各
地
の
৭
々
な
取
り
組
み
や
活
動

を
登
࿥
し
て
も
ら
い
、
地
域
の
օ
さ
ん
に
ロ
ΰ
マ
ー
ク
や

大
会
マ
ス
コ
ッ
ト
「
ス
フ
ラ
」
の
イ
ラ
ス
ト
を
大
い
に
࢖

っ
て
も
ら
っ
て
一
緒
に
大
会
を
̥
̧
し
て
い
た
だ
こ
う
と

い
う
も
の
で
す
。（https://w

w
w
.w
m
g2021.jp/tng/

）

登
࿥
ୈ
１
߸
は
、「
車
椅
子
ル
ー
ト
マ
ッ
プ
活
動
チ
ー
ム
」

が
取
り
組
む
、
ਆ
ށ
市
Ӧ
地
下
鉄
26
Ӻ
を
中
心
に
半
ܘ
５

０
０
ἇ
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
車
椅
子
や
ベ
ビ
ー
カ
ー
利

用
者
に
優
し
い
、
目
的
地
ま
で
の
推
঑
ル
ー
ト
を
୳
す
活

動
で
す
。
こ
の
活
動
結
果
は
、
Ӻ
͝
と
に
੡
࡞
さ
れ
る
オ

リ
ジ
ナ
ル
マ
ッ
プ
上
に
、
わ
か
り
易
い
ࣸ
ਅ
や
コ
メ
ン
ト

付
き
で
̬
̚
̗
表
示
が

さ
れ
る
も
の
で
、
今
後

は
、
競
技
会
場
に
お
い

て
も
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
と
期
待
し
て

い
ま
す
。

̩
̨
̪
̣
̖
̜
̪
ϓ
ϩ
ά
ϥ
Ϝ
ਪ
ਐ
ࣄ
ۀ
Ͱ

地
域
を
活
性
化

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
࢝
め
る
に
あ
た
り
、
組
織
委
員
会

で
は
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
事
業
と
し
て
、
今
年
３
月
、
ฌ
ݿ

県
ऱ
本
市
に
お
い
て
、
ਆ
ށ
市
や
徳
島
県
な
ど
近
ྡ
府
県

と
も
連
携
し
て
「
̧
̾
̰
̳ 

̓
̾ 

ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー

ズ
ゲ
ー
ム
ズ
２
０
２
１
関
西 

Ｔ
̨
̪
̣
̖
̜
̪ 

in 

す
も

と
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
ே
原
એ
治
さ
ん
（
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
཮
上

４
ʷ
１
０
０
ἇ
リ
レ
ー
ಔ
メ
μ
リ
ス
ト
）
や
ߥ
઒
大
ี
さ

ん（
２
０
０
７
・
２
０
０
９
世
界
཮
上 

૸
෯
௓
日
本
୅
表
）

を
コ
ー
チ
に
ܴ
え
た
཮
上
ڭ
ࣨ
を
中
心
に
、
਌
子
;
れ
あ

い
事
業
、
୶
路
島
の
食
や
ྺ
史
文
化
、
Ի
ָ
な
ど
地
域
の

ັ
力
を
発
信
し
、
会
場
は
５
０
０
０
人
を
௒
え
る
来
場
者

で
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。
こ
の
事
業
を
き
っ
か
け
に
、

ऱ
本
市
で
は
地
元
の
ए
者
が
ا
画
か
ら
運
Ӧ
ま
で
全
て
を

手
ֻ
け
る
ス
ポ
ー
ツ
事
業
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
11
月
に
は

࿨
Վ
ࢁ
県
で
「
Ｔ
̨
̪
̣
̖
̜
̪ 

in 

わ
か
や
ま
」
の
開

催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
大
会
開
催
を
契
機
に
日
本
全
国

で
ロ
ー
カ
ル
レ
ガ
シ
ー
が
創
出
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

◆◆◆

大
ձ
੒
ޭ
に
Ή
͚
て

大
会
は
、
日
本
ॳ
開
催
の
た
め
ೝ
知
度
が
ま
だ
ま
だ
े

分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。Ｔ
̨
̪
̣
̖
̜
̪
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

ス
ポ
ー
ツ
は
も
ち
Ζ
ん
の
こ
と
、
文
化
事
業
や
Ϙ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
、
地
域
交
流
事
業
や
子
ど
も
会
の
活
動
、
さ
ら

に
は
大
学
等
で
の
त
業
な
ど
৭
々
な
活
動
が
登
࿥
で
き
ま

す
。
օ
さ
ん
も
地
域
の
ັ
力
を
࠶
発
見
し
、
Ｔ
̨
̪
̣
̖

̜
̪
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
日
本
ॳ
開
催
と
な
る
大
会
を

一
緒
に
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
い
。

◆◆◆

546/"(6ϩΰϚーク

「ंҜࢠルートϚοϓ׆ಈνーム」の
ࢠಈの༷׆

ฌݝݿऱ本ࢢͰ։͞࠵Ε 「ͨ3PBE�UP�ϫールυϚスλーズήームズ2021ؔ੢546/"(6�JO�͢΋と」

大ձϚスίοト「スフϥ」
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ủ
Α
͞
͜
い
Ứ
ͱ
は

南
国
・
高
知
の
Ն
を
彩
る
祭
り
「
よ
さ
こ
い
」
は
、
そ

の
自
༝
さ
を
എ
ܠ
に
、
日
本
全
国
へ
と
広
が
り
、
近
年
で

は
世
界
各
国
で
も
ٸ
଎
な
広
ま
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
高

知
県
で
は
、
こ
の
よ
さ
こ
い
の
ೝ
知
度
を
さ
ら
に
高
め
る

こ
と
で
、
特
に
海
外
か
ら
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
誘
客
に

ܨ
げ
る
た
め
、
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
よ
さ
こ
い
祭
り
」
は
１
９
５
４
年
、
戦
後
の
不
گ
に

ᄶ
ぐ
地
元
商
店
街
の
෮
興
を
目
的
と
し
た
市
民
祭
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ݹ
く
よ
り
土
ࠤ
に
఻
わ
る
「
よ
さ

こ
い
અ
」
を
ベ
ー
ス
に
、
Ի
ָ
家
・
෢
政
ӳ
策
ࢯ
が
「
よ

さ
こ
い
໐
子
གྷ
り
」（
正
調
）
を
࡞
ۂ
し
、
そ
れ
に
日
本

෣
གྷ
の
ࢣ
ঊ
連
に
よ
る
振
り
付
け
を
施
し
た
も
の
が
、
今

日
の
よ
さ
こ
い
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。ち
な
み
に
、

よ
さ
こ
い
の
最
重
要
ア
イ
テ
ム
で
あ
る
「
໐
子
」
は
、
本

来
は
田
ാ
の
鳥
よ
け
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
も
の
で
、

◆◆◆

こ
れ
を
གྷ
り
の
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
取
り
入
れ
た
の

も
、
෢
政
ࢯ
の
ア
イ
デ
ア
が
元
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
ॳ
は
市
内
の
連
（
チ
ー
ム
）
に
よ
る
「
正
調
」
の
ԋ

෣
が
メ
ー
ン
で
し
た
が
、
時
୅
と
と
も
に
གྷ
り
や
Ի
ָ
が

Ҡ
り
ม
わ
る
こ
と
を
ྑ
し
と
し
た
よ
さ
こ
い
祭
り
の
ؾ
෩

も
あ
り
、
や
が
て
ಠ
自
の
ҥ
૷
や
、
ロ
ッ
ク
・
α
ン
バ
な

ど
を
取
り
入
れ
た
Ի
ָ
、
೿
手
な
ҥ
૷
や
地
方
車
（
じ
か

た
し
Ỵ
）
な
ど
で
ݸ
性
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
チ
ー
ム
が
多
数

現
れ
、
現
在
の
自
༝
で
エ
ネ
ル
Ϊ
ッ
シ
ュ
な
よ
さ
こ
い
が

形
࡞
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

೔
ຊ
શ
ࠃ
΁
の
ී
ٴ

こ
う
し
た
高
知
の
よ
さ
こ
い
に
ັ
せ
ら
れ
た
北
海
道
の

ए
者
た
ち
に
よ
り
、
１
９
９
２
年
、
よ
さ
こ
い
祭
り
と
北

海
道
の
ソ
ー
ラ
ン
અ
を
༥
合
さ
せ
た
「
̮
Ｏ
̨
̖
̠
Ｏ
Ｉ

ソ
ー
ラ
ン
祭
り
」
を
開
催
。
年
を
௥
う
͝
と
に
参
加
者
が

増
加
し
、現
在
で
は
参
加
者
２
万
７
０
０
０
人
を
数
え
る
、

◆◆◆

全
国
で
も
有
数
の
祭
り
と
な
り
ま
し
た
。

̮
Ｏ
̨
̖
̠
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
の
成
ޭ
を
き
っ
か
け

と
し
、
や
が
て
、
よ
さ
こ
い
は
全
国
各
地
の
祭
り
や
イ
ベ

ン
ト
な
ど
で
གྷ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。今
日
で
は
、

全
国
２
０
０
カ
所
以
上
で
よ
さ
こ
い
が
གྷ
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
ら
は
、
各
地
の
Ի
ָ
や
文
化
と
結
び
つ
き
、
ಠ

自
の
発
展
を
਱
げ
て
お
り
、
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
ັ
力

を
持
っ
て
い
ま
す
。

全
国
に
広
が
っ
た
よ
さ
こ
い
は
、
そ
の
ओ
催
者
同
士
の

交
流
だ
け
で
な
く
、
གྷ
り
子
同
士
の
交
流
も
生
み
出
し
、

一
地
方
の
祭
り
が
わ
ͣ
か
65
年
で
日
本
を
୅
表
す
る
祭
り

と
し
て
発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
ٸ
଎
な
拡

大
は
、
最
低
限
の
ル
ー
ル
を
守
れ
ば
ど
ん
な
ア
レ
ン
ジ
を

し
て
も
構
わ
な
い
、
よ
さ
こ
い
の
持
つ
多
様
性
に
支
え
ら

れ
た
も
の
と
言
え
ま
す
。

ੈ
ք
Ͱ
の
ී
ٴ
に
޲
͚
た
औ
り
૊
Έ

日
本
全
国
に
広
が
っ
た
よ
さ
こ
い
は
、
日
本
に
ཹ
学
し

よ
さ
こ
い
を
体
験
し
た
海
外
の
学
生
や
、
海
外
に
在
住
す

る
よ
さ
こ
い
好
き
の
日
本
人
な
ど
に
よ
っ
て
海
外
に
も
఻

◆◆◆

高
知
県

︱
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・ 

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
契
機
と
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
拡
大
を
目
指
し
て
︱

池
田
　
晃
久

高
知
県
国
際
観
光
課
　
主
査

日
本
を
代
表
す
る
祭
り「
よ
さ
こ
い
」を
世
界
へ

ॳظのよ͍͜͞໐ࢠགྷり

世
界
的
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と

地
域
づ
く
り
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೻
し
、
各
国
で
ٸ
଎
に
広
ま
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
高
知
県
が
把
握
し
て
い
る
だ
け
で
も
、
世
界
28

の
国
や
地
域
で
よ
さ
こ
い
が
གྷ
ら
れ
て
お
り
、
海
外
の
チ

ー
ム
同
士
が
̨
̣
̨
な
ど
で
活
動
を
発
信
す
る
こ
と
で
、

こ
れ
ま
で
よ
さ
こ
い
を
知
ら
な
か
っ
た
海
外
の
方
々
の
間

で
も
ೝ
知
度
が
ঃ
々
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

高
知
県
で
は
、
２
０
１
６
年
か
ら
、
海
外
で
活
動
さ
れ

て
い
る
よ
さ
こ
い
チ
ー
ム
の
୅
表
者
の
方
な
ど
を
「
よ
さ

こ
い
ア
ン
バ
α
μ
ー
」
と
し
て
ೝ
定
す
る
、「
よ
さ
こ
い

ア
ン
バ
α
μ
ー
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
８
月
の
よ

さ
こ
い
祭
り
に
招
待
し
、
発
঵
の
地
・
高
知
の
よ
さ
こ
い

を
ഽ
で
体
感
い
た
だ
く
と
同
時
に
、
海
外
で
の
ී
及
を
さ

ら
に
後
ԡ
し
し
て
い
く
取
り
組
み
で
す
。
よ
さ
こ
い
ア
ン

バ
α
μ
ー
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
２
０
１
８
年
８
月
時
点

で
16
カ
国
20
チ
ー
ム
56
名
へ
と
拡
大
。
中
に
は
、
フ
ラ
ン

ス
「
̟
̰
̿
̰
̽ 

̚
͇
̿
̾
」
な
ど
大
規
模
な
国
際
交

流
イ
ベ
ン
ト
で
ԋ
෣
を
൸
࿐
し
た
り
、
ア
ン
バ
α
μ
ー
を

中
心
に
海
外
連
合
チ
ー
ム
を
結
成
し
高
知
の
よ
さ
こ
い
祭

り
に
参
加
す
る
な
ど
、
よ
さ
こ
い
ア
ン
バ
α
μ
ー
の
活
༂

に
よ
っ
て
海
外
で
の
ී
及
が
加
଎
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
じ
く
海
外
で
の
ී
及
に
向
け
た
取
り
組
み
と

し
て
、
２
０
１
７
年
か
ら
、「
よ
さ
こ
い
海
外
ී
及
支
援

事
業
」（
通
শ
：
よ
さ
こ
い
マ
イ
ス
タ
ー
）
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
海
外
で
チ
ー
ム
立
ち
上
げ
や
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
な
ど
、
新
た
に
よ
さ
こ
い
を
展
開
し
よ
う
と
す

る
地
域
に
、
よ
さ
こ
い
の
振
付
ࢣ
や
指
導
者
な
ど
を
೿
ݣ

し
、
よ
さ
こ
い
の
海
外
ී
及
を
後
ԡ
し
す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
に
、
߳
ߓ
や
ؖ
国
な
ど
へ
೿
ݣ
し
、
現
地
で
よ

さ
こ
い
໐
子
གྷ
り
の
ී
及
に
向
け
た
指
導
を
行
い
ま
し

た
。

東
ژ
Φ
Ϧ
パ
ϥ
を
ủ
Α
͞
͜
い
Ứ
Ͱ
Ԡ
ԉ

ま
た
、
２
０
１
７
年
３
月
に
は
、
２
０
２
０
年
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
開
ด
会

ࣜ
で
の
「
よ
さ
こ
い
」
ԋ
෣
を
目
指
し
、
全
国
各
地
の
よ

さ
こ
い
ओ
催
団
体
の
方
々
に
よ
り
「
２
０
２
０
よ
さ
こ
い

で
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
」を
設
立
し
ま
し
た
。

現
在
ま
で
に
、
35
都
道
府
県
81
団
体
が
会
員
と
し
て
参
画

し
た
他
、
本
県
を
は
じ
め
７
つ
の
自
治
体
が
ސ
問
と
し
て

名
を
連
Ͷ
て
い
ま
す
（
高
知
県
は
事
຿
局
）。
日
本
を
୅

表
す
る
祭
り
、
よ
さ
こ
い
の
持
つ
全
国
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
ڧ
み
と
し
て
、
２
０
２
０
年
に
海
外
か
ら
来
ら
れ
る

方
を
よ
さ
こ
い
で
も
て
な
し
、
ア
ス
リ
ー
ト
を
よ
さ
こ
い

で
応
援
し
よ
う
と
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
年
８

月
に
は
、
同
実
行
委
員
会
ॳ
の
共
同
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

実
行
委
員
会
ロ
ΰ
マ
ー
ク
入
り
の
フ
ラ
ッ
グ
が
全
国
の
よ

さ
こ
い
を
८
り
、
オ
リ
パ
ラ
開
催
に
向
け
た
૝
い
を
ܨ
ぐ

「
よ
さ
こ
い
フ
ラ
ッ
グ
リ
レ
ー
」
が
ス
タ
ー
ト
す
る
な
ど
、

こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
日
本
全
国
を
ר
き
込
む
形
で
の
取

り
組
み
が
本
格
化
し
て
い
ま
す
。

·
ͱ
め

こ
れ
ま
で
঺
հ
し
た
よ
う
に
、
高
知
と
い
う
一
地
方
で

࢝
ま
っ
た
よ
さ
こ
い
は
、そ
の
஀
生
か
ら
わ
ͣ
か
65
年
で
、

日
本
全
国
、
さ
ら
に
は
海
外
で
も
གྷ
ら
れ
る
、
日
本
を
୅

表
す
る
祭
り
へ
と
成
長
を
਱
げ
ま
し
た
。
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
力
を
෢
ث
に
、
今
後
の
さ
ら
な
る
ී
及
と
発
展
を
後

ԡ
し
す
る
取
り
組
み
を
続
け
て
参
り
ま
す
。

◆◆◆◆◆◆

ୈ ��ճよ͍͜͞ࡇり（2018 年 8月）に͸、ւ֎ 2�のࠃ΍地域͔Βགྷりࢠがࢀ加

2020 よ͍͜͞ͰԠԉϓϩδΣクト
ҕһձϩΰϚークߦ࣮
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ੈ
ք
を
つ
ͳ
͙ 

ủ
̠
̞
̢
̤
̣
̤
ϓ
ϩ
δ
ỻ
ク
ト
Ứ

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
向
け
て
、
国
で
は
ด
ນ
後
に
残
す
レ
ガ
シ
ー
࡞
り
を

進
め
て
い
ま
す
が
、
世
界
１
９
６
カ
国
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

̠
Ｉ
Ｍ
Ｏ
̣
Ｏ
（
振
କ
・
帯
）
を
੍
࡞
す
る
̠
Ｉ
Ｍ
Ｏ
̣

Ｏ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
そ
う
し
た
動
き
の
中
で
生
ま
れ
た
も

の
で
す
。全
国
の
日
本
を
୅
表
す
る
着
物
࡞
家
の
方
々
と
、

全
世
界
に
着
物
文
化
を
発
信
す
る
と
同
時
に
૬
手
の
国
の

఻
౷
的
な
文
様
の
反
映
な
ど
に
取
り
組
み
、
૬
手
の
国
へ

の
ܟ
意
を
言
༿
で
は
な
い
形
で
示
し
て
い
き
た
い
と
活
動

し
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

ࢲ
は
約
80
年
続
く
家
業
の
ޖ
෰
ઐ
໳
店
で
、
࢛
半
世
ل

ޖ
෰
と
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。
日
本
の
છ
織
޻
ܳ
の
素
੖

ら
し
さ
や
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
知
れ
ば
知
る
΄
ど
ڻ
く
こ
と

◆◆◆

ば
か
り
で
す
。

し
か
し
、
世
界
最
高
水
準
に
あ
る
日
本
の
છ
織
޻
ܳ
の

業
界
は
、
と
て
も
ۤ
し
い
ঢ়
گ
。「
着
物
の
力
を
一
度
、

世
界
に
示
し
た
い
」「
着
物
に
は
人
を
ت
ば
せ
る
力
が
あ

る
こ
と
を
఻
え
た
い
」「
ࢲ
が
信
じ
る
着
物
の
力
を
日
本

人
に
ڧ
く
ೝ
識
し
て
も
ら
い
た
い
」。

こ
れ
が
、「
̠
Ｉ
Ｍ
Ｏ
̣
Ｏ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
原
点

で
す
。औ

り
૊
Έ
಺
༰ 

Ổ 
地
ํ
૑
ੜ 

Ổ

̠
Ｉ
Ｍ
Ｏ
̣
Ｏ
੍
࡞
は
、
ࢁ
形
・
新
ׁ
・
金
୔
・
京
都
・

東
京
・
愛
知
・
ࣛ
ࣇ
島
・
ത
多
に
ٱ
ཹ
ถ
、
ԭ
ೄ
と
、
全

国
か
ら
着
物
࡞
者
が
参
加
。
着
物
の
࡞
り
手
に
、
公
平
で

公
正
な
も
の
づ
く
り
の
「
場
」
と
し
て
進
ん
で
い
ま
す
。

・
本
来
の
力
が
発
ش
で
き
る
よ
う
、
े
分
な
予
算
を
用
意

◆◆◆

す
る

・
੍
࡞
資
金
は
झ
ࢫ
の
ࢍ
同
者
か
ら
寄
付
を
ื
る

・
࡞
඼
は
公
益
的
に
用
い
る

・
地
域
や
会
೿
に
関
係
な
く
、
有
ࢤ
の
参
加
で
オ
ー
ル
ジ

ャ
パ
ン
を
目
指
す

こ
れ
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
原
則
で
す
。

こ
れ
は
地
方
創
生
に
も
ܨ
が
り
ま
す
。
地
方
で
఻
౷
産

業
を
ଉ
づ
か
せ
る
に
は
な
に
よ
り
、競
争
原
理
が
大
੾
で
す
。

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
࢝
動
さ
せ
一
番
ڻ
い
た
の

は
、
実
は
同
業
者
の
間
で
も
、
他
の
地
域
の
生
産
物
を
΄

と
ん
ど
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
各
地
域
で
඼
評
会
が

開
か
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
せ
い
か
、
૬
対
的
な
地
域
間

の
「
優
ྼ
」
や
「
ڧ
み
ऑ
み
」
が
理
解
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

も
の
づ
く
り
は
地
域
を
ӽ
え
た
ラ
イ
バ
ル
の
存
在
が
あ
っ

て
こ
そ
、
੾
᛭
ୖ
ຏ
し
࡞
඼
も
進
า
す
る
の
で
す
。

こ
の
点
、
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
経
済
的
に
同

じ
৚
݅
で
࡞
඼
を
生
み
出
す
の
で
、
あ
る
छ
の
競
争
原
理

が
ಇ
い
て
い
る
と
ࢥ
い
ま
す
。
同
じ
産
地
間
に
限
ら
ͣ
、

全
国
で
競
い
合
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
他
者
の
࡞
඼
を

数
多
く
そ
の
目
で
見
て
、
産
地
内
で
の
「
常
識
」
を
全
国

レ
ベ
ル
で
ྔ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
こ
ん
な
地
域
間
競
争

こ
そ
が
、
新
し
い
も
の
づ
く
り
や
市
場
の
開
୓
に
は
最
も

近
道
で
、
確
か
な
手
法
な
の
だ
と
自
ෛ
し
て
い
ま
す
。

「
競
い
合
い
、
高
め
合
う
」「
正
々
ಊ
々
と
ル
ー
ル
に
の

っ
と
り
、
競
う
」
こ
れ
こ
そ
が
、
五
輪
の
ਫ਼
ਆ
で
す
。
文

化
や
఻
౷
、
ܳ
ज़
の
世
界
に
お
い
て
も
こ
の
ਫ਼
ਆ
を
大
੾

に
し
て
こ
そ
、
地
域
間
や
࡞
者
同
士
の
活
力
と
な
り
、
ͻ

い
て
は
地
方
創
生
に
も
つ
な
が
る
と
ࢥ
い
ま
す
。

͜
Ε
·
Ͱ
の
੒
果 

Ổ 

ֶ
ߍ
ڭ
ҭ

◆◆◆

福
岡
県
久
留
米
市

︱
全
国
の
着
物
࡞
家
が
参
加
、

 
２
０
２
０
年
以
߱
に
残
す
レ
ガ
シ
ー
づ
く
り
︱

世
界
に
着
物
文
化
を
発
信
す
る

 
「
Ｋ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

世
界
的
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と

地
域
づ
く
り

高
倉
　
慶
応

一
般
社
団
法
人
イ
マ
ジ
ン
ワ
ン
ワ
ー
ル
ド

Ｋ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
理
事
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学
校
の
「
総
合
学
श
」
の
時
間
を
活
用
し
な
が
ら
、
୲

当
国
を
決
め
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
着
物
࡞
り
に
ྭ
ん
で
い
ま

す
。２

０
１
５
年
に
は
、
東
京
都
の
中
ԝ
۠
立
ହ
明
খ
学
校

の
օ
さ
ん
と
イ
ン
ド
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
̠
Ｉ
Ｍ
Ｏ
̣
Ｏ

を
、
２
０
１
７
年
に
は
、
෱
Ԭ
市
立
෣
௽
খ
学
校
で
ノ
ル

ウ
ェ
ー
を
、
෱
Ԭ
県
立
ٱ
ཹ
ถ
高
校
で
は
マ
レ
ー
シ
ア
を

୲
当
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
国
ฑ
を
ษ
ڧ
し
、
日
本
の
文
化
に
つ
い
て

学
び
、
着
物
の
৬
人
さ
ん
と
一
緒
に
デ
β
イ
ン
を
考
え
る

活
動
で
す
。

त
業
で
は
、
՝
題
の
提
出
཰
や
त
業
中
の
態
度
と
い
っ

た
子
供
た
ち
の
反
応
が
、
通
常
の
त
業
よ
り
も
非
常
に
ྑ

い
な
ど
学
校
の
ઌ
生
方
も
ڻ
か
れ
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま

し
た
。
そ
し
て
ਰ
ୀ
す
る
着
物
業
界
の
１
人
と
し
て
、
着

物
の
デ
β
イ
ン
や
੍
࡞
過
程
に
子
供
た
ち
が
す
͝
く
興
味

を
示
し
て
く
れ
た
こ
と
に
、
༐
ؾ
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
त

業
で
ઌ
生
役
を
຿
め
た
৬
人
さ
ん
も
子
供
た
ち
の
反
応
に

感
ܹ
し
、
੍
࡞
活
動
に
力
を
込
め
て
素
੖
ら
し
い
࡞
඼
が

׬
成
し
て
い
き
ま
す
。

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ッ
ピ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
は
、
内
ֳ
府
や
文
化
ி
が
ด
ນ
後
に
残
す
レ
ガ
シ
ー

࡞
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
地
方
自
治
体
な
ど
が
日
本
文
化

の
ັ
力
を
発
信
す
る
事
業
や
活
動
を
、
ೝ
ূ
す
る
文
化
プ

ロ
グ
ラ
ム
「
̱
̴
͈
̾
̽
̳
２
０
２
０
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は

そ
の
一
つ
で
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
契
機
に
、
外
国

と
の
友
好
関
係
が
一
過
性
の
も
の
で
は
な
く
、
よ
り
深
化

す
る
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

学
校
の
त
業
で
の
活
動
は
、
こ
う
し
た
観
点
か
ら
も
大

き
な
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
子
供
た
ち
の
中
で
は
、
関
わ

れ
た
国
の
こ
と
を
忘
れ
ら
れ
な
い
΄
ど
に
大
き
な
存
在
に

な
る
は
ͣ
で
す
。
੍
࡞
者
に
と
っ
て
も
同
じ
で
す
。

全
国
で
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
が
進
み
、結
果
的
に「
オ

ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
」
で
か
か
わ
り
合
え
る
活
動
で
す
。
五
輪

を
き
っ
か
け
に
、
全
国
の
着
物
৬
人
た
ち
へ
の
注
目
が
集

ま
り
、ະ
来
に
受
け
継
ぐ
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
ࢥ
い
ま
す
。

ੈ
ք
は
͖
ỳ
ͱ
ỏ
ͻ
ͱ
つ
に
ͳ
Ε
る

「
૝
૾
し
て
͝
ら
ん
、
国
境
の
な
い
世
界
を
」

人
と
人
と
の
友
৘
や
信
པ
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
࢝
ま
る
。

人
は
一
緒
に
い
る
こ
と
で
、
஥
ྑ
く
な
れ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
を
知
る
こ
と
で
、

そ
こ
に
฻
ら
す
人
と
友
৘
を
育
む
こ
と
が
で
き
る
。

そ
う
だ
、
ࢲ
た
ち
日
本
人
は
、
日
本
の
文
化
を
通
し
て

「
࿨
の
心
」
を
世
界
に
発
信
し
よ
う
。

そ
の
と
き
に
ܳ
ज़
を
用
い
よ
う
。

な
ͥ
な
ら
、
ܳ
ज़
に
言
༿
の
น
は
な
い
か
ら
。

ඒ
し
い
も
の
、
ଚ
い
も
の
、
か
け
が
え
の
な
い
も
の
、

そ
れ
は
人
に
よ
っ
て
そ
ん
な
に
ҧ
う
も
の
で
は
な
い
。

だ
か
ら
こ
そ
、世
界
は
き
っ
と
ͻ
と
つ
に
な
れ
る
。

そ
う
信
じ
よ
う
。

（
一
般
社
団
法
人
イ
マ
ジ
ン
ワ
ン
ワ
ー
ル
ド
理

念
よ
り
）

２
０
１
８
年
４
月
１
０
０
カ
国
の
̠
Ｉ
Ｍ
Ｏ
̣

Ｏ
が
׬
成
し
ま
し
た
。
残
り
は
96
カ
国
で
す
。
世

界
各
国
の
̠
Ｉ
Ｍ
Ｏ
̣
Ｏ
に
਎
を
包
ん
だ
人
た
ち

が
笑
顔
で
手
を
つ
な
ぐ
シ
ー
ン
を
ࢥ
い
ු
か
べ
て

み
て
く
だ
さ
い
。
そ
こ
に
、
自
分
た
ち
の
ࢥ
い
が

込
め
ら
れ
て
い
る
と
૝
૾
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

２
０
２
０
年
に
向
け
て
世
界
が
ͻ
と
つ
に
な
れ

る
よ
う
に
、
こ
の
ઌ
も
̠
Ｉ
Ｍ
Ｏ
̣
Ｏ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
育
て
て
い
っ
て
΄
し
い
と
ࢥ
い
ま
す
。

◆◆◆

༑ષ෩ܠ（イλリΞڞ࿨ࠃ）

෱Ԭཱࢢ෣௽খֶߍͰの༷ࢠ

ࢠの༷「੒൸࿐ࣜయ׬ࠃ100͔」
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特 集
ࠤ
լ
イ
ン
λ
ー
φ
γ
ἀ
φ
ϧ

ό
ϧ
ー
ン
ϑ
ỻ
ス
λ
の
ັ
ྗ

「
Ϙ
ー
ッ
ʂ
Ϙ
ー
ッ
ʂ
」
と
バ
ー
ナ
ー
の
力
ڧ
い
Ի
が

会
場
内
に
響
き
౉
る
。
ૣ
ே
に
も
か
か
わ
ら
ͣ
、
市
西
部

を
流
れ
る
Յ
੉
઒
Տ
઒
ෑ
を
大
観
ऺ
が
ຒ
め
ਚ
く
し
て
い

る
。
フ
ラ
イ
ト
解
ې
を
告
げ
る
グ
リ
ー
ン
フ
ラ
ッ
グ
が
揚

が
る
と
、
৭
彩
豊
か
な
バ
ル
ー
ン
が
、
数
Ω
ロ
ઌ
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
目
ֻ
け
て
１
機
、
ま
た
１
機
と
大
空
に
向
か
っ

て
཭
཮
を
࢝
め
る
。
バ
ル
ー
ン
の
一
斉
཭
཮
は
、
訪
れ
た

人
々
を
最
も
ັ
ྃ
す
る
ॠ
間
だ
。

期
間
中
は
、
動
物
や
Ω
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
ڊ
大
な
バ
ル
ー

ン
に
な
っ
て
登
場
す
る
「
バ
ル
ー
ン
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
」
を

は
じ
め
、
生
ԋ
૗
に
合
わ
せ
て
バ
ー
ナ
ー
の
Ԍ
で
র
ら
さ

れ
る
バ
ル
ー
ン
の
࢟
が
ݬ
૝
的
な
໷
間
係
ཹ
「
ラ
・
モ
ン

ΰ
ル
フ
ィ
エ
・
ノ
ク
チ
ュ
ー
ン
」
な
ど
、
観
る
者
を
๞
き

◆◆◆

さ
せ
な
い
。
ຖ
年
１
０
０
機
を
௒
え
る
バ
ル
ー
ン
が
参
加

し
、
80
万
人
以
上
の
観
客
を
集
め
、
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
バ
ル
ー
ン
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
集
結
す
る
、
ま
さ
に
ア
ジ
ア

最
大
級
の
国
際
熱
ؾ
ٿ
大
会
へ
と
成
長
を
਱
げ
た
。

ࠤ
լ
市
ͱ
ό
ϧ
ー
ン
の
ग़
ձ
い

１
９
７
８
年
、「
バ
ル
ー
ン
フ
ェ
ス
タ
・
イ
ン
۝
भ
」

と
し
て
෱
Ԭ
県
؁
໦
市
（
現
・
ே
૔
市
）
で
࢝
ま
っ
た
大

会
は
、
１
９
８
０
年
に
は
会
場
を
現
在
の
ࠤ
լ
市
Յ
੉
઒

Տ
઒
ෑ
に
Ҡ
し
、
14
機
が
参
加
す
る
খ
規
模
な
大
会
と
し

て
産
੠
を
あ
げ
た
。
ཌ
１
９
８
１
年
に
は
「
バ
ル
ー
ン
フ

ェ
ス
タ
・
イ
ン
ࠤ
լ
」
と
名
শ
を
ม
ߋ
し
、
ࠤ
լ
と
バ
ル

ー
ン
の
ྺ
史
が
ス
タ
ー
ト
。
当
ॳ
は
熱
ؾ
ٿ
愛
好
家
に
よ

る
自
ओ
運
Ӧ
で
あ
っ
た
。
広
大
な
ࠤ
լ
平
野
や
、
੸
振
ࢁ

ܥ
と
有
明
海
に
囲
ま
れ
た
地
形
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
多
छ

◆◆◆

多
様
な
ࠤ
լ
の
෩
に
、
競
技
会
場
と
し
て
の
ক
来
性
を
見

出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

彼
ら
は
外
国
選
手
を
招
ᡈ
す
る
国
際
大
会
へ
の
発
展
を

๬
み
、
ࠤ
լ
市
に
対
し
೪
り
ڧ
く
支
援
を
要
੥
し
た
。
当

時
の
ٶ
島
߶
市
長
（
ނ
人
）
は
、
そ
の
熱
意
と
人
々
を
笑

顔
に
す
る
バ
ル
ー
ン
の
ັ
力
に
ࢍ
同
し
、「
よ
か
や
っ
か

い
」
と
大
会
支
援
を
շ
୚
。
こ
こ
か
ら
、「
バ
ル
ー
ン
」

を
活
用
し
た
街
お
こ
し
が
࢝
ま
る
こ
と
に
な
る
。

ٶ
島
市
長
は
、
ア
ジ
ア
ॳ
と
な
る
熱
ؾ
ٿ
世
界
選
手
ݖ

の
誘
致
活
動
を
開
࢝
。
１
９
８
４
年
に
は
国
際
大
会
に
格

上
げ
し
「
ࠤ
լ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
バ
ル
ー
ン
フ
ェ
ス

タ
」
に
名
শ
を
ม
ߋ
す
る
な
ど
大
会
の
規
模
拡
大
を
図
っ

た
。
こ
の
年
か
ら
広
報
や
観
客
対
策
な
ど
の
大
会
運
Ӧ
に

つ
い
て
は
行
政
が
中
心
と
な
っ
て
全
面
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

大
ձ
を
ࢧ
え
る
Ϙ
ϥ
ン
ς
ỹ
Ξ
ス
λ
ỽ
ϑ

外
国
選
手
な
ど
の
受
け
入
れ
に
対
応
す
る
た
め
、
市
国

際
交
流
ڠ
会
を
中
心
に
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
育
成
に
も

力
を
入
れ
た
。
こ
う
し
た
交
流
を
契
機
に
、
１
９
８
８
年

に
は
ア
メ
リ
カ
・
ニ
ュ
ー
Ϥ
ー
ク
भ
の
グ
レ
ン
ズ
フ
ォ
ー

ル
ズ
市
と
࢞
ຓ
都
市
連
携
を
క
結
。
年
々
バ
ル
ー
ン
に
関

わ
る
市
民
も
増
え
、
今
で
は
数
े
年
来
の
交
流
を
続
け
る

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
も
গ
な
く
な
い
。

大
会
の
規
模
拡
大
に
伴
い
多
く
の
ス
タ
ッ
フ
が
必
要
に

な
り
、
Ϙ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
大
き
な
役
割
を
୲
う
よ
う
に
な

っ
た
。
今
で
は
競
技
運
Ӧ
、
イ
ベ
ン
ト
ิ
ॿ
、
会
場
ਗ਼
૟

な
ど
期
間
中
に
延
べ
２
０
０
０
人
程
度
の
Ϙ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
活
༂
し
て
い
る
。

今
日
ま
で
ॱ
調
に
開
催
回
数
を
重
Ͷ
ら
れ
た
の
も
、
こ

◆◆◆

佐
賀
県
佐
賀
市

︱
ア
ジ
ア
最
大
級
の
国
際
熱
ؾ
ٿ
大
会

 

「
ࠤ
լ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
バ
ル
ー
ン
フ
ェス
タ
」
︱

富
永
　
誠
一

佐
賀
市
観
光
振
興
課
バ
ル
ー
ン
係
係
長

「
熱
気
球
の
街
」佐
賀
、「
バ
ル
ー
ン
文
化
」で

 

観
光
振
興
、経
済
効
果
も

世
界
的
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と

地
域
づ
く
り
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う
し
た
Ϙ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
༂
や
地
元
の
競
技
人
ޱ
の
増

加
に
よ
る
影
響
が
大
き
い
。
大
会
を
ओ
催
す
る
「
ࠤ
լ
バ

ル
ー
ン
フ
ェ
ス
タ
組
織
委
員
会
」
の
構
成
メ
ン
バ
ー
は
も

ち
Ζ
ん
、
ࠤ
լ
空
域
で
の
ඈ
行
を
؅
理
す
る
「
ࠤ
լ
熱
ؾ

ٿ
パ
イ
ロ
ッ
ト
ڠ
会
」
に
は
約
３
０
０
人
の
会
員
が
所
属

す
る
。
ま
た
、
地
元
の
ࠤ
լ
大
学
に
は
「
熱
ؾ
ٿ
部
」
が

あ
り
、
優
ल
な
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
多
数
ഐ
出
す
る
名
໳
ク
ラ

ブ
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
バ
ル
ー
ン
活
動
が
活
発

に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
ࠤ
լ
の
特
徴
で
は
な
い
だ
Ζ
う

か
。

ό
ϧ
ー
ン
を
活
用
し
た
ߦ
੓
の
औ
り
૊
Έ

ア
ジ
ア
ॳ
の
熱
ؾ
ٿ
世
界
選
手
ݖ
の
誘
致
に
成
ޭ
し
た

ࠤ
լ
市
は
、
世
界
選
手
ݖ
開
催
に
向
け
て
増
え
続
け
る
観

客
へ
の
対
策
や
交
通
ौ
滞
に
ۤ
೰
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、

会
場
内
へ
の
ྟ
時
Ӻ
設
置
に
つ
い
て
̟
̧
۝
भ
と
ڠ
議
を

◆◆◆

重
Ͷ
、
期
間
中
の
み
の
ྟ
時
Ӻ
「
バ
ル
ー
ン
さ
が
Ӻ
」
の

開
業
を
実
現
。
そ
の
効
果
も
あ
り
世
界
選
手
ݖ
が
開
催
さ

れ
た
１
９
８
９
年
は
、
観
客
動
員
数
１
１
７
万
人
（
10
日

間
）
を
ୡ
成
し
大
成
ޭ
と
な
っ
た
。
ࠤ
լ
市
は
国
内
外
か

ら
ೝ
め
ら
れ
る
「
熱
ؾ
ٿ
の
街
」
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

２
０
０
２
年
、
ࠤ
լ
市
は
観
光
η
ク
シ
ョ
ン
内
に
バ
ル

ー
ン
の
ઐ
໳
部
ॺ
と
な
る
「
バ
ル
ー
ン
係
」
を
設
置
し
、

観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
の
展
開
に
力
を
入
れ
た
。
バ
ル

ー
ン
フ
ェ
ス
タ
の
運
Ӧ
を
は
じ
め
、
イ
ベ
ン
ト
係
ཹ
や
広

報
̥
̧
な
ど
バ
ル
ー
ン
を
活
用
で
き
る
体
੍
を
整
え
た
。

２
０
０
３
年
か
ら
は
ळ
ౙ
シ
ー
ズ
ン
の
観
光
客
誘
致
や
パ

イ
ロ
ッ
ト
の
競
技
力
向
上
な
ど
を
目
的
に
、
地
元
ا
業
を

ス
ポ
ン
α
ー
と
し
た
「
̨
̖
̜
̖
バ
ル
ー
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
リ
ー
ズ
」
と
い
う
競
技
会
を
創
設
し
、
ຖ
年
20
Ỗ
30
チ

ー
ム
が
参
戦
す
る
大
会
と
な
っ
て
い
る
。

近
年
は
、
着
実
に
地
元
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
競
技
力
も
向
上

し
て
お
り
、
ࡢ
年
の
本
大
会
で
は
ࠤ
լ
市
在
住
の
上
田
་

選
手
が
見
事
総
合
優
উ
を
০
る
な
ど
、
子
ど
も
ୡ
の
ಌ
れ

の
対
象
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

地
域
に
ࠜ
෇
い
た
ό
ϧ
ー
ン
の
ັ
ྗ

２
０
１
６
年
に
は
、
１
９
８
９
年
、
１
９
９
７
年
に
続

き
ࠤ
լ
市
で
は
３
度
目
と
な
る
熱
ؾ
ٿ
世
界
選
手
ݖ
を
開

催
。
33
カ
国
・
地
域
か
ら
１
８
６
機
が
参
加
し
、
過
去
最

高
の
１
３
１
万
人
（
10
日
間
）
が
会
場
を
訪
れ
た
。
経
済

波
及
効
果
は
、
算
出
開
࢝
以
来
最
高
額
で
あ
る
約
１
１
５

億
円
を
記
࿥
し
、
地
域
経
済
へ
の
好
影
響
も
現
れ
る
結
果

と
な
っ
た
。

ま
た
、
世
界
選
手
ݖ
開
催
に
ઌ
ۦ
け
て
、
同
年
10
月
に

は
ؾ
ٿ
を
テ
ー
マ
と
し
た
国
内
།
一
の
常
設
展
示
ؗ
「
ࠤ

լ
バ
ル
ー
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
を
開
業
。
近
年
の
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
効
果
も
あ
り
、
世
୅
や
国
੶
を
ӽ
え
て
バ
ル
ー
ン

の
ັ
力
を
世
界
に
発
信
し
、
バ
ル
ー
ン
フ
ァ
ン
の
拡
大
に

ߩ
ݙ
し
て
い
る
。

「
ࠤ
լ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
バ
ル
ー
ン
フ
ェ
ス
タ
」

は
来
年
で
40
周
年
を
ܴ
え
る
。
市
民
を
は
じ
め
、
パ
イ
ロ

ッ
ト
や
Ϙ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
関
係
団
体
、
ス
ポ
ン
α
ー
ا
業
、

そ
し
て
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、
大
会
や
バ
ル
ー
ン
活
動

を
支
え
合
っ
て
き
た
ূ
で
は
な
い
だ
Ζ
う
か
。
地
元
の
༮

い
子
ど
も
ୡ
が
「
パ
パ
」「
マ
マ
」
の
࣍
に
֮
え
る
言
༿

の
ͻ
と
つ
が
「
バ
ル
ー
ン
」
だ
と
よ
く
ࣖ
に
す
る
。
そ
れ

΄
ど
市
民
に
も
਌
し
ま
れ
て
お
り
、
ͻ
と
つ
の
文
化
と
し

て
ࠜ
付
い
て
い
る
。
バ
ル
ー
ン
に
は
全
て
の
人
々
を
「
笑

顔
」
に
す
る
ັ
力
が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
世
界
中
の
人
々

を
ऒ
き
つ
け
、
笑
顔
に
な
っ
て
も
ら
え
る
大
会
に
な
る
よ

う
に
50
年
、
１
０
０
年
と
継
続
さ
せ
て
い
く
に
は
、
զ
々

行
政
の
果
た
す
役
割
は
決
し
て
খ
さ
く
は
な
い
。

◆◆◆

インλーφγϣφルόルーンフΣスλؒظதのΈ։͞ۀΕる
「όルーン͞がӺ」

に͢るόルーンファンλδΞإͲ΋ͨちΛসࢠ

ཹ܎૝తͳόルーンの໷ؒݬ
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ࠜ
レ
ベ
ル
の
交
流
を
行
い
、
２
０
２
０
年
を
ӽ
え
た
຤
Ӭ

い
関
係
を
築
き
上
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
本
年

８
月
຤
の
ୈ
۝
࣍
登
࿥
を
経
て
、
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
は

２
４
６
݅
、
自
治
体
数
と
し
て
は
全
都
道
府
県
に
３
３
４

団
体
、
૬
手
国
ʗ
地
域
数
は
、
１
０
３
に
ま
で
上
っ
て
い

る
。

︵
２
︶
ϗ
ス
τ
タ
΢
ン
ʹ
ͳ
る
ͨ
Ί
の
ཁ
݅

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
は
、
以
下
の
取
り
組
み
を
行
う
地
方

公
共
団
体
で
あ
っ
て
、
政
府
の
登
࿥
を
受
け
た
も
の
と
し

て
い
る
。

①
住
民
等
と
࣍
に
掲
げ
る
全
て
の
者
と
の
交
流

・
大
会
等
に
参
加
す
る
た
め
に
来
日
す
る
選
手
等

・
大
会
参
加
国
・
地
域
の
関
係
者

・
日
本
人
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン

②
ɹ
①
に
伴
い
行
わ
れ
る
取
り
組
み
で
あ
っ
て
、
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
、
ڭ
育
文
化
の
向
上
及
び
共
生
社
会
の
実

現
を
図
Ζ
う
と
す
る
も
の

︵
３
︶
ࢧ
ԉ
ࡦ

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に
な
っ
た
地
方
公
共
団
体
は
、
地
方
財

政
ા
置
に
よ
る
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

具
体
的
に
は
、
東
京
大
会
に
向
け
、
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と

し
て
登
࿥
さ
れ
た
地
方
公
共
団
体
が
行
う
事
前
合
宿
の
受

け
入
れ
や
、
住
民
が
選
手
や
関
係
者
と
行
う
交
流
な
ど
に

要
す
る
経
費
の
半
分
に
つ
い
て
、
特
ผ
交
付
੫
ા
置
が
ߨ

じ
ら
れ
る
。
ま
た
、
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
登
࿥
さ
れ
、

か
つ
、
公
共
施
設
等
総
合
؅
理
計
画
を
策
定
し
て
い
る
地

方
公
共
団
体
が
、
東
京
大
会
の
事
前
合
宿
に
活
用
す
る
ط

存
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
つ
い
て
、
各
競
技
の
国
際
競
技
連

ໍ
基
準
に
ద
合
さ
せ
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
վ
म
事
業

を
地
域
活
性
化
事
業
࠴
の
対
象
と
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

荒
井
　
陽
一

内
閣
官
房
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・�

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
推
進
本
部
事
務
局
参
事
官

は
じ
め
に

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
大
会
（
以
下
「
東
京
大
会
」）
に
向
け
、政
府
は
「
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
推
進
本
部
」（
本

部
長
：
内
ֳ
総
理
大
ਉ
）
を
発
足
さ
せ
、
大
会
の
開
催
準

備
を
進
め
て
い
る
。

東
京
大
会
を
、「
東
京
だ
け
で
は
な
い
、
自
分
た
ち
も

関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
」と
ࢥ
っ
て
も
ら
え
る
大
会
に
し
、

地
域
の
活
性
化
に
資
す
る
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

こ
う
し
た
中
、
大
会
効
果
を
日
本
全
国
に
波
及
さ
せ
る

た
め
の
取
り
組
み
で
あ
る
「
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
」
に
つ
い
て

は
、
地
方
創
生
の
流
れ
と
૬
ま
っ
て
各
地
の
地
方
公
共
団

体
の
関
心
を
呼
び
、
進
展
し
て
い
る
。

本
ߘ
は
、
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
の
取
り
組
み
事
例
を
交
え
つ

つ
、
෮
興
「
あ
り
が
と
う
」
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
や
共
生
社
会

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
、
さ
ら
に
は
事
後
交
流
型
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン

な
ど
の
展
開
を
͝
঺
հ
し
、
東
京
大
会
を
契
機
に
地
域
の

活
性
化
を
図
Ζ
う
と
す
る
方
々
へ
の
一
ॿ
に
な
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

ϗ
ス
ト
λ
΢
ン
の
֓
ཁ

︵
１
︶
ϗ
ス
τ
タ
΢
ン
ͱ
͸

東
京
大
会
は
、
東
京
だ
け
で
な
く
日
本
全
体
の
祭
య
と

な
り
、
大
会
の
開
催
効
果
を
全
国
௡
々
Ӝ
々
に
ま
で
波
及

さ
せ
、
地
域
が
力
ڧ
く
継
続
的
に
発
展
し
て
い
く
た
め
の

き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
い
る
。

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
は
、
地
域
の
活
性
化
な
ど
を
推
進
す

る
た
め
、
大
会
参
加
国
・
地
域
と
の
人
的
・
経
済
的
・
文

化
的
な
૬
ޓ
交
流
を
行
う
地
方
公
共
団
体
を
い
い
、
東
京

大
会
の
開
催
に
よ
り
、
多
く
の
選
手
や
観
客
が
来
訪
す
る

こ
と
を
契
機
に
、
全
国
の
自
治
体
と
世
界
中
の
参
加
国
・

地
域
が
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
な
ど
෯
広
い
分
野
で
、
૲
の

︱
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

 
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
参
加
国
と
自
治
体
が
交
流
︱

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
の
取
り
組
み
に
よ
る
地
域
活
性
化

世
界
的
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と

地
域
づ
く
り

3� 2018・10月号 地域づくり 特集編 2018・10月号地域づくり 特集編 3�



︵
̐
︶
ख
ଓ
͖
౳

内
ֳ
׭
๪
オ
リ
パ
ラ
事
຿
局
に
、
地
方
公
共
団
体
か
ら

の
૬
ஊ
・
ਃ
੥
等
を
受
け
付
け
る
૭
ޱ
を
設
置
し
て
お
り
、

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
登
࿥
を
ر
๬
す
る
地
方
公
共
団
体

は
、
市
町
村
に
あ
っ
て
は
都
道
府
県
を
通
じ
、
都
道
府
県

及
び
政
ྩ
指
定
都
市
に
あ
っ
て
は
直
઀
、
内
ֳ
׭
๪
オ
リ

パ
ラ
事
຿
局
に
ਃ
੥
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

ϗ
ス
ト
λ
΢
ン
の
औ
り
૊
Έ

︵
１
︶
ϗ
ス
τ
タ
΢
ン
の
औ
Γ
૊
Έ

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に
つ
な
が
る
き
っ
か
け
に
着
目
す
る

と
、
こ
れ
ま
で
の
࢞
ຓ
交
流
関
係
を
活
か
し
た
も
の
、
地

元
出
਎
の
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
を
通
じ
た
つ
な
が
り
が
あ
る

も
の
、
現
地
に
地
元
ا
業
の
޻
場
な
ど
が
あ
る
も
の
、
地

域
を
୅
表
す
る
花
が
同
じ
も
の
な
ど
、
実
に
多
彩
な
内
༰

に
な
っ
て
お
り
、
全
国
に
広
が
る
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
で
は
、

す
で
に
様
々
な
交
流
が
行
わ
れ
て
い
る
。

˓
ࢁ
ܗ
ݝ
ଜ
ࢁ
市

・
平
成
29
年
６
月
に
続
き
、
本
年
６
月
に
ブ
ル
ガ
リ
ア
新

体
ૢ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
事
前
Ω
ャ
ン
プ
を
受
け
入

れ
た
。

・
࿅
श
の
合
間
に
は
、
日
本
文
化
の
体
験
（
ཋ
ҥ
着
付
け
、

஡
道
、
՚
道
等
）、
日
本
食
の
体
験
、
०
の
さ
く
ら
ん

΅
ङ
り
な
ど
を
実
施
。選
手
は
、こ
れ
ら
の
様
子
を
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
で
積
極
的
に
本
国
や
世
界
に
発
信
し

た
。

・
地
元
খ
中
学
校
へ
の
訪
問
、
地
元
中
学
校
新
体
ૢ
部
と

の
合
同
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
公
開
ԋ
技
会
（
村
ࢁ
市
民
体
育

ؗ
で
２
日
間
に
౉
り
実
施
。
体
育
ؗ
は
観
客
で
満
員
）

の
開
催
な
ど
に
よ
り
、地
元
市
民
と
の
交
流
も
実
施
し
た
。

・
大
手
食
඼
メ
ー
カ
ー
な
ど
が
交
流
事
業
を
支
援
し
て
い

る
。

・
Ϙ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
ื
り
、
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
を
形
成
す
る

な
ど
、
市
役
所
だ
け
で
な
く
、
地
域
ぐ
る
み
で
活
動
し

て
い
る
。

˓
๺
ւ
ಓ
࢜
ผ
市

・
平
成
29
年
７
月
に
୆
࿷
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
ڧ
߽

チ
ー
ム
で
あ
る
୆
࿷
ࢣ
範
大
学
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン

グ
部
の
合
宿
を
受
け
入
れ
た
。

・
׻
ܴ
会
で
は
、
̜
̖
̥
ೝ
ূ
を
受
け
た
೶
業
者
が
生
産

し
た
士
ผ
市
産
食
ࡐ
（
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
・
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
）
を
࢖
っ
た
ྉ
理
が
提
供
さ
れ
、
選
手
な
ど
に
;

る
ま
わ
れ
た
。

˓
࡛
ۄ
ݝ
௽
ἃ
ౡ
市

・
平
成
29
年
10
月
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
の
訪
問
団
を
ܴ

え
、
事
前
Ω
ャ
ン
プ
の
ڠ
定
を
క
結
し
た
。

・
食
文
化
交
流
会
で
は
市
内
の
飲
食
事
業
者
（
中
՚
、
イ

タ
リ
ア
ン
、
࿨
՛
子
）
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
産
食
ࡐ
を
用
い

た
新
メ
ニ
ュ
ー
を
開
発
し
提
供
し
た
。

・
今
後
こ
れ
ら
の
メ
ニ
ュ
ー
の
定
番
化
を
図
る
΄
か
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
産
の
食
ࡐ
を
࢖
用
し
た
商
඼
や
ྉ
理
を
ൢ

売
す
る
飲
食
店
な
ど
を
「
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
応
援
店
」
と

し
て
঺
հ
す
る
取
り
組
み
な
ど
も
展
開
す
る
。

˓
ౡ
ࠜ
ݝ
༢
ೆ
ொ

・「
町
民
誰
も
が
޾
せ
を
感
じ
る
社
会
」
を
目
標
に
、
෱

ࢱ
施
策
の
ઌ
進
国
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
登

࿥
。
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
を
招
へ
い
し
、
町
内
の
学
校
へ

の
訪
問
や
地
域
住
民
と
の
交
流
会
、
ΰ
ー
ル
Ϙ
ー
ル
の

体
験
な
ど
を
実
施
し
た
。

・
त
業
の
中
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
や
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ

い
て
学
ぶ
機
会
を
設
け
、
中
学
・
高
校
や
ཆ
ޢ
学
校
の

生
ె
が
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
出
向
き
、
Ω
ャ
ン
プ
誘
致
の

プ
レ
θ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
て
い
る
。

︵
２
︶
ϗ
ス
τ
タ
΢
ン
ࣗ
࣏
ମ
の
ԣ
連
ܞ
ʹ
Α
る
औ
Γ
૊

Έࡢ
年
10
月
、
ド
イ
ツ
を
૬
手
国
と
す
る
12
の
ホ
ス
ト
タ

ウ
ン
が
在
京
ド
イ
ツ
大
࢖
ؗ
に
集
ま
り
、
同
大
࢖
ؗ
ओ
催

の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
は
、
ド
イ
ツ
本
国
か
ら
ド
イ
ツ

ス
ポ
ー
ツ
連
ໍ
の
理
事
が
参
加
し
、
同
連
ໍ
の
役
割
や
ス

ポ
ー
ツ
গ
年
団
の
೿
ݣ
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
大
会
の
実

੷
に
基
づ
い
た
事
後
の
選
手
೿
ݣ
の
可
能
性
な
ど
に
つ
い

て
説
明
が
あ
っ
た
。

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
ド
イ
ツ
グ
ル
ー
プ
の
設
立
が
自
治
体
側

か
ら
提
Ҋ
さ
れ
る
な
ど
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
及
び
レ
η
プ

シ
ョ
ン
を
通
じ
、
今
後
の
ԣ
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
の

୺
緒
と
な
っ
た
。

本
年
９
月
に
は
、
在
京
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
大
࢖
ؗ
で

も
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
開
か
れ
た
。
今
後
と

も
、
大
࢖
ؗ
の
ڠ
力
を
得
な
が
ら
、
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
自
治

体
の
ԣ
連
携
の
機
会
を
設
け
て
参
り
た
い
。

ϗ
ス
ト
λ
΢
ン
の
ల
։

︵
１
︶
෮
ڵ
ủ
͋
Γ
͕
ͱ
͏
Ứ
ϗ
ス
τ
タ
΢
ン

東
京
大
会
は
、
෮
興
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
重
要
な
柱
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
東
日
本
大
਒
ࡂ

の
発
ࡂ
か
ら
７
年
半
が
経
過
し
た
今
日
ま
で
、
国
際
社
会

か
ら
大
き
な
Թ
か
い
ޚ
支
援
を
௖
い
て
お
り
、
そ
れ
へ
の

感
ँ
の
ؾ
持
ち
を
ॾ
外
国
に
示
し
つ
つ
、
෮
興
し
た
࢟
を

全
世
界
に
発
信
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
政
府
は
、
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
の
࿮
組
み
を
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活
用
し
、
ඃ
ࡂ
３
県
の
自
治
体
が
、
ඃ
ࡂ
時
等
に
支
援
を

し
て
く
れ
た
国
・
地
域
の
レ
ス
Ω
ュ
ー
ୂ
員
な
ど
の
支
援

関
係
者
や
ス
ポ
ー
ツ
選
手
な
ど
を
招
き
、
෮
興
し
た
࢟
を

見
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
地
元
の
方
々
と
の
交
流
を
行
う

「
෮
興
『
あ
り
が
と
う
』
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
」
を
ࡢ
年
９
月

に
新
設
し
た
。

平
成
30
年
８
月
現
在
、
19
自
治
体
（
˞
）
を
公
表
。
今

後
も
ਵ
時
受
付
を
行
っ
て
い
く
。

˞
ؠ
手
県
：
ٶ
ݹ
市
、
大
ધ
౉
市
、
花
ר
市
、
཮
前
高
田

市
、
ז
ੴ
市
、
࣢
ੴ
町
、
ࢁ
田
町
、
野
田
村

ɹ
ٶ
৓
県
：
ઋ
୆
市
、
ੴ
ר
市
、
ؾ
ઋ
প
市
、
名
取
市
、

東
দ
島
市
、
࿱
理
町

ɹ
෱
島
県
：
ت
多
方
市
、
南
૬
അ
市
、
本
ٶ
市
、
北
Ԙ
原

村
、
൧
ؘ
村

︵
２
︶
ڞ
ੜ
社
会
ϗ
ス
τ
タ
΢
ン

෮
興
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
ฒ
び
、
東

京
大
会
の
成
ޭ
の
ݤ
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
あ
り
、
大
会
最
大
の
レ
ガ
シ
ー
は
、
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
契
機
に
共
生
社
会
を
創
り
出
す
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
考
え
方
か
ら
、政
府
レ
ベ
ル
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、

ࡢ
年
２
月
に
「
Ϣ
ニ
バ
ー
α
ル
デ
β
イ
ン
２
０
２
０
行
動

計
画
」
を
策
定
し
た
と
こ
Ζ
で
あ
る
。

こ
の
行
動
計
画
の
取
り
組
み
と
あ
わ
せ
て
、
地
域
で
の

Ϣ
ニ
バ
ー
α
ル
デ
β
イ
ン
へ
の
自
཯
的
な
き
め
ࡉ
か
い
取

り
組
み
を
促
す
た
め
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
と
の
交
流
を

き
っ
か
け
に
、
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
継
続
的
か
つ

加
଎
的
に
取
り
組
む
「
共
生
社
会
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
」
を
ࡢ

年
11
月
に
新
設
し
た
。

共
生
社
会
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
が
目
指
す
も
の
は
、
ো
֐
の

あ
る
海
外
の
選
手
た
ち
を
ܴ
え
る
こ
と
を
き
っ
か
け
と
し

た
、「
Ϣ
ニ
バ
ー
α
ル
デ
β
イ
ン
の
街
づ
く
り
」
と
「
心

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
の
推
進
で
あ
り
、
自
治
体
な
ら
で
は

の
特
৭
あ
る
、
総
合
的
な
取
り
組
み
が
地
域
ओ
導
で
進
め
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ੈքతεϙʔπΠϕϯτͱ地域づくり

（p12-13）ࢢ·͍ͨ͞ݝۄ࡛
Ϛϥιϯࡍࠃ·͍ͨ͞
4 （p10-11）ࢢࢁଜݝܗࢁ

ެ։ԋٕձͰԋٕΛ൸࿐͢ΔϒϧΨϦΞஂମબख
3

（p８-９）ࢢੴזݝखؠ
����೥ɺ����೥ͷϥάϏʔϫʔϧυΧοϓ࿈ଓ༏উͷΦʔϧ
ϒϥοΫεʢ̣̯୅දʣ̨̤࢘ྩౝͷμϯɾΧʔλʔ͕νϟϦς
ΟʔΠϕϯτͰזੴΛ๚ΕΔ

2

๺ւಓඒਂொ（p６-７）
ۭதԋٕΛ͏ڝεΩʔϑϦʔελΠϧͷΤΞϦΞϧ
1

●1

●2
●3

●5

●6

●7

●8

●4

（p14-15）ࢢՃਢݝۄ࡛
ΫϥΠϛϯάࣨڭͷ༷ࢠ
5

ઍ༿ݝઍ༿ࢢ（p16-17）
౦ژΦϦϯϐοΫɾύϥϦϯϐοΫʹ͚ͯ޲ɺ໨Ӆ͠Λͯ͠స͕ͬ
ͯ͘ΔླೖΓϘʔϧʹͱͼͭ͘ʮΰʔϧϘʔϧʯΛখֶੜ͕ମݧ

6

同
県
明
石
市
、
鳥
取
県
・
同
県
鳥
取
市
、
山
口
県
宇
部

市
、
香
川
県
高
松
市
、
福
岡
県
飯
塚
市
、
同
県
田
川
市
、

大
分
県
大
分
市

事
後
交
流
型
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
の
拡
大

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
単
な
る
ス

ポ
ー
ツ
交
流
・
国
際
交
流
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
地
域
の
食

の
魅
力
を
海
外
に
発
信
し
、輸
出
へ
と
つ
な
げ
る
こ
と
や
、

観
光
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
受
け
皿
づ
く
り
な
ど
、
大
会
後
の

将
来
に
ま
で
残
る
財
産
づ
く
り
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た

ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

具
体
的
な
例
と
し
て
、「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

街
づ
く
り
」
で
は
交
通
施
設
や
運
動
施
設
、
宿
泊
施
設
等

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推

進
、「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
分
野
で
は
、
選
手
た
ち
と

の
交
流
を
き
っ
か
け
と
し
た
住
民
の
気
付
き
や
子
ど
も
達

へ
の
教
育
等
を
期
待
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
大
会
後
に
も

定
着
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

平
成
30
年
８
月
現
在
、
13
自
治
体
（
※
）
を
公
表
。

※
青
森
県
三
沢
市
、
岩
手
県
遠
野
市
、
東
京
都
世
田
谷
区
、

神
奈
川
県
川
崎
市
、
静
岡
県
浜
松
市
、
兵
庫
県
神
戸
市
、

い
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
は
事
前
キ
ャ

ン
プ
を
前
提
と
す
る
登
録
が
大
半
を
占
め
て
い
た
。
事
前

キ
ャ
ン
プ
地
は
す
で
に
他
の
自
治
体
に
決
ま
っ
て
い
る
、

も
し
く
は
大
会
前
に
直
接
選
手
村
に
入
る
た
め
事
前
キ
ャ

ン
プ
は
実
施
し
な
い
と
い
う
過
去
大
会
の
事
例
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
今
後
は
、
東
京
大
会
の
競
技
終
了
後
、
選
手
な

ど
に
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
を
訪
問
し
て
も
ら
い
交
流
を
行
う

「
事
後
交
流
」
型
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
を
推
し
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

大
会
後
に
交
流
す
る
前
提
で
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
登
録
さ
れ

る
こ
と
で
、大
会
前
に
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
交
流
や
文
化
、

経
済
、
食
な
ど
の
交
流
を
活
発
に
行
い
、
機
運
醸
成
に
つ

な
げ
て
頂
き
た
い
。

お
わ
り
に

大
会
ま
で
２
年
を
切
り
、
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
の
活
動
は
さ

ら
に
活
発
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
動
き
に
即
応
し
て
、
内

閣
官
房
オ
リ
パ
ラ
事
務
局
で
も
、
各
地
域
の
ホ
ス
ト
タ
ウ

ン
の
先
進
事
例
を
共
有
す
る「
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
サ
ミ
ッ
ト
」

を
開
催
し
た
り
、
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
の
首
長
を
集
め
た
「
ホ

ス
ト
タ
ウ
ン
首
長
会
議
」
を
官
邸
で
開
催
し
た
り
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
流
れ
の
中
で
、
各
地
域
に
お
い
て
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
頂
き
、
地
域
産
品
の
磨
き
上
げ
や
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
観
光
の
さ
ら 

な
る
推
進
な
ど
へ
の
契
機
と
し
て
こ

の
事
業
を
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

そ
の
上
で
、
地
域
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
通
じ
た
地
域
の

活
性
化
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
通
じ
た
共
生
社
会
の
推
進
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
拡
大
な
ど
の
形
で
、
地
域
社
会
に

「
レ
ガ
シ
ー
」
と
し
て
根
付
い
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た

い
。
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新潟県村上市／中山　裕
「むらかみ」をスケートボードの聖地に

関西広域／河谷秀子
誰でも参加できる生涯スポーツの世界大会で地域を活性化

高知県／池田晃久
日本を代表する祭り「よさこい」を世界へ

福岡県久留米市／高倉慶応
世界に着物文化を発信する「KIMONOプロジェクト」

佐賀県佐賀市／富永誠一
「熱気球の街」佐賀、「バルーン文化」で観光振興、経済効果も

副基調論文／荒井陽一
ホストタウンの取り組みによる地域活性化

世界的スポーツイベントと
地域づくり
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